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本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　広大な渓けい谷こくは明るい夜を迎えていた。

　星々を湛たたえた夜空には、真っ青な月が一つ、ぽっかりと──

　青く青く、冷たい光を地上に注ぎ、渓谷の底にいる二人の娘を照らしていた。

　一人は、神しん官かんの衣ころもを身にまとった黒髪の少女──

　いま一人は、毛布の上に寝かされた緑色の髪の娘──

　どちらの髪も水に濡ぬれそぼり、艶つややかに青い月光を反射している。

　黒髪の少女、リセリナは、たった今、もう一人の娘を河から救いあげたばかりだった。

　河原に毛布を敷いて寝かせはしたが、その後の処置に困って、今は途と方ほうに暮れている。

　助けた娘は穏おだやかな顔をしていた。身にまとった衣服には、貴金属とレースで美しい装飾が為なされている。その寝顔と格好から、リセリナは彼女を上流階級の娘と推測した。

　彼女は今、かすかな息をしながら、眼めの前に寝そべっている。

　緑深き渓谷の河を流れてきた娘は、確かにまだ生きていた。しかしながら、とても無事とは言い難い。

　リセリナが診みたところ、骨折の個所は数知れず、下手へたをすると内臓に損傷を負っている可能性もあった。多少の応急処置くらいは心得ているリセリナだったが、ここにはそのための医療キットもない。

　リセリナはひとまず、彼女の濡れたドレスを脱がそうとした。

　体温の低下を恐れてのことだったが、骨折のために、不用意に腕や足などを動かすのもはばかられる状態である。

　濡れた服はきつく肌はだにまとわりついており、その脱がし方の手順もよくわからない。

　仕方なく、リセリナはその手に〝爪つめ〟を伸ばした。

　両手に嵌はめた腕うで輪わがわずかに発光し、そこに伸しん縮しゆくする刃が生まれる。

　眠る娘の衣服にその爪を這はわせたリセリナは、ゆっくりと慎しん重ちように布を切り裂いていった。

　その爪は、マテリアルコアと呼ばれる特殊なエネルギーの塊かたまりを使用して、リセリナの腕輪から生みだされている。

　腕輪には、開発中のものも含めていくつかの種類がある。

　常じよう軌きを逸いつした強大な筋力を生むもの、手に握った物を分解し拡散させるもの、いくつかの球をはきだし、その球が結ぶ線で区切られた空間に爆発を起こすもの──

　光の爪を為すリセリナの腕輪は、汎はん用よう性せいがあり、扱いやすいこともあって、いちはやく実用化されつつある品だった。

　マテリアルコアを用いる装備には、腕輪だけでなく、被かぶり物や靴、それに義ぎ眼がんなど、さまざまな形状のものが開発されていた。しかし使用に際して、この特殊なエネルギー源を必要とする点では変わらない。コアがなければ、それらの品はただの飾りである。

　リセリナが腕うで輪わから伸ばした光の刃は、娘の衣服をするすると苦もなく裂いていき、やがて娘は下着だけの姿を月下にさらした。

　その肌はだを一目眺めて、リセリナは目許を歪ゆがめる。

　元は白く滑なめらかだったはずの肌には、内出血の青い跡がいくつか大きく浮いていた。外部への大量出血をもたらすような傷がないことは僥ぎよう倖こうといえたが、もし脊せき髄ずいなどに損傷を負っていれば、このまま植物状態に陥おちいってもおかしくない。

　リセリナの想像通り、彼女が上流の崖がけから落下したのだとすれば、おそらく馬車や、そして彼女の下にいた老人などが緩かん衝しよう材ざいの役割を果たしたのだろう。普通ならばまず助からない。

　そしてまた、この場にリセリナが居合わせなければ、彼女は河に流されるまま、その命を落としていたに違いなかった。

　これでもし一命をとりとめれば、たいした強運という他ほかはない。

　しかし、そんな強運の娘を脇わきにして、リセリナは困り果てていた。

　彼女がまだ生きていることは事実である。しかしここは入り組んだ広大な峡きよう谷こくの底で、街まちに戻るまでの道も険けわしい。身軽なリセリナ一人ならば何も問題はないが、全身に怪け我がを負った人間を安静にしたまま運ぶには、明らかに厄やつ介かいな道のりである。

　彼女をここに置いて、人を呼んでくるか──そんなことも考えたが、その間に獣けものなどに襲われてしまいそうにも思う。リセリナはここに来るまでの間、いくつかの大型獣の足跡を眼めにしていた。

　置いていくことはできないが、連れていくにしても容よう易いではない。

　リセリナは考えあぐねて、河に眼をやった。

　流れは穏おだやかで、ここに来るまでの範囲に関しては、滝たきなどもなかったように思う。

（筏いかだを組んで運べば、体への負担も少ないはず──）

　そんな考えが脳のう裏りをよぎった。

　幸いにもここは密林で、腕輪の爪つめを伸ばせば木を切ることもたやすい。筏を組むためのロープが問題だが、丈夫な植物の蔦つたなどがあれば、それで代用が利きく。

　考えをそうまとめると、リセリナはそっと立ちあがった。

　今は夜だが、少しでも早いほうがいい。怪我人の娘がいつまで保もつかもわからない。

　月と満天の星とが照らす下に、リセリナは河岸から密林の方角を眺めた。

　ふと──その周囲の木々が、風もないのにざわめいた。

　リセリナはびくりと肩を震わせる。

　広い範囲に茂った木々の向こう側には、行方ゆくえを遮さえぎるように切り立った崖がある。

　その手前、枝葉の影から、星明かりにも似た光が覗のぞいていた。

　ぼんやりと白いそれらの光は、地上に在あって月光を反射している。

　──二つ──四つ──八つ。

　リセリナが見つめる前で、光の数は次し第だいに増えていった。

　獣けものの臭しゆう気きがかすかに漂う。

　リセリナは、怪け我が人にんの娘を背にかばって身構えた。

　密林の奥から、獣達がゆらゆらと歩みでてくる。

　青い月光の下にさらされた彼らの姿を見定めて、リセリナは戦せん慄りつした。

　密林から出てきたのは、全身を真白い毛に覆おおわれた、熊くまのように大きな猿さる達だった。らんらんと光る眼めでリセリナ達を捉とらえながら、肉食獣さながらに鋭い牙きばを剝むきだしている。

　不意を討うち損そこねたためか、彼らは遠巻きにリセリナと娘を囲み始めた。

　野生のものながら統制のとれた動きには、獲え物ものの退路を断とうとする様子がうかがえた。明らかに二人を〝餌えさ〟として見ている。

　リセリナは恐怖に身を竦すくませながら、それでも逃げずにいた。

　怪我人の娘を見捨てて一人でなら、充分に逃げられるはずだとは思う。だが、そうする気にはなれない。

　かといって、娘を背や腕に抱えた状態で、彼らを出し抜ける自信もなかった。

　彼らを追い払うしかない──リセリナはそう覚かく悟ごを決めると、間まを詰められる前に、自ら飛びだしていった。

　腕うで輪わを中心として、四し肢しに活力が満ちる。あまり多用すると身体からだにも負担がかかってしまうが、今は仕方がない。

　光で構成される爪つめを伸ばして、リセリナは一体の巨大猿に斬きりかかった。

　野性の動きで反応した猿は、手を振り回してリセリナを捕らえようとしたが、その手が千ち切ぎれて宙に舞う。

　猿の咆ほう哮こうが耳を突いた。

　リセリナは容よう赦しやをしない。後ろによろけた猿の首筋へ手刀をあてがい、すり抜けざまに素早く首を刎はねる。

　黒ずんだ血を一瞬だけ吹き上げて、猿の巨体が河原に倒れた。

　一匹を仕し留とめたリセリナは、気迫を込めて猿達の群れを睨にらみまわした。

　仲間を殺やられれば、こうした獣達はいきり立つか、さもなくば恐れをなして撤てつ退たいする。前者の反応なら彼らの注意を自分一人に引きつけられるし、後者ならば逃げる時間を稼かせげるはずだった。

　リセリナは、彼らから見れば小さな獲物である。しかし、ただの餌が発揮した意外な戦闘力を目にして、猿達はわずかに怯ひるんだ。

　──たとえ獣でも、生き物を殺すのは嫌だった。相手が人間であれば、もうしばらくは迷ったかもしれない。

　だが、敵意をもって向かってくる者に対しては、リセリナは殺すことを厭いとわない。殺せなければ、殺されるだけである。追おっ手てのイリス達を幾人か仕し留とめてからならともかく、こんなところで獣けものなどに殺されるわけにはいかない。

　猿さるから溢あふれた血が神しん官かんの衣ころもに飛び散り、凄せい惨さんな模様をつくっていた。

　血に汚れたリセリナは、月下に立ち尽くし、猿達の出方をうかがった。

　仲間を殺された猿達に、怒っている様子はない。怯おびえたのも一瞬のことで、その後は退ひく様子もない。また彼らには、焚たき火びを恐れる気配も皆かい無むだった。

　リセリナはその反応を奇異に思った。猿達はリセリナを遠巻きに囲み、その動きを止める。

　一匹の猿が、きぃきぃと、何かの合図じみた奇声を上げた。

　リセリナの背後──囲むうちの一匹の猿が、じりじりと動き、寝かせた娘の方へ近づこうとする。

　慌あわててリセリナが彼女の傍そばに駆け戻ると、猿はその動きに合わせて素早く退しりぞいた。

　その動きに、リセリナは不安を憶おぼえた。ある種の獣の習性を思いだす。

　獲え物ものを見つけると、彼らは群れでその後をつけまわし、その獲物が疲れて油ゆ断だんを見せるまで待つ──そんな持久戦型の狩かりをする獣達がいる。

　リセリナとて、いずれは眠らなければならない。彼らが、その機会を待っているとしたら──

　リセリナはたまらずに、爪つめを伸ばして、一匹の猿をめがけて走った。しかし、狙ねらった猿は機き敏びんな動きで密林へと姿を隠かくし、その一方で、リセリナとは反対側にいた猿が怪け我が人にんの娘に向けて走り出す。

　慌ててリセリナが引き返すと、その猿もまた密林の手前まで逃げていった。

　リセリナの背に冷ひや汗あせが伝った。

　真白い毛並みの猿達は、やや赤みを帯びた眼めで、一様にリセリナ達を注視していた。

　密林に身を潜ひそめたままの者達もおり、その数は判然としないが、見えているだけでも十匹以上はいる。下手へたをすれば、三十匹近くにも及ぶかもしれない。

　別の猿が動いて、リセリナが殺した猿の死体を森へと運び始めた。

　他の猿達は、依い然ぜんとしてリセリナ達から眼を離さない。

　窮きゆう地ちに追い込まれたことを悟さとりながら、リセリナは娘の傍に控えた。

　彼女をこのまま彼らの餌えさにすれば、自分だけは助かる。彼女を見捨てずにこの場にとどまり続ければ、おそらくはいずれリセリナが眠るのを見計らって、彼らは一いつ斉せいに飛びかかってくるだろう。

（どうしよう……どうしよう……）

　混乱する思し考こうからは、まともな策が浮かばなかった。ライフルでもあれば、一匹ずつ猿達を仕留めていってもいい。だが、リセリナの腕うで輪わは接近戦専用である。

　震えるリセリナの耳に、ふと──甲かん高だかい、笛ふえの音が響いた。

　音は頭上からのものである。リセリナはすぐに夜空を仰あおいだ。

　青い月が照らす空に、黒く大きな影が舞っていた。翼を広げた鳥のように見えたが、高さのわりに大きさが尋じん常じようでない。目もく測そくを誤ったかとリセリナが思う間もなく、影は急に落ちてきた。

　思わず眼めを瞑つぶりかけたリセリナの耳に、風を切る音が飛び込む。

　眼を開けたリセリナの前にいたのは、一羽の巨大な〝烏カラス〟だった。森から出てきた猿さる達よりもさらに大きく、尖とがった嘴くちばしだけで、子供の身の丈たけほどもある。

　巨大な烏は、漆しつ黒こくの翼を羽ばたかせて猿達を威い嚇かくしながら、甲高い声で大きく鳴いた。

　カァ、と峡きよう谷こく中に響いたその鳴き声に、猿達が身を退しりぞかせる。

　リセリナは圧倒されて動けない。烏の背に、羽と同じ色の黒こく衣いに身を包んだ人間の姿があった。

「空から焚たき火びを見つけて来てみれば──この馬ば鹿か！　こんなところで猩しよう々じよう相手に何をしている！　早く乗れ！」

　どこか聞き覚えのある女の声が響き、リセリナはさらに困こん惑わくした。彼女が烏を操あやつり、助けに来てくれたものらしい。

　リセリナは戸と惑まどいながらも、まず寝かせた少女の身を両手に抱えた。

　烏の背から、女が声を張る。

「もう一人いるのか──急げ、奴やつらは仲間を呼ぶ。ここは奴らの巣のど真ん中だ。囲まれると始し末まつに負えない」

　女が呟つぶやきながら弓を引き、矢を放った。直線的に走った矢が、そろそろと近づきつつあった猿の肩口を貫き通す。獣けものの悲鳴がけたたましく響いた。

　地上に下りた烏の羽に摑つかまりながら、リセリナはまず少女をその背に乗せた。

　烏の背には、人が乗るための装そう具ぐが整えられていた。烏を操る女が、怪け我が人にんの身を手早く固定する。

　そしてリセリナは、怪我人の娘に上からかぶさるようにして、その装具にしがみついた。

「飛ぶぞ、落ちるな。フウガ、行け！」

　女が指示を出して手た綱づなを引くと、烏の羽による風が巻き起こった。

　黒衣のフードが風に煽あおられ、リセリナはそこに短い銀髪を見る。

　どうして彼女がここにいるのか、まるで理由が摑めなかった。混乱しながらも、落ちぬようにと握った装具に力を込める。

　銀髪の女は手綱を引きながら、片手でリセリナに命いのち綱づなを渡した。その綱は装具と組み合わせることで、体を支えてくれる。

　三人の娘を背に乗せた烏は、河の方向へ滑すべるようにして飛び立った。大河の上を緩ゆるやかに滑かつ空くうし、徐じよ々じよに高度を上げていく。

　白い猿さる達は為なす術すべもなく、河原からリセリナ達を見送った。

　夜の闇やみに飛び立った黒い烏カラスは、滑なめらかな翼を一杯に広げ、大空に舞う。

　危あやういところでその翼に救われたリセリナは、困こん惑わくの眼まな差ざしで、烏を操あやつる女の背を見つめていた。
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　王都の外れに建つセイラム第九教会は、たった一人の老いた司し祭さいの手によって守られている。

　責任者たる司祭の名は、エヴァ・ラコナーといった。

　七十歳を少し超えた、でっぷりと太った老婆で、いつも微笑を見せているほがらかな神しん官かんである。

　容よう姿しそのままのおおらかな性格が地元の人々にも慕したわれ、第九教会は別名、〝エヴァの教会〟とも呼ばれていた。

　かつての彼女は、ウィータ神殿の神官を務めていた。

　八年ほど前のこと、エヴァの仕えていた司し教きようが、アルセイフに滞在する用事があり、彼に付いて彼女もこの土地にやってきた。

　その後、司教は任を終えてウィータ神殿に帰ったが、エヴァはこの気候と人心の穏おだやかな土地が気に入ってしまい、一人で残ることに決めた。

　どのみちウィータ神殿にも家族などはおらず、年老いてからの旅も面めん倒どうとあって、エヴァはウィータ神殿からフォルナム神殿に転てん籍せきしたのである。

　そしてフォルナム神殿の知人に頼み、廃はい棄きされる寸前だったこの教会を貰もらいうけ、終ついの棲すみ家かと定めた。

　以来、彼女はここで穏やかな老後の日々を過ごしている。

　アルセイフの人々は、概おおむね気き性しようも穏やかで優やさしく、よそ者に対しても親切だった。

　やがて休みの日に限らず、親しくなった老人達が教会に集まり始め、今のセイラム第九教会は、隠いん居きよした老人達の茶飲み話の場となっている。

　福々と太ったエヴァが、庭先の大きなテーブルで友人達と談笑する姿は、この辺りではすっかり日常の一風景として定着していた。

　その日もエヴァは、教会の敷地内をひと通り清掃した後、午後から訪れるであろう友人達のために茶菓子を焼いていた。

　材料は、近所の農民らが差し入れてくれる穀こく類るいや果物である。大地の恵みが豊富なアルセイフでは、食糧で困ることがまずない。凶きよう作さくという言葉とも無む縁えんで、それもエヴァがこの地を気に入った理由の一つだった。

　エヴァが薪たきぎを竈かまどにくべていると、窓の外から少女の澄んだ声が響いた。

「エヴァ司祭、いらっしゃいますか！」

　聞き慣れない声だった。

「台所にいるよ。今、火を見ていて手が離せないから、こっちにおいでなさいな」

　訪れたのが何者かも判別しないまま、エヴァは大声でそう返した。

　外からかけられた声の質は若い。どうせ誰だれかの孫あたりが、何かの用事で来たのだろうと勝手に想像をする。こんな街まち外はずれの小さな教会に、エヴァが礼を尽くさねばならない相手など滅めつ多たに来るものでもない。

　声を返してしばらくすると、台所の勝手口に一人の少女が現れた。

「エヴァ司し祭さい、こちらですか？」

　華はなやいだ声で自分の名を呼ぶ少女の姿に、エヴァは眼めをしばたたかせる。

〝彼女〟が、こんなところにいるはずがない──

　そうは思いつつも、面おも影かげは自然と重なった。空色の髪を結いあげた美び貌ぼうが、彼女の〝姉〟にそっくりだったのだ。

「ウルク様！」

　エヴァは頓とん狂きような声で旧きゆう知ちの名を呼び、穏おだやかな眼を大きく見開かせた。

　かつての上じよう司しの娘、ウルク・ティグレーは、満面の笑みをもってエヴァの前に立っていた。

　楚そ々そとして洗練されたその雰囲気は、田舎いなかのアルセイフには珍しい質のものである。

　少女はにこやかに会え釈しやくをした。

「お元気そうでなによりです、エヴァ司祭。たいへんご無ぶ沙さ汰たをしておりました」

　エヴァは火の加か減げんを見るのも忘れ、肥こえた体を揺すりながらウルクの傍そばに駆け寄り、その手を握った。二人の身長はほぼ同じだが、エヴァの横幅はウルクの二倍ほどもある。
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「ウルク様、どうして、こんなところへ──いつ、おいでになられたのですか？　あぁ、お父上のマディーン様は……」

「父は来ていません。私だけです。王都に来たのは、つい先日だったのですが……」

　ウルクは、七年前とあまり変わらぬ優やさしい声でそう答えた。

　エヴァにとって、彼女は孫娘のような存在だった。もちろん、一いつ介かいの司し祭さいでしかないエヴァと、神しん姫きの妹である彼女とでは、神殿における格に大きな差がある。

　しかし、エヴァはウルクの幼い頃ころ、まだ物心つく前からずっと彼女の面めん倒どうを見てきた。幼いウルクに、読み書きや料理、針仕事を教えたのはエヴァである。

　エヴァがアルセイフに残った七年前、ウルクは父のマディーンと共にウィータ神殿へと帰った。その後はたまに便りをかわしていたが、会うのは実にそれ以来である。

　再会を喜ぶのもそこそこに、エヴァはウルクの背後に立つ、複数の人影に気づいた。彼らは少し距離を置いて、ウルクとエヴァの挨あい拶さつが済むのを待っている様子だった。

　エヴァは彼らに視線をやった。

　ウルクが連れてきた客は三人いた。周囲を茂みに囲まれた木陰に立ち、エヴァに目もく礼れいを送っている。

　一人は、短い金髪の、街まちのどこにでもいそうなありふれた顔立ちの青年。

　一人は、艶つややかな黒い肌はだをもった精せい悍かんな容よう貌ぼうの若い娘。

　この二人は兵士か騎士らしく、それぞれに胸当てと剣を装備している。

　そしてもう一人、ウルクと年の近そうな、紫むらさき色いろの髪をした少年──

　彼を見るなり、エヴァには連想されるものがあった。

　ウルクが客達に手を向けた。

「エヴァ司祭、こちらは──」

「……フェリオ様、で、ございますか？」

　エヴァは先にそう呟つぶやいた。

　少年は、素直そうな眼めをしばたたかせた。ウルクも驚いた様子でエヴァを見ている。

　エヴァは微笑ほほえんだ。

「すぐにわかりましたわ。ウルク様のお手紙に、フェリオ様の周辺を気にされてのご質問がいつも書いてありましたから……」

　ウルクがわずかに頰ほおを染めたのを横目に確認しながら、エヴァは初めて会う王子に深ふか々ぶかと頭を下げた。

「お初はつにお目にかかります、この教会の司祭、エヴァ・ラコナーと申します」

　会うのはもちろん、初めてだった。

　アルセイフの第四王子は、公式の場にも滅めつ多たに顔を出していなかった。彼が王族でありながら〝王子〟として扱われていなかったことは、エヴァもよく承しよう知ちしている。

　王家から爪つま弾はじきにされているその王子は、すぐに礼を返してきた。

「フェリオ・アルセイフです。突然にお邪じや魔まして申し訳ありません。司し祭さいのことは、ここに来るまでの間にウルクから聞きました」

　礼節を弁わきまえた声に、エヴァは好感を持った。

「こんなところで立ち話もなんですわね。どうぞ中へ──今、お菓子を焼いているところなのです。もうじきに焼きあがりますから、奥でお待ちくださいな」

　エヴァは、王族に対するにしては気安い口調で、ウルク達を中へ誘いざなった。

　ウルクは、わざわざここに彼を連れてきた。それはつまり、フェリオを王族としてではなく、ウルクの友人として扱って欲しいという彼女の意思表示に思えたのである。彼かの王子が王家の威いをかざさぬ性格であることも、噂うわさに聞いていた。

　お付きらしい二人の男女も伴ともなって、四人の珍客は教会とつながるエヴァの家に入った。

「どうぞ、奥へ──」

　そう言って居間に通そうとすると、ウルクはそこで立ち止まってしまった。同様にフェリオ達もそこから動かない。

　エヴァは首を傾かしげた。

「ウルク様？　どうかなさいましたか」

「──エヴァ司祭。折り入って、お願いがあるのです」

　ウルクはエヴァの眼めを真まっ向こうから見つめてきた。彼女の眼に湛たたえられた真しん摯しな光を、エヴァは奇異に思う。

「ウルク様──」

「フェリオ様は、第二王子のレージク様に追われています。私達をここにしばらく、匿かくまっていただけないでしょうか？」

　ウルクが切り出したその用件に、エヴァは耳を疑った。

「匿う？　ウルク様、一体──」

　フェリオが一歩、前に歩み出た。

「事情は今、お話いたしますが……その前に、もしご迷めい惑わくでしたら、我々はこのまま立ち去ります。事情を知れば、おそらく貴方あなたも巻き込んでしまうことになりますから。無む論ろん、貴方に累るいが及ぶような事態は絶対に避けるつもりですが、万が一……」

　フェリオの緊張した面おも持もちを見て、自然とエヴァには察せられるものがあった。

　わざと大おお仰ぎような笑みを見せて頷うなずき、エヴァはその両手をぱんと叩たたく。

　そして、フェリオが口を閉ざしたその一瞬に割り込むようにして、ほがらかに一同を見渡した。

「失礼を。お急ぎでなければ、お話は後にいたしましょうか。そろそろ火ひ加か減げんを調節しないと、お菓子が焦こげてしまいますわ。それと、ここは私の独ひとり住まいですので、お好きなようにいてくださって構いませんの。ウルク様もご一いつ緒しよに？」

　問いながら、エヴァは竃かまどの前に戻った。

「は、はい。ですが、あの……」

　説明を続けようとするウルクに、エヴァは片目を瞑つむってみせた。

「理由はもちろん、後でうかがいます。でも、ウルク様がこの私を頼っておいでになられたからには、少なくとも悪いことをして追われているわけでないことくらいわかります。ならば私は、ウルク様のお力になれることを嬉うれしく思いますわ。さ、奥へどうぞ。それとも、昔のようにお手伝いいただけますか？」

　エヴァがからかうように言うと、ウルクは慌あわてた足取りで竃に寄ってきた。

　フェリオ達にとっても、エヴァの物分かりの良さは意外だったらしく、彼らはその場で立ち止まったままである。

　エヴァは奥を指差して見せる。

「男おとこ衆しゆうはどうせ役に立たないのですから、居間の方へどうぞ。そちらのお嬢さん、紅茶を淹いれますから、そこの棚からカップを出してください。ウルク様は果物を切ってくださいませ。そこの野菜棚に、ご近所から戴いただいた果物があります」

　てきぱきと指示を飛ばすと、若者達はそれぞれに戸と惑まどいながらも素直に動き始めた。

　七十を超えたエヴァからしてみれば、いずれも孫のような年齢としの子供達だった。二人のお付きにしても、せいぜい二十代の半なかばである。多少は無礼なことを言っても通じるのは、老人の特権だった。

　久々に会えたウルクの成長した姿に安あん堵どしながら、エヴァは竃の火ひ加か減げんに意識を注ぎはじめる。

　彼らの身に何が起きているのか、気にはなっていた。だがどんな事情であれ、ウルクが頼みにしてくれたとあれば、エヴァにはその心に応こたえる覚かく悟ごがある。

〝彼らを受け入れる〟という結論は、もう先に出ていた。

　今のエヴァにできることは、せめて老人として泰たい然ぜんと構え、若者の緊張を和やわらげてやることくらいだった。

　そんな気き遣づかいを心に秘めて、エヴァは再会したウルクを見つめた。

　すっかり娘らしく成長したその姿は、ウルクの姉──現在の神しん姫きによく似ていた。だが若じやつ干かん、姉のほうが雰囲気にか弱いものがあり、ウルクのほうが芯しんの強さを感じさせる眸ひとみをしている。

　彼女の父であるマディーンからいつか貰もらった便りには、ウルクの外見に似ない気の強さと頑がん固こさを嘆く言葉があったが、そのことに多少は納なつ得とくもした。

　同じ女の眼めから見れば、ウルクは決して気が強いのではなく、むしろ決断力に優すぐれているのだ。その決断を彼女自身が大切にしているために、親の眼からは時に頑固で、時に気が強く見えてしまうらしい。

　竈かまどの火ひ加か減げんをいじりながら、エヴァはウルクの眸ひとみが昔と変わらぬ輝きを宿していることに、少なからず安あん堵どしていた。




　　　　　　　[image: ]




　古びた教会の居間は、質素ながら綺き麗れいに掃除が行き届いていた。

　居間に通されたフェリオは、年代物の椅子に腰を下ろし、ようやくほっと息を吐く。

　エヴァという老ろう司し祭さいの態度を見る限りでは、ここは安全な場所といえそうだった。

　目の前の青年騎士、ライナスティに、声を潜ひそめて語りかける。

「ずいぶんと肝きもの据すわった司祭様みたいだ。ウルクとはえらい違いだけれどね」

　台所からは、エヴァ司祭の快活な声が響いていた。体格といい態度といい、司祭というよりは、商家か飲み屋の女主人といった雰囲気を醸かもしている。

　フェリオの言葉に、ライナスティがにやりと笑った。

「そんなに違いますかね？　もちろん外見はまるで違いますが、性格はちょっと似てるかもしれませんよ」

　フェリオは首を横に振った。

「似てないよ。ウルクはもっと淑しとやかでおとなしい」

「おとなしい娘は、一人でフェリオ様についてきたりしませんよ」

　ライナスティはからかうような口調で言った。

「ウルク様は、フェリオ様にぞっこんのようですが、お気づきですか？」

　青年騎士の軽口に、フェリオは眉まゆをひそめた。

「からかうのはよせ。ウルクは、俺おれのことをただ心配してくれているだけだ。こんなことになって──巻き込んで、すまないと思っている」

　フェリオは険けわしい声で呟つぶやいた。すかさずライナスティが、満面の笑みでその肩を軽く叩たたく。

「まぁまぁ、そう硬かたくなることはないですよ。フェリオ様だってウルク様に何かがあったら、その御おん身みを投げ打ってでもがんばるでしょう？　その時、ウルク様に、今のフェリオ様みたいな申し訳なさそうな顔をしていて欲しいとお思いですか？」

　ライナスティの口調は軽かったが、フェリオはその言葉にはっとさせられた。

「──そうだな。それはライナスティの言うとおりだ。俺があんまりぴりぴりしていたら、余よ計けいに心配をかけるだけか」

　素直に反省して、フェリオは無理に微笑をつくった。その不ぶ器き用ような様さまを見たライナスティが、今度はけらけらと笑う。

「でしょう？　俺もたまにはいいこと言うんですよ。フェリオ様はね、もっと気楽に構えたほうがいいんです。真面目まじめすぎると融ゆう通ずうが利きかなくなります。俺みたいに楽天的なほうが上手うまくいくことも多……」

「そこの馬ば鹿か！　フェリオ様に何を吹き込んでいる！」

　台所に続く廊下から、ディアメルの雷かみなりが飛んだ。

　ライナスティは慌あわてて首を引っ込める。

　王宮騎士団の一員、ディアメルは、日ひ頃ごろは剣を握る手にカップをぶら下げてやってきた。テーブルにそれを置きながら、小声でフェリオに耳打ちする。

「……あの司し祭さい、ウルク様のおっしゃったとおり、信用はできそうです。ここを拠きよ点てんにされますか？」

　ディアメルの言葉に、フェリオは小さく頷うなずいた。ディアメルも頷きを返し、今度はライナスティに向き直って呟つぶやく。

「ライナスティ。お前は街まちに出て、とっとと変装用の服と小道具を揃そろえてこい。肌はだの黒い私では目立つから」

「あいよ、了りよう解かいだ」

　ライナスティはすっと立ち上がり、胸当てと剣を外してそこに置いた。フェリオはその顔を見上げる。

「ライナスティ、一人で大丈夫か？　街には衛兵だって……」

「一人のほうが都つ合ごうがいいですよ。俺おれはさして目立たない顔ですし、街の連中に紛まぎれ込こめば違い和わ感かんがないはずですから、どうかご心配なく。こっちが気をつけていれば、そうそう見つかるもんでもありません」

　悠ゆう々ゆうと教会を出ていくライナスティの背を見送って、フェリオはディアメルと視線を交わした。ディアメルはすべてを了解したような顔で頷き、そのまま台所へと戻っていく。

　居間に一人で残ったフェリオは、今後のことについて思いを巡らせ始めた。

　フェリオ達はつい昨夜、王都を一時離り脱だつしたことになっていた。

　第二王子レージクが起こした突然のクーデターによって、皇太子派の有力貴族達は捕らえられ、フェリオや外がい務む卿きようのラシアン・ロームもまた、逮たい捕ほされそうになった──それが昨日きのうのことである。

　フェリオ達は辛からくも王都を脱し、王宮騎士団の精せい鋭えい達は今、ラシアン・ロームの領地に向けて馬を走らせているはずだった。

　しかし──フェリオとウルク、そしてライナスティとディアメルの四人は、その一団と共に在あるように見せかけて、今朝けさ方がた、こっそりと王都に舞い戻ってきた。他に数名が潜せん伏ぷくしているが、彼らは街で情報を集めることが主な任務で、フェリオ達とは別行動を取っている。いざとなれば相そう互ごに連絡して協力することも可能だが、今のところ、その予定はない。

　フェリオ達はこれから王都に潜伏し、王宮の状況を見ながら、レージクに囚とらわれた人々を助け出す算さん段だんを練るつもりだった。

　ラシアンの領地は王都から近いが、それでも早はや馬うまで一昼夜はかかる。レージクが有力者の処しよ刑けいを急ぐ可能性もあり、フェリオは早急に人ひと質じちを救い出す必要性を感じていた。

　一方で領地に戻ったラシアンは、自領の徴ちよう兵へいを進めながら、各地の諸しよ侯こうに連絡をつけて、レージクに対抗できる勢力を組織する──これが、王都を出てすぐに、フェリオとラシアンが決めた案だった。

　ラシアンが兵を集めるのには、多少の日数がかかる。もしその間に要よう人じんを救出できれば、趨すう勢せいはフェリオ達に傾くはずだった。

　第二王子のレージクは、西北に隣接する大国のタートムに通じている節ふしがあった。彼がこのまま実権を握れば、アルセイフはなし崩くずし的にタートムの属ぞつ国こくとなってしまう可能性が高い。

　どうしてレージクがそんな裏切りをしたのかは、まだフェリオにははっきりとわかっていなかった。

　彼が実は王の血を引かぬ男で、王家を憎にくんでいること──

　それに阿片アヘンの吸いすぎで、頭が多少、おかしくなっていること──

　その二点が主に考えられるが、他ほかにも理由がありそうにも思える。レージクとて、仮かりにも王の地位をうかがう者である。自国を他国に売り渡す根こん拠きよがその二点だけでは、あまりに情けない。

　この混迷した状況を打破する策のために、フェリオは王都に残ることを決めた。

　王都に残る四人の選定に関しては、フェリオなりの根拠があった。

　ウルクは隠かくれ場所に心当たりがあるといい、この教会を紹介してくれた。彼女の身に関しては、追おっ手てがかかるはずのラシアン達といるより、この場所のほうが安全だともフェリオは考えている。セイラム第九教会は神殿の管かん轄かつ下かにあり、王家とは何の関係もない。

　ライナスティとディアメルは、剣けん腕わんもさることながら、共に鍛たん錬れんをしていたためにフェリオと呼吸が合う。しかもライナスティは街まちでも目立たないために情報収集がしやすいし、勘かんの鋭いディアメルは非常時にも頼りになる騎士だった。

　王都を出てすぐの道みち端ばたで別れた際に、ラシアンはしきりにフェリオの危険な案を止めたが、フェリオは譲らなかった。

　下手へたをすれば数日のうちに、捕らえられた人々の誰だれかが殺されかねない。

　ラシアンやフェリオが無事に逃げ延のびたことで、レージクにとっては、手元の人質に新たな価値が生まれたはずだった。いきなり全員を殺すようなことはないだろうが、フェリオ達を誘う手段として、一人ずつ殺していくくらいのことはやりそうでもある。

　レージクの下に囚とらわれているのは、政せい務む卿きようダスティア・カリウスをはじめとし、正せい妃ひマリーベル、皇太子妃のラウナ、皇太子の息むすこのアーベルト、そして他の有力貴族や官僚達が数人に、王宮騎士団団長のウィスタル・ベヘタシオン──多数にわたる。

　また、逮たい捕ほはされていないはずだが、第三王子のブラドーも王宮にいる。行動の制限はされていないだろうが、そもそも本人があまり動く性格ではない。牢ろう獄ごくに入っていないだけで、実質的には彼も人ひと質じちの一人と見ていい。

　忍しのびこんで全員を一度に助けだすことは、さすがに不可能だった。全員の救出には、ラシアンが用意する反レージクの軍勢が必要だが、その前にダスティアやウィスタルをあらかじめ救出することができれば、趨すう勢せいとしてこちらが有利になる。

　ダスティアの存在感と交渉能力は政治的な力であり、ウィスタルの存在感と指揮能力は軍事的な力だった。この両者とラシアンが手を組めば、王宮に陣じん取どるレージクにとっても大きな脅きよう威いとなる。

　できれば、正せい妃ひや皇太子の息むすこも助けたかったが──彼女らは、もっとも警備の厳重な区画に囚とらわれているはずだった。また、老ろう婆ばである正妃や幼い子供を連れていては、助けた後に王宮から脱出することも困難である。皇太子の息、アーベルトはまだ二歳で、泣かれでもしたらそれで終わりだった。

　ラシアンとも、無理はしないと約束してある。その約束も守りつつ、しかしダスティアやウィスタルをどうにか救出したいというのが、フェリオの偽いつわらざる本心だった。

　しばらくして、居間と台所をつなぐ廊下から、ウルク達がやってきた。

　ティーポットや菓子と果物の皿をそれぞれに持って、テーブルに一つずつ置いていく。

　居間にフェリオしかいないのを見て、エヴァ司し祭さいがかすかに首を傾かしげた。

「おや、金髪の若い方は？」

「ライナスティは所用で抜けました。夕方までには戻ってくると思います」

　応こたえてから、フェリオはエヴァ司祭のふくよかな顔を見つめた。

　司祭はにこにこと笑っている。フェリオ達を匿かくまうことなど、わけもないことと言いたげだった。

　フェリオは思った。

　おそらく事情を聞く聞かないに関かかわらず、この司祭は自分たちをここに置いてくれるつもりなのだろう。ウルクが〝信頼できる〟と請うけ合あった人物だけのことはある。

　一見して──政治力はともかくとして、フォルナム神殿のレミギウスあたりよりも、よほど肝きもの据すわった人物に見えた。

　ウルクはフェリオの隣に、ディアメルは斜はす向むかいに座った。

　そしてエヴァは、フェリオの正面の椅子に、その重たげな身をゆっくりと下ろす。

「では、お茶でも飲みながら、ゆっくりとお話をうかがいましょう」

　悠ゆう々ゆうとして呟つぶやくエヴァ司祭に、フェリオは敬意を込めて一礼を送った。
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　その日、王城は一種独特な緊迫感に包まれていた。

　第二王子のレージクが急に即位を表明し、簡かん略りやくな戴たい冠かんの儀ぎを行う──そんな知らせと同時に、さらに不ふ穏おんな要素を含む知らせも貴族達の間に流れた。

　ダスティアをはじめとする皇太子派の主だった面めん子つが〝軍ぐん務む卿きよう暗殺〟の嫌けん疑ぎで逮たい捕ほされたこと。さらには外がい務む卿きようのラシアン・ローム、第四王子のフェリオらが逃亡したとのこと──

　事情が飲み込めないまま、王と皇太子の葬そう儀ぎのために王都へ集まっていた貴族達は、朝から王宮の一室に揃そろっていた。

　その数は数十名にも及んでいる。

　前夜にも貴族達の会合があったが、その折には高位の者達しか集まっていなかった。今のこの場には、序列の低い者から高い者まで、王城に来ているほとんどの貴族が揃っている。

　しかしその中に、ダスティアや正せい妃ひらと特に親しかった者達の姿はない。彼らは昨日のうちに、レージクが指揮する兵達によって捕ほ縛ばくされていた。

　殺された軍務卿、ガートルードの閥ばつに属する者達はこの場にいたが、彼らもまた、一いち様ように戸と惑まどいを隠かくせずにいる。

　まだレージクは姿を見せていない。

　その到着を待ちながら、貴族達はひそひそと囁ささやきを交わしていた。

「軍務卿の暗殺は、正妃の指し示じによるものだったとか……？」

「そうらしいとうかがいました。第二妃のレヴィーア様も殺された以上、レージク様のお怒りも相当なものだそうで──」

「こんな時に、外務卿は一体どうなされたのです？　急に領地へ戻られたとか……外務卿が例の暗殺に絡からんでいたとの噂うわささえありますが、あの方かたがまさかそのような──」

　貴族達の声には、戸惑いと不安ばかりが目立った。

「ご静せい粛しゆくに願います」

　ざわめく広間に、青年の声が響き渡った。

　扉とびらの傍そばに立った声の主は、クラウス・サンクレット──亡なくなった軍務卿の長子である。

　席についた貴族達は、一いつ斉せいに彼へと視線を注いだ。

　いかにも若いが、クラウスはサンクレット家の次の主あるじである。この場にいる有力貴族達の多くは、ガートルードと懇こん意いの者達でもあり、つまりは今後の彼らにとって、クラウスは無視できないほど大きな存在となっていた。

　細い眼めをした穏おだやかなその青年は、たった一晩で顔つきを一変させていた。

　にこやかだった眼は肉食獣のような光を湛たたえ、明らかに鬼き気き迫る気配で周囲を圧倒している。

　居並んだ貴族達は、呆ぼう然ぜんたる思いで様変わりした青年を迎えた。

　軍の高級武官が着る制服に袖そでを通したクラウスは、静かに声を紡つむいだ。

「国王陛へい下かがご到着されました」

　クラウスの声に、貴族達は慌あわてて席から立ち上がり、昨日までは第二王子だったその男──レージクを迎えた。

　レージクはいつものように、薄く化け粧しようをしていた。だが、酷こく薄はくな表情は鳴りをひそめ、ひどく神妙な面おも持もちである。クラウスも一晩でずいぶんと変わったが、レージクの変化にも貴族達は驚かされた。

　薄く化粧をした青年は、ゆったりとした足取りで正面にやってくると、一同に着席するよう眼めで促うながした。

　揃そろった貴族達は、ただ呆あつ気けにとられて指示に従う。

　──レージクの額には、戴たい冠かんの儀ぎに使われる王おう冠かんが鋭く光っていた。
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「諸しよ卿けいに集まってもらったのは、他ほかでもない」

　居並ぶ貴族達を見渡して、レージクは朗ろう々ろうと声を張った。ともすれば笑いそうになるのを堪こらえて、努つとめて神妙な顔を維持する。

「先日のことについて、俺おれの口から事情の全すべてを説明するためだ。ここしばらくの政局の変化には、諸卿も混乱していることだろうと思う。だが、俺の話を聞いてもらえれば、納なつ得とくはできずとも、事実を把は握あくできるはずだ。クラウス──」

　レージクが呼ぶと、クラウス・サンクレットが一歩前に出た。レージクは彼を手で示しながら、真剣な口調で語り続ける。

「まず、紹介しておこう。諸卿もご存知のクラウス・サンクレット卿きようは、先日、サンクレット家を継ぐことを俺が命じ、ガートルードの跡あとを継ついで、軍ぐん務む卿きようの任に就ついた。今後は俺の片腕として補佐を頼むことになる」

　場がわずかにざわめいたが、その反応は大きなものではない。

　サンクレット家の後継に関しては当然のことながら、軍務卿の任は若いクラウスには荷が重すぎる──彼らの多くは、そう感じたに違いない。だがレージクにとっては、これは必然の人事でもある。警備の名目で出向いているサンクレット家の私兵達を、元からいる衛兵達と合わせて意のままに操あやつるには、クラウスが軍務卿でなければならない。

「諸卿には戸と惑まどいもあると思うが、クラウス卿は俺にとって信頼できる人間だ。先日の正せい妃ひ達による暗殺で、俺は母と腹心と許いいな婚ずけを失い、クラウスは父親と妹を失った──」

　レージクの言葉に、貴族達がまた動揺を見せた。

　レージクはさも事実のように言ってのけたが、〝正妃達が軍務卿を暗殺した〟ことは、この場の貴族達にとって、にわかに信じ難いことだった。

　そのことを承しよう知ちのレージクは、彼らの疑いを晴らすための演技を平然と続行する。

「今、言ったとおり──先日の暗殺の件は、正せい妃ひとダスティア卿きようの共きよう謀ぼうによるものだという疑いが濃い。まだ取り調べの最中だが──あの暗殺は、明らかに俺おれを狙ねらっていた。だから俺は、自衛のために、先に彼らを捕らえる方策を選んだ」

　レージクは嘆たん息そくしてみせた。

「……いかに自衛のためとはいえ、諸しよ卿けいらにも知らせず、急いで事を運んだことについては、申し訳なく思っている。いささか乱暴な手段であったことも否定しない。だが、もし俺が昨日のうちに動かなければ、俺の暗殺に一度失敗した正妃達は、すぐにも俺を殺そうとしていただろうし、そうなれば母上や軍ぐん務む卿きようらの仇かたきを取ることもできなくなる──俺としても迷いはあったが、諸卿らも知っての通り、昨日、ああした形で容疑者と不ふ穏おん分子を捕ほ縛ばくさせてもらった」

　レージクは一いつ拍ぱくの間まを置いて、貴族達を見回した。

「ここにおいでのお歴れき々れきについては、俺は疑ぎ心しんを持っていない。今後も変わらず王家に対しての忠誠を誓ってくれるものと信じている。何か意見があれば、聞く用意もある。起立してくれ」

　レージクは穏おだやかな声でそう告げた。

　広間の奥で、一人の貴族が立ち上がった。まだ若い、三十にもならぬような青年である。

　すらりとした長身の持ち主で、顔の半分にひどい火傷やけどの跡があった。その火傷のために片方の眼めを眼帯で隠かくしており、周囲の貴族達と比べて異質な目立ち方をしている。

　残った片眼の眼つきは険けわしく、立たち居い振ふる舞まいには傍ぼう若じやく無ぶ人じんな気配をまとっていた。

「レージク様。ラシアン卿とフェリオ様の件に絡からんで、疑問があるのですが──」

　青年は、顔つきのわりには静かな声を発した。しかしながら、レージクのことを〝陛へい下か〟とは呼ばない。

　国の北側に小さな領地を持つ、ベルナルフォン・レスターホーク──彼はサンクレット家に縁のある、軍ぐん閥ばつの下級貴族だった。若い当主で、ついでにいえば貧びん乏ぼう貴族といっていい。

　早さつ速そくに嚙かみついてきた威い勢せいのいい男に、レージクは頷うなずいて見せた。

「そのことも説明しなければならないな。といっても──実は俺自身、困こん惑わくしている。ラシアン卿とフェリオには、念のために事情を聞いておこうと思っただけなんだ。彼らも俺と同様、暗殺者に狙われて助かったわけだからな。だがどういうわけか、彼らは事情聴ちよう取しゆを申し出た衛兵達に反抗し、勝手に城から抜け出してしまった。何かやましいことがあったとは、思いたくないが──」

　隻せき眼がんの下級貴族は鷹おう揚ように頷いた。

「同感です。ラシアン卿は私の知る限り、このアルセイフでもっとも信頼に足る政治家と思っております。そのラシアン卿が、貴方あなたを王とは認めずに出しゆつ奔ぽんした──これは、どういうことでしょうな？」

「ベルナルフォン卿！　その言は無礼に過ぎます！」

　レージクの脇わきから、見かねたクラウスの怒ど声せいが飛んだ。レージクは片手でクラウスを制する。

　ベルナルフォンの眼めは据すわっていた。声は静かだが、気配から確かな敵意を感じる。

　レージクは神妙な顔を崩くずさない。

「ベルナルフォン卿きよう。ラシアン卿のことは、俺おれも何かの誤解があったのだろうと思いたい。言葉を尽くせばわかってもらえるはずだ。だが──これからダスティア卿らの取調べを始めるが、あるいはその中で、ラシアン卿の名が飛び出さないとも限らない──」

　ざわめきかけた一同を、レージクは両手を広げてなだめた。

「重ねて言うが、俺もそんなふうには思いたくない。だが、現実にラシアン卿達は暗殺の難を逃れて、しかも聴ちよう取しゆを嫌って城から逃げ出している。あるいは共きよう謀ぼうでありながら、正せい妃ひらが彼らに弱みを握られるのを恐れて殺そうとしたか……今の段階ではまだ推理しかできない。まずは調査が先だ」

「ほう」

　ベルナルフォンが眼を細めた。

「調査も済んでいないのに、ダスティア卿らを捕らえたわけですな？」

　その問いかけに、レージクは内心で舌打ちを返した。

　──アルセイフの貴族達は腑ふ抜ぬけ揃ぞろいだと、勝手に思い込んでいた。

　政せい務む卿きよう、軍ぐん務む卿きよう、外がい務む卿きようあたりは厄やつ介かい者ものだとよく承しよう知ちしていたが、下級貴族の中に、こうまで露ろ骨こつに牙きばを剝むく男がいたとは、正直なところ誤算である。権力の趨すう勢せいが定まれば、多くの者は大義よりも実利を選ぶはずだったが、この男はそうでもないらしい。
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　レージクは慎しん重ちように言葉を選んだ。

「正せい妃ひとダスティア卿きようの関かん与よについては、まず疑いない。調査が済んでいないのは、ラシアン卿とフェリオについてだ。言葉尻じりを捉とらえて、そう熱くならないでくれ」

「ならば、正妃とダスティア卿が関与した証しよう拠こはお持ちなのですか？」

　ベルナルフォンはしつこい。

　レージクは頷うなずいた。

「絶対の証拠ではないが、いくつかの証言が出はじめている。いずれ供きよう述じゆつをまとめて、諸しよ卿けいにも知らせるつもりだ」

「それは捕らえた後に出てきた証言でしょう？　捏ねつ造ぞうが可能です。レージク様にうかがいますが、レージク様が彼らを捕らえた根こん拠きよはなんですか？」

　レージクは大おお仰ぎように溜ため息いきを吐ついた。

「卿けいは、どうあっても俺おれを信用したくないらしい──信じてもらえるかどうかはわからんが、俺は正妃達が暗殺のことについて話し合っているのを、たまたま立ち聞きしてな。クラウスにも話したことだが、聞いた直後には、暗殺の打ち合わせとは思わず──その内容については、これから証言と照らし合わせる予定だ。こちらも諸卿への発表はもう少し待ってもらいたい」

「なるほど──期待しております」

　ベルナルフォンはそれだけ言って、着席した。納なつ得とくしていないことは傍はた目めにも明らかである。

　彼の露骨な言動は、広間の貴族達にも動揺をもたらしていた。

　ベルナルフォンの着席を待って、古こ参さん貴族の一人が起立をした。

「レージク様。ダスティア卿らが暗殺に荷か担たんしたなどとは、私にはどうしても信じられません。是ぜ非ひ、一度ご本人にお会いしたいのですが──」

　こちらの口調はさすがに礼を弁わきまえて丁てい重ちようである。しかしその内容は、レージクにとって認められるものではない。

「申し訳ないが、取調べが終わるまで、会わせるわけにはいかない。証拠の隠いん滅めつを図られる可能性もある」

　老臣は懇こん願がんするように顔を歪ゆがめた。彼はダスティアの派は閥ばつに属する中級の貴族だった。

「いえ、何も密談をさせて欲しいと言っているわけではありません。ただダスティア卿の口から、その言葉を聞きたいのです」

　レージクは困こん惑わくの顔を作って見せた。内心では、ベルナルフォンに対して激しく毒どくづいている。彼の無礼な言動が、この場の貴族達に〝考える力〟を取り戻させたのだ。

　貴族達は急な事態に戸と惑まどい、ひどく混乱していた。そういう相手には、上の立場から少しの理を説といてやれば簡単に済むはずだった。仮かりに納得はしないまでも、正統な王権を背景に説けば、臣下たる彼らは従わざるを得ない。

　だが、ベルナルフォンがレージクの言葉を否定的に捉とらえてみせたことで、この場の貴族達も冷静に事態を見ようとし始めている。

　──この召しよう集しゆうは、逆効果だったか──

　レージクはそう思いながらも、外見上は真しん摯しに言葉を続けた。

「政せい務む卿きようの扱いについては、改めて検討しておこう。だが、会わせるにしても数日は待っていただきたい。俺おれとしては、これ以上、政治の中ちゆう枢すうが空くう洞どうの状態を続けたくはない──」

　レージクはそこで、クラウスに視線を向けた。

　クラウスは頷うなずいて、レージクの代わりに声を張る。

「現状での急務は、政府の体制を早急に整えることです。今の状態では指揮系統にも問題が多いことは、皆様も御ご承しよう知ちのことと思います。レージク様は、先日に皇太子が亡なくなった時点で、王位継けい承しよう権けんの最上位を得ておられました。即そく位いの正統な資格はレージク様にあります。そのレージク様が王となることに異議のある方かたは、この場にはおられないはずですが──？」

　クラウスが広間を見渡した。

　面と向かっての反論はあがらない。レージクしか、まともな候補がいないのは事実なのだ。皇太子の息むすこはレージクが捕らえているし、もともと、この場の貴族のうち高位の者達は、殺された軍ぐん務む卿きようとレージクを支持していた派は閥ばつである。

　ダスティアや皇太子に近い貴族達も同席はしていたが、高位の者達は捕らえられ、残されたのは中位下位の貴族ばかりで、レージク相手に嚙かみつけるほどの者は少ない。

　継承権という観点から見れば、他の王子達も微妙である。第三王子のブラドーはあまりに頼りなく、第四王子のフェリオにいたっては、この城から逃げ出してしまった。

　今のこの場で、彼らが仰あおげる王の候補は、あくまでレージクだけなのだ。

　その認識を共通のものとして予想していたレージクにとっては、ベルナルフォンのような貴族の存在は視野の外にあった。しかもそのベルナルフォンは本来、軍務卿ガートルードの部下のような立場である。レージクにしてみれば、いわば身内に嚙まれたようなものだった。

　レージクがそんな思いを巡らせる中、傍かたわらに立ったクラウスは、貴族達を諄じゆん々じゆんとゆっくり説とき伏ふせていった。

　その巧たくみな言は、レージクに対する諸しよ侯こうの不安や反抗心をたちまちになだめていく。ベルナルフォンの思わぬ妨ぼう害がいはあったものの、彼のおかげで、この場はどうにかまとまりそうだった。

　レージクは思う。彼をまず味方に引き込んだことは正解だった。サンクレット交こう易えきを創そう業ぎようからの数年で一大会社にまで押し上げたクラウスの才さい覚かくは、レージクが期待していた以上のものだったと言っていい。

　恐おそろしいことに、彼には〝誠意〟がある。今は父親と妹を失ったことで、性格に変調をきたしているが、それでも彼が本質的に持つ誠意が、この場の人々の信頼を引き寄せつつあった。それはレージクにはない資し質しつである。

　クラウスが話している間にも、件くだんのベルナルフォンは、レージクに不ふ遜そんな眼まな差ざしを向けていた。

　そのことに気づきつつ、レージクは最後まで、彼を咎とがめずに放置しておいた。
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　会議がひとまず済むと、諸しよ侯こうへの工作をクラウスに任せ、レージクは自室へと戻った。

　部屋に入るなり、溜ためていた息を大きく吐く。

　レージクは仮か面めんとして繕つくろっていた神妙な表情を崩くずし、口の端を引きつらせるようにして嗤わらった。

　ベルナルフォンという下級貴族の妨害はあったが、諸侯はレージクを王として認めつつある──その実感があった。なんのかんのと言われても、レージクは生きている者達の中では、王位継けい承しよう権けんの第一位にあるのだ。

　一年、二年は荒れるかもしれない。しかし三年後、玉ぎよく座ざに座り続けているのは自分だという予感があった。もっとも──その頃ころには、この国の内情は惨さん憺たんたるものになっているかもしれない。

「たいした名演技でしたわ、陛へい下か」

　部屋の奥から、女の艶つやっぽい声が響いた。レージクにとっては聞き慣れた声である。

　部屋の窓まど際ぎわ──猫ねこ脚あしの小さなテーブルの上に、一人の女が腰かけていた。髪の長い、すらりとした細身の娘である。召使いが着るようなブラウスとスカートの軽装だが、その格好は変装のつもりらしい。

　彼女が椅子代わりにしているテーブルの上には、普ふ段だんはオルゴールを置いてあった。その品は今、彼女の両手にいじられている。

　ぜんまいが切れているため、音はもう鳴らなくなって久しいが、装飾品としても美しい箱だった。タートムのある地方の特産品で、レージクが遠い昔に貰もらったものである。

「──シズヤか。今日は何の用だ」

　レージクは適当に声を返しておいた。今までにも、こうしたことは何度かあった。

　シズヤという名の彼女は、ある時は妓ぎ館かんにおけるレージクの相手であり、またある時はタートムとの連絡をつける間諜スパイでもある。

　その素す性じようはレージクもよく知らないが、名前の響きからして、北方民族に縁のある女らしい。事実、彼女は北方の民族にしか操あやつれぬという〝玄げん鳥ちよう〟を乗りこなす珍しい暗殺者だった。

　シズヤはオルゴールの箱を弄もてあそびながら、くすりと笑った。ここがカペラの妓館かとレージクに錯さつ覚かくさせるような、娼しよう婦ふの笑みである。

「ここ、警備が甘あますぎるわ。平和惚ぼけって怖こわいわね」

「わざと甘くしている。お前らが兵に見つかると困るからな」

　レージクは嘯うそぶいて、女の正面にある椅子に腰かけると、その身を深く沈めた。

「さっきの広間の件、盗ぬすみ聞きしていたのか？」

「えぇ。演技はお見事でしたわ。でも──妙なのに絡からまれたわね、陛へい下か？」

「俺おれも意外だった。この国に、あんな男がまだいたとはな」

「そうね。平和惚けしてないのは立りつ派ぱだけど……長生きはできない人間かしら」

　シズヤは、レージクに問いかけるような眼まな差ざしを送ってきた。

　レージクは首を横に振る。

「あれは殺さなくていい。俺が奴やつに暗殺者を差し向けたら、俺の仕し業わざだって丸分かりだ。奴はむしろそれを狙ねらって俺を挑ちよう発はつしたように思う。ただの下級貴族だ。無視しろ」

　ベルナルフォンという男のことは詳くわしく知らなかったが、彼が喧けん嘩かを売ってきたことは間違いない。この場合、売られた喧嘩を買っては負けである。今の状態でベルナルフォンを邪じや魔まに思うのはレージクだけであり、彼に暗殺者を差し向けるのはさすがに露ろ骨こつすぎた。レージクはこれから、諸しよ侯こうの信用を得なければならない身である。

　レージクは思し考こうを切り替えた。

「あんな奴よりも──問題は、ラシアン・ロームだ」

　領地に逃げ延のびたと思おぼしき外がい務む卿きよう──おとなしくしているとは思えない。自領に戻り次し第だい、各地の諸侯に連絡の書簡を送りつけ始めることだろう。

「ごめんなさいね、昨日、殺し損そこねて──」

　シズヤが、さして反省もしていない口調で申し訳程度に呟つぶやいた。レージクは鼻を鳴らす。

「悪運が強い。こっちでも逃げられた。目め端はしが利きくとは思っていたが、意外に厄やつ介かいだな」

「それは外務卿のこと？　それとも弟さんのこと？」

「両方だ」

　応こたえておいて、レージクはシズヤに冷さめた視線を据すえる。

「兄あに貴きを殺す手て間まが省はぶけたのは意外な幸運だったが、そうそう運のいいことばかりは続かないな──ちゃんと殺やれるのか、あの二人？」

「ラシアン卿は、私以外の仲間が追っているわ。機会を待って襲わせる予定。私は──もう一人のほうを、探しているの」

「なに？」

　シズヤの言葉に、レージクは眉まゆ根ねを寄せた。

「貴方あなたの弟さんのフェリオって子は、外務卿達とは一いつ緒しよにいないわ。隠かくれているのか、他ほかのところに逃げたのか、まだわからないけれど──念のために、私は王都を探すことにしたの。逃げた振りして戻ってくるなんてありがちすぎるけれど、こっちには人ひと質じちもいるし、もしかしたら助けようとするんじゃないかと思って」

「──そうか。確かにあいつなら、そう簡単には逃げないか」

　レージクはくっくっと嗤わらった。

「思いだしたよ。あいつ、昔から妙に気が強かった。俺おれがへこませるようなことを言っても、反抗的な眼めで俺を見上げて……ウィスタルに見込まれて剣なんか習い始めた時には、真っ先に俺を斬きる気なんじゃないかと思ったね。気の弱いブラドーと足して二で割ったら、ちょうどいいのにな」

　ひとしきり嗤った後で、レージクはシズヤを見つめた。

「フェリオは城に忍しのび込む気か。あいつは城内の構造も熟じゆく知ちしている──シズヤ、お前はしばらく、俺の部屋にでも隠かくれるか？」

「陛へい下かには恐れ多いことですが、お願いできます？」

　シズヤが感情のない眼つきのまま微笑を返した。

「構わん。フェリオの腕に太刀打ちできるような奴やつは、衛兵にはいないだろうしな。阿片アヘンはなくて悪いが、お前は俺の護ご衛えいにもなりそうだ」

　シズヤはくすりと笑った。

「信用していただけて光こう栄えいですわ」

「ま、利害が一致しているうちはな」

　レージクは言い捨てて、椅子から立ち上がった。

「もし本当に、フェリオがここに来るなら、おもしろい算さん段だんがある。あいつが逃げるようなら生かしておいてやってもいいが──俺に歯向かう気なら、殺しておいたほうがいい。あれでも一応、王位継けい承しよう権けんのある王子だ」

　シズヤがわざとらしく小首を傾かしげてみせた。

「おもしろい算段て、人ひと質じちでも使うの？　誰だれをどうやって？」

「だいたいの想像はついているんじゃないのか？　お前にも、後で少し手伝ってもらおうか」

　答えたレージクは、シズヤを置き去りにして部屋を出ようとした。

「待って、陛下。もう一つ、伝えておきたいことがあるの」

「なんだ？」

　振りかえったレージクに、シズヤは嫣えん然ぜんたる微笑を向けていた。

「この辺りで、変な人たちが動き回っているわ。タートムの間者スパイじゃなくて、北方民族の間者スパイでもなくて──多分、ウィータ神殿の配下の人達。〝名無し〟とか言われてる連中よ。貴方あなたが手を結んだの？」

「……いいや。そいつらのことは初耳だ。俺とは関係ない。有名な連中なのか？」

　レージクは足を止めた。駆け引きではなく真実、心当たりがない。

　シズヤが眼を細めた。

「〝有名〟とは言えないわね。そもそも〝名前が無い〟人達だから。徹てつ底ていしてるわよ。正確な組織名もなければ、構成している人員にさえ、決まった名前がないの。任務のたびに、上層部がその任務用の暫ざん定てい的てきな名前を与えて、任務が終わったらその名前ともお別れ──だから、通称〝名無し〟なんて呼ばれてる。おまけにやり方も地味で、目立たずに潜せん伏ぷくしてはこそこそこそこそ──間者スパイとしては、私達よりそれっぽいかもしれないわ」

　シズヤの答えに、レージクは肩を竦すくめた。

「話を聞くだけで、厄やつ介かいそうな連中だ。で、ウィータ神殿はそんな連中を使って、何をしている？」

　シズヤは眼めを細めた。

「ウィータ神殿の狙ねらいはわかりきっているわ。あの人たちもタートムと同じく、この国の輝石セレナイトが欲しいんでしょうね。それにお互い、北方民族を毛嫌いしている。目的が近いようにも思うけれど、本当に貴方あなたは手を結んでいないの？」

「ウィータ神殿には知り合いなんかいないからな──おい、まさか俺おれが、お前らとウィータ神殿を天てん秤びんにかけているとでも思ったのか？」

　レージクは苦にがい笑みを向けた。シズヤ達に対して信頼を求めたつもりはなかったが、痛くもない腹を探られるのもおもしろくない。

　シズヤはゆっくりと首を横に振った。

「安心して、そんな動きは把は握あくしていないから。ただ──もし、手を組む気があるのなら、私達が橋渡しをしてあげてもいいかなって、思っただけ」

「くだらん。そういう話は、タートムの上にでも持っていけ。俺の目的は、単に──」

　レージクは言いかけた言葉を途中で止めた。シズヤが興味深そうに視線を据すえる。

「……馬ば鹿からしい。俺はこの国の王家を滅ほろぼす気なんだぜ。タートムに任せておけばそれで充分なことだ。ウィータ神殿のことはどうでもいい」

　レージクは言い捨てるようにそう告げた。

「──そう。なら別にいいんだけど。あぁ、それと──」

　シズヤは呟つぶやいて、手にしていたオルゴールの箱をレージクに向けて見せた。

「ね、陛へい下か。これ貰もらってもいい？　タートムの工芸品でしょ？　気に入っちゃった」

「だめだ。そこに置いておけ」

　レージクは即答した。シズヤが首を傾かしげる。

「似に合あわないわよ？　この部屋に、こんな壊こわれたオルゴールの工芸品」

「いいや、似合ってると思うぜ。壊れてるってとこが、いかにも俺らしいだろ？」

　呟いて、レージクは背を向けた。

　肩を竦めて見送るシズヤは、懐ふところから投とう擲てき用のナイフを取り出し、その背に向けて構える。

「壊れてるっていうか、すぐにでも壊せそうっていうか……お背中ががら空あきすぎるわよ、陛下」

　口調は冗じよう談だんじみていた。しかし、ナイフの切っ先はレージクの背をきっちりと狙ねらっている。

　レージクは嗤わらった。

「おまえになら刺されてやってもいい──とか、言っておけばいいのか？　がら空きで結構。おまえがその気になったら、俺おれなんかがいくら用心したって無む駄だだろう」

　戯ざれ言ごとのように返し、レージクは扉とびらを閉めた。

　その直後に扉が鳴る。

　シズヤがふざけて投げたナイフが、扉に突き立った音だった。
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　アルセイフ建国以来の貴族であるローム家の領地は、王の直ちよつ轄かつ地ちと隣接していた。

　国内の他の領地と比しても実りの多い土地柄で、広さはさほどでもないが、民の暮らしぶりは概おおむね豊かである。

　現在の当主であるラシアン・ロームは外がい務む卿きようの地位にあり、まともな領主として、領民達からも慕したわれていた。

　そのローム家の領地に属する小さな村に、エンジュ・シェパードは狩人かりうどとして暮らしていた。

　親を亡なくしたその少年にとっても、手近な森での狩りだけで生計が立てられるこの土地は住みやすい場所だった。生まれてから十五年間、ただの一度もこの土地を離れたことはない。

　今日は、森で獲とれた獲え物ものを知人の元へもっていき、籠かご一いつ杯ぱいの果物と交換してきた。背に負った大きな籠には、たくさんの果実が複数の種類にわたって放り込まれている。

　帰途の荷としては常よりずいぶんと重いが、しかし足取りは常よりも速い。

　数日前、エンジュの家では食くい扶持ぶちが急に増えた。親を亡くしてから独ひとりで暮らしていたが、唐とう突とつに転がり込んできた奇妙な連中が五人──それに聖せい霊れいが一人、のんびりと居座っている。彼らが家にいることが、少年にとっての帰途を急ぐ理由になっていた。

　初めは食費などの面でどうなるかとも思ったが、夜になるとかぼちゃ頭の男が適当な獣けものを手て際ぎわよく狩ってくるため、むしろ収入は増えている。

　今日、果物と交換してきたのも、かぼちゃ頭が夜のうちに獲ってきた獲物だった。

　普ふ段だんなら、腐くさってしまう生鮮品などはあまり大量には貰もらわないが、今は居い候そうろう達の分もある。特に果実は少女二人が喜ぶため、多めに貰ってきた。

　居候の彼らは、エンジュから見て明らかに奇妙な存在だった。

　慣れた今では、危険は感じていない。ここ数日のエンジュは、禿とく頭とうの大男、ムスカに請こわれて、この世界の諸もろ々もろのことを彼らに教えている。

　彼らは、不思議なほどに何も知らない人々だった。田舎いなか暮らしのエンジュがもつ知識などたかが知れているが、それでもムスカ達の質問はずっと続いている。

　否いな──彼らの問いの多くは、〝知識〟というよりも、単に常識のことだった。

　地理、暦こよみ、自然現象、動植物、社会情勢──

　そうした当たり前の常識が、彼らには欠けていた。

　彼らと話をすることが、エンジュは嫌いではなかった。初めは脅きよう迫はくされたような形で家に置きはじめたが、今ではそれほど違い和わ感かんをもっていない。

　禿頭の大男、ムスカは、彼らの間では教授と呼ばれていた。筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうたるその容よう姿しに似ず、もっとも理知的で優やさしげな話し方をする。エンジュとよく話をするのも彼だった。

　かぼちゃに似た被かぶり物ものをしたパンプキンは、ひどく芝しば居いがかった語り口調に特徴がある。初めはからかわれているのかとも思ったが、それが彼の素すらしい。時折、物ぶつ騒そうな気配を醸かもしているが、意外にひょうきんなところもあって憎にくめない。狩かりの腕前はエンジュよりも上である。

　白はく皙せきの貴き公こう子し、バニッシュのことは、エンジュはやや苦にが手てとしていた。表情の変化がほとんどなく、何を考えているかよくわからないのだ。ムスカなどは、彼のことを〝不ぶ器き用ようなだけ〟だと言っていたが、エンジュの眼めにはただ、冷ややかな青年としか見えなかった。

　彼らの中でもっとも年下なのが、シアという名の金髪の子供である。歳としは五歳か六歳かというところで、顔は人形のようにかわいらしいが、いつもおどおどとしてどこかに隠かくれていた。人見知りが激しいのか、あまりエンジュの前にも顔を出さず、独ひとりで奥の部屋にいることが多い。

　カトルという名の聖せい霊れいもいる。姿が透すけているためにひどく見えにくいのだが、実体がないわけではないらしく、皆と一いつ緒しよに食事もしていた。といって、食べた物が透けるようなことはなく、あくまで肌はだの表面だけが周囲に合わせて変化している様子である。その変化の度ど合あいが精せい緻ちすぎて、日ひ頃ごろは透けているようにしか見えなかったが、口だけが宙ちゆうに浮いてそこに食べ物が消えていく光景などには、一種異い様ようなものがあった。彼はまったく言葉を発さないため、エンジュもその性格などはよく知らない。

　そして──彼ら全すべてをまとめる立場にいるらしいのが、イリスという名の少女だった。

　歳はエンジュとほぼ同じほどで、バニッシュからは〝お嬢様〟と呼ばれていた。一行の中ではもっとも格が上らしく、自然と中心的な存在になっている。

　短い黒髪は艶つややかで、目許はすっきりと涼すずしく、見み惚ほれてしまうほどに美しい。しかしその表情にはどこか陰かげがあり、寂さびしげにも見える。苦笑や愛あい想そ笑いくらいはするのだが、それらもどこか演技じみていて、エンジュにしてみれば釈しやく然ぜんとしない。彼女が心しん底そこから嬉うれしそうに笑っているところを、エンジュはまだ見たことがなかった。

　とかく、変わった人々である。

　天てん界かいから来たと本人達はいっていたが、その言をエンジュは信用しかけていた。とはいえ、神殿の神しん官かん達が言う天界とは別の場所に違いない。彼らはある意味では人間離れしていたが、またある意味では明らかに人間じみていた。

　村の人々に対しては、彼らは亡なくなった母親の知人で、旅の途中だということにしてある。イリスが足を挫くじき、そのためにエンジュの家でしばらく療養している──そんな作り話で説明をつけてあった。

　帰途を急ぐエンジュの前を、ふと一つの人影が塞ふさいだ。

「──すみません。ちょっと、お尋たずねしたいのですが」

　声をかけてきたのは、鳶とび色いろの髪をした一人の青年だった。神官の旅装に身を包み、愛想の笑みを浮かべている。旅人らしいが、こんな小さな村によそ者が立ち寄るのは珍しい。

　エンジュの不ふ審しんは顔に出た。青年は軽く頭こうべを垂たれる。

「怪あやしい者ではありません。私はリカルドと申します。貴方あなたの家の客人に用がありまして、うかがいました」

　丁てい重ちような声だった。エンジュは驚いて、鋭く青年を凝ぎよう視しする。

「うちの客って──イリス達のことか？　あんたの知り合いなのか？」

　青年は首を横に振った。

「知り合いではありません。彼らと交渉をしにきたのです。その前に、貴方にも少し聞いておきたいことがありましてね」

　リカルドと名乗った青年は、穏おだやかな声をしていた。しかしエンジュは、何故なぜか不安な心持ちになる。パンプキンに初めて背後に立たれた時に似た、血なまぐさい圧迫感を青年から感じた。

　青年は、舌も軽やかに声を紡つむいだ。

「貴方は、彼らとどうして知り合ったのですか？」

　その問いに、エンジュは村人達へしたのと同様の答えを返す。

「──俺おれの死んだ母親の、古い知人だったんだ。俺もよく知らなかったけれど、訪ねてくれて……」

「それはあり得ない」

　薄く笑ってリカルドが呟つぶやいた。

「頼まれてそんな噓うそをつくとは、貴方は彼らのことを知っていますね？　仲間に引き込まれたようですが──」

　エンジュはぎくりとした。

「別に……噓じゃない。だいたい、あんたこそ何なんだ？」

　エンジュが問うと、リカルドは勝手に家の方へと歩き出した。

「私は神殿の者です。害意はありませんのでご安心を。この通り、丸腰でしょう？　詳くわしい話は、彼らの前でしましょう」

　さっさと歩き出す青年に、エンジュは追いすがった。

　この青年をどう扱ったものか、判断には迷った。武器らしき物は持っていないうえに、しかも独ひとりである。危険とも思えないが──彼らと引き合わせていい人物か否いなか、判別ができない。

　青年は歩きながら、エンジュを見もせずに呟いた。

「貴方が彼らに脅おどされているのかとも思ったのですが──どうも、そうではないようだ。彼らはどんな方かた々がたですか？」

「どんなって……普通の人達だ」

　エンジュは苦しい噓をついた。青年は薄く笑う。

「普通、ですか──結構。言葉は通じるのですね。それが確認できれば充分です」

　青年の声には、安あん堵どしたようなほくそえむような、微妙な響きがあった。

　彼を止めるべきか迷っているうちに、家が見えてきてしまう。

　小さなエンジュの家の前では、シアという名の子供が地面に文字を書いていた。帰ってきたエンジュともう一人を見るや、彼女は逃げるように家の中へと駆け込んだ。

　すぐに禿とく頭とうの大男、ムスカが表に姿を見せる。そのすぐ後ろには、イリスとバニッシュもいた。

　ムスカが素早く、青年の全身に視線を走らせた。

「客人かね？」

　それは警戒を露あらわにした低い声だった。エンジュが応こたえるより早く、リカルドが両手を広げて満面の笑みを見せる。

「これはこれは、お眼めにかかれて光こう栄えいです、来訪者ビジターの皆様。こちらの世界でのご生活は、いかがですか？　何かと不便でしょう。貴方あなた達の世界にはあったはずの、さまざまな物がなくて──」

〝こちらの世界〟──青年がそう言った瞬間に、ムスカの表情が変わった。

「……君は知っているのか。我々がどこから来たかを……？」

「残念ながら、貴方達の世界がどういった場所なのかは存じあげません。ですが、貴方達が他所よそから来たことはよく知っております。中でお話をしても？」

　青年は弁べん舌ぜつもさわやかに問いかけた。

　ムスカがエンジュを見る。〝何者だ〟と問われていることはわかったが、しかしエンジュにも答えようがない。

「……いま、そこで会ったばかりなんだ。名前は──」

「リカルド・バーゼスと申します。敵意はございません。皆様を、お迎えにあがりました」

　殊こと更さらに丁てい寧ねいな口調で言うと、青年はずかずかと家に入った。

　エンジュは仕方なく後から扉とびらを閉める。

　ここに至って、いまさらに青年を止める気にはなれなかった。青年は、エンジュよりも〝彼ら〟のことを知っている様子だった。その内容には興味がある。

　エンジュは用心のためにリカルドの背をとりながら、ムスカに向けて目め配くばせをした。

　意が通じたのかどうかもわからないが、ムスカもまた小さく頷うなずく。

　そして青年は、エンジュの家の客人となった。
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「さて──」

　リカルドは薄暗い部屋を見回した。

　さほど裕ゆう福ふくな家には見えない。清潔ではあったが古びていて、テーブルと椅子以外には家具らしい家具がほとんど見えなかった。

　部屋の中には、エンジュという狩人かりうどの少年と、それに筋肉の塊かたまりのような大男と、白はく皙せきの美青年、さらには見覚えのある黒髪の娘とがいた。

　少年が村人達に話した彼らの名前は、間諜スパイである〝名無し〟達からの報告で把は握あくしてある。大男はムスカ、美青年はバニッシュ、娘はイリスという名らしい。他の者達についてはまだ調査が進んでいない。外にいた子供は奥に逃げ込んだのか、リカルドのいる部屋にはいなかった。

　単身で訪れたリカルドは、悠ゆう々ゆうと古びた椅子に座った。

　大男、ムスカがその正面に座る。

「……リカルド君と言ったね。まずは、君が何者かを教えてもらいたい」

　親しみとは程遠い、ごく低い声だった。リカルドは、詐さ欺ぎを働いていた頃ころの微笑を顔に張り付かせる。

「私は神殿の者です。現在はフォルナム神殿に所属していますが、本籍はウィータのほうにありましてね。神殿のことは、ご存知ですか？」

「あぁ、ここの家主の少年から学ばせてもらった」

　ムスカの低い声には、まだ警戒の様子が強い。

「それで──どうして、我々のことを知っている？　それにどうして、ここを見つけた？」

　その問いは、あらかじめ想定していたものとさほど変わらない。

　リカルドは鷹おう揚ように頷うなずいて、顔の前に指を立てた。

「順序だててお話いたしましょう。まず、ここを知ったのは、各地にいる神殿の協力者達のおかげです。犬も使いました。それから、私が貴方あなた達のことを知っている理由ですが──こちら側に来られたのは、何も貴方達が初めてではないのです」

　リカルドの言葉に、ムスカが眼めを細めた。傍そばにいた娘、イリスがテーブルに身を乗り出す。

「それは、どういうこと？」

　薄暗い室内で、リカルドは彼女を見つめつつ、軽い口調で声を紡つむいだ。

「簡単なことですよ、美しいお嬢さん。あの御柱ピラー──貴方達の世界で〝魔術師の軸メイガスシヤフト〟と呼ばれている物からは、時折、貴方達のようにこちらへ来てしまう方かた々がたがいる。世間には秘していることですから、後ろの少年も知らなかったはずですが、我ら神殿の上層部では知られていることです。我々は昔から貴方達の仲間を保護し、この世界で共存してきました。ただ──貴方達は、話を聞きもせずに、神殿を逃げ出してしまったわけですが……」

「──君達が、我々をこの世界に呼んだということかね？」

　ムスカが声を押し殺して問う。リカルドは首を横に振った。

「いいえ。貴方達が何故なぜ来たのか、それは私達にはわかりません。過去にいらした方達の場合にも──」

「過去に……」

　説明を続けようとしたリカルドの声を、イリスが遮さえぎった。

「じゃあ……リセリナも、貴方あなた達が保護しているの？」

　娘の問いに、リカルドは内心で手を叩たたいた。顔があまりによく似ていたために、関連があるだろうとは踏んでいたが、どうやら当たりだったらしい。後は彼女らの興味を引きつつ、仲間に引き入れる方向へ話をもっていけばいい。

「リセリナ……あぁ、貴方とよく似たあの娘ですか」

　リカルドはとぼけた声で応じた。イリスの表情が険けわしく歪ゆがんだ。

「来ているのね！　あの神殿にいるの!?」

　興奮する彼女を、リカルドは落ち着き払って両手で制した。

「そう声を荒げずに……お知り合いなのですか？　彼女に関しては、今は逃亡中です。貴方達の手から逃げるためらしいですが……ただいま、我々の仲間が探しています。そうですか──やはり、お知り合いでしたか」

　イリスの頰ほおに、凄せい惨さんな微笑が浮いた。口元は笑みの形だが、その眼めは据すわっている。リカルドはほんのわずか、背に冷たいものを感じた。

　リカルドの眼から心を探ろうとするように、イリスは視線を合わせてきた。

「──そう。あの子も来ているの──それで、貴方は私達をどうしたいの？　そのことを教えに来てくれただけじゃないわよね？」

　リカルドは少しの間、思し案あんのために口を閉ざした。彼らにとって、リセリナという少女はどういう存在なのか──表情からして、味方ではないだろう。また敵でも味方でも、取引きの材料にはなりそうだった。

　リカルドは問いを発した。

「そのリセリナという方かたを、探したいのですか？」

「えぇ。そのつもり」

「それなら、貴方達は我々と手を組むべきです」

　リカルドは笑顔を作り、説せつ得とくにかかる。

「彼女はいずれ、我々が捕らえます。その時に、貴方達にお知らせすることも──」

「──シア、来なさい。起きているんでしょう」

　リカルドの言葉に割り込むようにして、イリスが扉とびらのほうに声を張った。

　がたんと震えた扉を、壁かべ際ぎわにいた青年、バニッシュが開けると、金髪の幼い子供がそこに姿を見せた。さきほど、家の前にいた少女である。息を殺して盗ぬすみ聞きをしていたものらしい。

　ムスカが歩み寄り、彼女の脇わきに手をいれてその身を抱えあげた。少女は抵抗しない。

「シア、すまんが、少し手伝ってくれ」

　ムスカは申し訳なさそうに言った。

「……う……うん……」

　金髪の下に琥こ珀はく色いろの眸ひとみを震わせ、少女はかぼそい声で頷うなずく。

　言葉を途中で止めさせられたリカルドは、戸と惑まどいながら、何が起きようとしているのかを見守った。

　テーブルの真正面に、少女を抱えたムスカが座る。

　シアという少女の琥珀色の眸が、じっとリカルドを見つめていた。

　可愛かわいらしい子供ではある。だが、その眸がひどく気になった。まるで、心のうちまで覗のぞきこま──
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　──れるような、嫌な気配があった。

　リカルドの前で、イリスが笑っていた。ムスカの脇わきにいたはずの彼女は、ほんの一瞬のうちに、すぐ眼めの前に来ていた。その動きが視界に入った記憶はない。

　何か──何か奇妙な感覚が、リカルドの精神と肉体に漂っていた。

　その正しよう体たいは自分でもわからなかったが、ひどく肩が凝こっている。ただの一瞬を境に喉のどが渇かわいていることを自覚し、リカルドはかすかに咳せき込んだ。

　周囲を見回して、奇妙なことに気づく。

　壁かべ際ぎわにいたはずの美青年、バニッシュが、いつの間にか椅子に座っていた。

　背後を振りかえると、狩人かりうどの少年エンジュが、青ざめた顔でリカルドを睨にらんでいる。

　そして隣に立ったイリスは、腕を組んで座したリカルドを見下ろしていた。

　──おかしい。

　ただの一瞬で、部屋の中に動きがあったことは間違いない。しかし、自分がそのことにまるで気づかなかったのは、いかにも不自然だった。

　イリスがくすりと笑った。

「ふぅん──そう。要するに、私達の〝戦闘力〟と〝知識〟が、貴方あなた達は喉から手が出るほど欲しいのね？」

　その言葉に、リカルドは思わず眼を剝むいた。それは、リカルドが騎士団長のベリエから聞いてきた〝本ほん音ね〟だが、この場では語っていない。

「イリス！　こいつらのことは信用しちゃいけない！」

　背後のエンジュが叫んだ。

「神殿騎士団て言ったら、悪名ばかりのとんでもない犯罪者集団だ！　ジラーハの神しん兵ぺい師し団だんや枢すう機き連れん隊たいとはわけが違う！　こんな奴やつについていったら、何をされるか──」

　リカルドはまた驚かされた。自分の所属については、ここでは明らかにしていなかった。神殿騎士団の悪名は、その一員たる自分がよく知っている。

「なぜ──」

　混乱するリカルドに、ムスカが醒さめた視線を据すえた。

「──すまないね。噓うそをついているようにも見えたものだから、少しばかり、我々の力を活用させてもらった。後こう遺い症しようは残らんように短く済ませたから、心配はしなくていい。さて、と──イリス。エンジュの助言もあったが、どうするかね」

　ムスカが黒髪の少女に問いかける。リカルドには訳わけがわからない。どうにか混乱した思し考こうを落ち着かせはしたものの、事態はまるで飲み込めていなかった。

　リカルドを放って、来訪者ビジター達の話は勝手に進んでいく。

「そんなに悪い話じゃないわ。元の世界に戻る方法を探すためにも、その〝御柱ピラー〟とやらを管理している連中と組むのが一番じゃない？」

「そうなるか──しかしまさか、パンプキンが殺したあれが、この国の王族だったとは、運が悪かったとしか言いようがないな──今はそれ以上の存在に頼るのが、保身の術としては常じよう道どうか──」

　ムスカが嘆たん息そくとともに頷うなずいた。

　リカルドは、自分が隠かくしておいた諸もろ々もろのことが、彼らの前にさらけ出されたらしいことを察した。

　いずれは知られるはずのこと、これから話すはずのこともあるはずだったが、どこまでのことを彼らが把は握あくしてしまったのか、それが気にかかる。場合によっては、今後の交渉がやりにくくなりそうだった。

「どうして──私の心でも読んだのですか？」

　リカルドのその問いに、イリスが蔑さげすむような視線を返してきた。

「何をしたかは教えられない。説明したって、貴方あなたにはわからないわ」

　リカルドは低く唸うなった。

「王族や神しん官かん達を殺したことも、憶おぼえているのですか……？」

　リセリナという少女の場合には、暴れている時の記憶がなかったと報告で聞いている。その時の彼女が尋じん常じような様子でなかったことは、リカルド自身もその眼めで見て知っていた。

　彼らも同じようなものだと思っていたが──さきほどのムスカの言を聞く限りでは、〝暴れた〟ことは憶えているらしい。

　イリスは頷いた。

「当然でしょ。ちょっと事情があって、まともな判断力は働いてなかったけれど──記憶はあるわ。何人か、手て強ごわいのもいたし」

「リセリナというお嬢さんの場合には、ある状態の間、記憶がないという話でしたが……」

　リカルドが問うと、イリスはその表情に不快感を露あらわにした。

「あんな初期の〝不良品〟と一いつ緒しよにしないで」

　冷たく言い放ち、リカルドの眼めを覗のぞきこんできた。

「そんなことよりリカルドさん、貴方あなたの目的は達成されるわ。任務完了、おめでとう。私達はおとなしく貴方についていってあげる」

「イリス、よせ！」

　狩人かりうどの少年が声を張り上げた。

　イリスは顔だけを彼に向け、冷たい口調で呟つぶやく。

「お世話になったことには感謝するわ、エンジュ。でも、私達だっていつまでもここにいるわけにはいかないでしょう。今までどうもありがとう、さようなら」

　イリスの言葉は、いかにもあっさりとして素そっ気けなかった。傍そばで聞いていたリカルドも呆あきれ返るほどに響きが冷たい。

　言葉に詰まった少年に、ムスカが申し訳なげに話しかけた。

「──すまないね、いろいろと教えてもらったことと、ここに置いてもらったことには、本当に感謝している。助言もありがたく思うが──この場を彼らに知られた以上、どのみち、ここにとどまり続けることはできないはずだ。なに、また会える機会もあるかもしれん。我々のことなら大丈夫だ。いざとなったら、逃げる算さん段だんはいくらでもある」

　そう言いながら、ムスカはエンジュに握手を求めていた。

　彼らの方針は、もう決定しているらしい。リカルドは安あん堵どしていいのか、それとも用心すべきなのか、まだわからずにいた。

〝彼らを説せつ得とくして連れていく〟という任務に関しては、実感がないものの達成できたらしい。だが──利用するつもりで仲間に引き入れて、逆に利用されそうな予感も同時に感じた。心を読んだらしい彼らの奇妙な力についても報告したかったが、その正しよう体たいがリカルド自身にも摑つかめていない。

　狩人の少年は、黙ってムスカの手を握り返していた。

　まだ幼さの残る顔を、悔くやしげに──そして不安そうに歪ゆがめている。

　神殿騎士団の悪名を、彼はよく知っているらしい。騎士団に関する噂うわさの中には、人の口が尾お鰭ひれと背せ鰭びれをつけたものも多いが、確かに善意の組織からは程遠い。

　少年は止とめたいのだろうが──しかし、来訪者ビジター達はもうこの家から離れる気になっていた。

「バニッシュ、パンプキン達を起こしてきましょう。村はずれに馬車が待っているらしいし、すぐに出るわ」

　イリスはそう言って、自らも隣室に移動した。それを横目に見ながら、ムスカが少年に向けて小声に囁ささやいた。

「──イリスも態度はあんなだが、君には感謝している。不ぶ器き用ような娘でな」

　ムスカの言は、関係のないリカルドには空そら々ぞらしく聞こえた。少年のほうも曖あい昧まいに頷うなずいただけで、その言がムスカの気き遣づかいに過ぎないとわかっている様子である。

〝惚ほれかけてたな、こいつ〟

　リカルドはそう察して、胸の奥で嘲ちよう笑しようを浮かべた。来訪者ビジターの少女は、顔だけなら確かに美しかった。だが、こんな田舎いなかで狩人かりうどをしている少年にどうこうなる相手ではない。

「では、ご同行いただけるのですね。馬車を回してまいります」

　リカルドは椅子から立ち上がり、扉とびらの前に立った。

　ムスカがその背に声をよこした。

「一つ、約束をしてもらおう。我々のことを知るこの少年には手出しをするな。この約束が守れないのであれば、我々は協力を拒こばむ。巻き込みたくはないのでな」

　中年男の声には真しん摯しな響きがあった。リカルドはどうしたものかと考える。エンジュの扱いについては、特に指し示じを受けていない。

　本来ならば、口封じとして殺しておくべき人物である。だが、来訪者ビジターの機嫌を損そこねるのはまずい。後から殺しても、彼らにそれがわかってしまうような神じん通つう力りきがないとも限らない。

　リカルドは、エンジュとムスカを交こう互ごに見た。

「──その少年が何も喋しやべらない限りは、手出しをしないと約束しましょう。貴方あなた達を我々が保護することは、機き密みつに属することですので。それでいいですね？」

　リカルドとしては、妥だ当とうな譲じよう歩ほのつもりだった。ムスカが頷うなずき、少年の肩を叩たたく。

「──と、いうわけだ、エンジュ。我々のことは忘れてくれ」
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　無言のまま、少年は頷うなずきもしなかった。無力感に苛さいなまれるかのようなその横顔を一いち瞥べつし、リカルドは彼の家を出た。

　待たせてある馬車のもとに足を急がせながら、これからのことを考える。

　来訪者ビジターを保護し、カシナート司し教きようの元に届ける任が終われば、次にはもう一つ、大切な任が控えていた。

　フォルナム神殿内の、〝北方民族〟に協力する不ふ穏おん分子──彼らを一いつ掃そうするために、神殿騎士団はカシナート司教の意を受けて動く必要がある。

　一方で、アルセイフの国政もひどく混乱し始めていた。どこかで歯車が狂えば、大乱となりそうな気配もある。

　その予感を覚えて、リカルドの心は久しい感覚に震えた。

　戦えることは喜びである。弱者を虐しいたげる優越感、強者に立ち向かう興奮、そして、強者を討ち果たした後の充実感──その全すべてを、リカルドは愛していた。優越感は口く説どいた女相手にも楽しめるが、戦いのそれはまた別物である。

　唇の端を引きつらせるようにして、リカルドは薄く笑った。

　団長のベリエも喜ぶに違いない。

　時代が動こうとしている。その場を自らの剣と頭で思うように搔かき回すことは、退たい屈くつしのぎに最適な快楽だった。
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　エヴァ司し祭さいの教会に一室を借りたウルクは、窓の外に夏の夕焼けを眺めていた。

　すぐ傍かたわらでは、フェリオがソファでぐっすりと眠っている。

　昨晩は馬にウルクを乗せて王都を駆け抜け、その後にこっそりと舞い戻り、眠らずに動き回っていた。今は一時の隠かくれ家がも無事に決まって、少しは安あん堵どしたらしい。

　ウルクは、ほんの少し前に隣の部屋で目覚めたばかりだった。フェリオもそろそろ起きているかと思い、音を立てぬようにして来てはみたが、フェリオの眠りはまだ深い。

　彼の寝顔はあどけなく、まるで子供のようだった。

　ウルクは窓の外を見ながら、ちらりとフェリオの寝顔をうかがっては、また空に視線を戻した。

　まじまじと見つめていると、胸が苦しくなる。人の寝顔を見つめるなど、あまり褒ほめられたことではないとも思う。そう思っていながら、それでも気を抜くとつい、見つめてしまいそうになる。

　数日前に再会するまで、フェリオに対する好意は、ただの淡い思い出だった。会いたくなったのも、たまたまフォルナム神殿に向かう知人がいたために同行を願っただけで、それほど深い理由わけがあったわけではない。唐とう突とつに訪れて驚かせたいという、子供じみた悪戯いたずら心ごころならあったが、会って旧交を温めて、ただそれだけで帰るつもりだった。

　だが──事態は、予想もしていなかった方向に転がり始めている。

　フェリオの父が死に、兄の皇太子が死に、国の要よう人じんが幾人も殺され──今のアルセイフの上層部には、不ふ穏おんな空気が漂っていた。

　そんな状況下で、フェリオの力になりたいという心に噓うそはない。だが、ウルクはもう一つ──こんな非常時にも関かかわらず、不ふ謹きん慎しんなことを考えている自分にも気づき始めていた。

　再会したフェリオは、幼い頃ころ以上に、ウルクの心を惹ひきつける存在になっていた。

　つい一昨日、ウルクは外がい務む卿きようや政せい務む卿きようを騙だますために、フェリオとの〝婚こん約やく〟を装よそおった。

　政務卿のダスティアが、フェリオに一族出身の婚約者をあてがい、自分の身内に引き込もうとした──その動きを牽けん制せいするためだけに、わざわざついた噓だった。

　ウィスタルに、「恐れながら」とその件を依頼された時──ウルクが感じたのは、噓をつくことへの罪悪感ばかりではなかった。自分でも信じ難いことに、〝それが本当だったら〟と、そんなあり得ないことを考えたのだ。

　馬ば鹿かげているとは思った。フェリオの側がウルクに抱いているのは、深いながらも〝友情〟のはずで、そこに下心などはないと思う。だが今のウルクは、フェリオに友情以上のものを感じつつある。そして自分がそんな感情を抱いていることに、ウルクは戸と惑まどっていた。

　ウルクは溜ため息いきを吐ついた。

　穏おだやかな顔で寝息を立てているフェリオが、少しばかり恨うらめしい。それが自分勝手な感情だとわかってはいたが、こればかりは理り屈くつで割り切れることでもない。

　自分はそんなに惚ほれっぽい女だったかとも自問する。そんな自覚はなかったし、少なくともフェリオ以外の人間に、こんな感情を抱いたこともない。

　溜め息に、微妙な熱が籠こもった。

　寝台ベツドがわりの古びたソファの上で、フェリオがわずかに身を動かした。

　身を起こす前に大きく伸びをしたフェリオは、ついでのようにウルクの存在に気づく。

「あ……ウルクか、起こしにきてくれたのか？　ライナスティはもう戻った？」

　フェリオは欠伸あくび混じりに問いかけてきた。

「はい。階下で仮か眠みんを取られているようです」

　ウルクは静かな声で応こたえた。

　優やさしく清せい楚そな印象を人に与えるその声は、ウルクの心を表してはいない。

　本当の自分は、乱の危機が迫るこんな時にも関かかわらず、自分本位の恋心をさえ持て余している──その事実を、ウルクは罪悪のように感じていた。敬けい虔けんな信しん徒ととして育った彼女にとって、それは初めての感情であると同時に、不ふ甲斐がいなく、情けないことでもある。フェリオの誠実な友情に対して、申し訳ないと思った。

　ウルクの内心など知る由よしもなく、フェリオは吞のん気きな顔のままに立ち上がる。

「よし、よく寝た。疲れも取れたし、これなら今夜は充分に動けそうだ」

「やはり、城に忍しのび込まれるのですか？」

　ウルクは不安の思いを込めて問いかけた。

　フェリオが頷うなずく。

「心配ない。城の内側のことはよく把は握あくしているし、今夜のところはどこに誰だれが囚とらわれているかを確認してくるだけだ。もちろん、ダスティア卿きようやウィスタルを助け出せるようなら助けてくるけど、無理はしない」

　無理はしない──その言葉だけは、ウルクは信じる気になれなかった。今のフェリオがそのつもりでも、いざとなった時にはどうするかわからない。

　王族がそんな危険に身をさらすなど、世間一般からすれば論外な行為だったが、王族として扱われずに育った彼にはそんな自覚もないらしい。本心では止めたかったが、ウルクはその言葉を飲み込んだ。

　フェリオの表情は穏おだやかだった。追い詰められつつある今の状況にも、その心は決して負けていない。強気なわけでも弱気なわけでもなく、ある種の達たつ観かんした気配が感じられた。

　──この人は、どうしてこんなに平然としていられるんだろう──

　ウルクは不思議に思う。

　勇気とか無む謀ぼうとか、それだけではない。

　フェリオの行動の根こん拠きよには、もっと切せつ実じつな──〝何か〟がある。

　子供の頃ころのことを、ふと思い出した。

　幼い頃のウルクが、フェリオに問いかけたことがある。

〝フェリオ様は、将来において、何をなさるおつもりですか？〟

　フェリオは、少し迷ってからこう答えた。

〝まだ、わからない。何も決めていない──〟

　彼はきっと、あの時から──その前から、ずっと〝自分にできること〟を探し続けているのだ。

　フェリオは今回の混乱を憂うれえている。そして同時に、この乱を鎮しずめることが、自身の役割だと覚かく悟ごを決めつつあるように見えた。

　口には出さないが、彼の穏やかな横顔には、そんな危険な覚悟の気配を感じた。

　不ふ吉きつな予感に、ウルクはその細い肩を微かすかに震わせた。
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　フェリオは寝起きの頭を軽く振りながら、隠かくれ家がの階段を下りていった。

　エヴァ司し祭さいの教会は、もともとは神しん官かんが一家で住み暮らし、管理していた家である。一人暮らしのエヴァ司祭は部屋のほとんどを使用しておらず、空き部屋は充分にあった。

　背後を歩くウルクは、いつもながらの柔らかい微笑を見せていた。

　こんな状況下にも関かかわらず、たいした度ど胸きようだと思う。

　子供の頃ころから、人当たりが優やさしいわりには芯しんの強さを感じさせる性格だったが──久々に再会した彼女は、さらに凜りんとした雰囲気をまとっていた。

「ウルクはよく眠れた？」

　そう問いかけると、空色の髪の少女は楚そ々そと頷うなずいた。

「はい。ぐっすりと」

「よかった。昨夜は強行軍だったからな。慣れない馬は大変だっただろう？」

　ウルクは首を横に振った。

「いいえ。フェリオ様に摑つかまっているだけでしたから──でも私も、馬くらいには乗れるようになっておいたほうがよさそうですね」

「その気があるなら、機会があったら教えてあげるよ。もっとも、ウィータ神殿じゃそうそう乗る機会もないかな」

「──でも、乗れるようにはなりたいと思います」

　ウルクは、まんざら社交辞じ令れいでもなさそうに呟つぶやいた。

「そうか。じゃあ、無事に政局が安定したら、一いつ緒しよにやろうか」

　フェリオは軽い気持ちでそう請うけ合あい、階段を下り切った。

　すぐ後に続いていたウルクが、不意に真剣な表情となって立ち止まる。

「……約束してくださいますか？」

「え？」

　その声の深みに、フェリオは一瞬だけ戸と惑まどった。ウルクは一段上の階段に留とどまり、近い目線でフェリオをじっと見つめている。

「いろいろなことが終わって、時間ができたら──私に、馬術を教えてください」

「……ウルク？」

「私は──私は、フェリオ様以外の方かたから、それを学ぶつもりはありません。だから──必ず──」

　ウルクの声が掠かすれた。その表情に、隠かくし切れない不安がわずかに浮く。

　フェリオはウルクが何を言いたいのか、やっと理解した。フェリオは今夜、王城に忍しのび込む──ウルクはそのことに、不安を持っているらしい。

　確かに無む茶ちやには違いない。だが、初めての地ならいざ知らず、フェリオにとっては勝手を知る場所である。それに今夜のところは、あくまで救出策を練ねるための下見のつもりだった。

　フェリオは頷いて、真まっ向こうからウルクの眸ひとみを見つめた。

「……わかった、約束する。ちゃんと戻ってくるから、心配しないで待っててくれ」

「──はい」

　ウルクはまだ心配げな眼まな差ざしのまま、深く頷うなずいた。本心では止とめたいに違いない。しかしフェリオも、止められたところで断念するつもりはなかった。そのことはウルクも承しよう知ちで、なればこそ、制止の言葉を慎つつしんでいるに違いない。

　ウルクには心配ばかりをかけて、申し訳ないと思っている。だが、政せい務む卿きようダスティアやウィスタルの身は、多少の危険を冒おかしてでも取り戻したい。

　二人は短い廊下を抜けて、居間へと入った。

　そこにはエヴァ司し祭さいと女騎士のディアメルとが並んで座っていた。城の状況について話し合っているところだったが、フェリオ達が来たのに気づくや会話を中断させる。

「よく眠れましたか、ウルク様、フェリオ様」

　エヴァ司祭が朗ほがらかな声をよこした。

「はい。おかげさまで、疲れもとれました」

　フェリオは社交用の微笑とともに応こたえる。傍かたわらのウルクも、エヴァ司祭を心配させぬようにと気き遣づかってか、微笑をつくって頷いた。

　フェリオとウルクは、隣り合って椅子に座った。

　女騎士ディアメルの前には、手書きの簡かん略りやくな地図が広げられていた。

　フェリオは一目見て、それが王城の敷地を表した地図だと察する。線や建物の略図などは意外にも丁てい寧ねいに描かれており、ちょっとした技術の高さをうかがわせた。

　その地図を前に、ディアメルが静かな声を紡つむぐ。

「これは、ライナスティがさきほど書いたものです」

　まぁ、と、ウルクが眼めを丸くする。

「とてもお上手じようずな地図──絵心がおありなのでしょうか？」

　ディアメルが軽く肩を竦すくめる。

「あいつには、変な特技がいくつかありまして──おまけに妙なところで凝こり性しようなものですから。誉ほめるとつけあがりますから、何も言わずにおいてください」

　ディアメルの冷たい言葉に、フェリオは笑った。

「でも、これは確かによく描けてるな。それで──」

　フェリオは地図の上に指を滑すべらせ、印しるしのついたある一点を示した。そこは城外、人目の少ない一角である。

「ここが、ディアメルの待たい機き地点だな？」

「はい。私はそこで、馬を用意して待ちます。本当は、私がお供ともしたかったのですが──」

　ディアメルはやや悔くやしげに言った。

　ライナスティとディアメルと、どちらがフェリオに付いていくかについては、二人の間で若じやつ干かん揉もめていた。しかし、衛兵の姿に化ばけて侵入する予定だけに、結局は外見の目立つディアメルよりは、目立たないライナスティが同行することに決まり、ディアメルは脱出のための準備を整える役回りとなった。

　まだ少し不満顔のまま、ディアメルは地図の一点を指差した。

「ウィスタル様が囚とらわれているとしたら、この辺りの空き室に監かん禁きんか──あるいは扱いが悪ければこちらの牢ろうか──どちらかでしょうね？」

　ディアメルの指摘に、フェリオは頷うなずいた。

　罪人が入れられる牢にも、〝慣例〟というものがある。

　貴族ならば、罪がはっきりするまでは、牢ろう獄ごくではなくきちんとした部屋に監禁されることもあったし、また牢に入るにしても、その家格や罪の内容に応じて、ある程度はその場所が限られてくる。

　フェリオは今夜、それらの中で有望視される個所をいくつか見て回るつもりだった。

　うまくダスティア卿きようやウィスタルに巡り合えるとは限らないが、たとえ空振りに終わっても、候補の地を絞り込めれば今後の救出計画が立てやすい。

　ディアメルは地図から視線を外し、窓の外を指差した。

「亡なくなった軍ぐん務む卿きようが領地から連れてきた兵達は、王宮内にも少しはいますが、その多くは王都の周囲で野や営えいをしています。馬を止めるための防ぼう護ご柵さくなどを作り始めているようですが、これは王宮騎士団に対する準備でしょう。今のレージク様は、ラシアン卿が兵を率ひきいて戻ってくる可能性を憂ゆう慮りよしているはずです」

　フェリオは頷いた。王宮騎士団の大多数と外がい務む卿きようのラシアンは、ローム家の領地に一時撤てつ退たいしている。レージクがもっとも警戒しているのは、その動向のはずだった。

「そうだな。レージク兄様は、俺おれ達も外務卿と一いつ緒しよに王都を出たと思っているはずだ。王都の防御を固めるのに兵力を割さいているなら、城の警備そのものはそんなに厳重じゃないかもしれない」

「そう思います。衛兵達の数は決して少なくありませんが、それでも城内の警備には穴が多いはずです」

　ディアメルが、部屋の隅すみに置かれた布ぬの袋ぶくろに視線をやった。

「ライナスティも、うまく衛兵の装備を調達してきました。幸い、城にはサンクレット家の私兵も多少は混ざっているようですから、少しくらい見慣れない顔でも、衛兵達の眼めは誤ご魔ま化かせるはずです。喪も章しようをお忘れなきように」

「あぁ。日が暮れるのを待って動こう」

　当初の予定から、変へん更こうはほとんどない。

　あと数日のうちに、ウィスタルとダスティア卿を救出したうえでラシアン卿と合流し、そして対レージクの包囲網を形成する──その形にもっていければ、揺れている諸しよ侯こうも味方につくはずだった。

　アルセイフの諸しよ侯こうにとって、この混乱に乗じたレージクのかざす王権は、決して絶対のものではない。

　領地に戻ったはずのラシアン卿きようは今、人ひと質じちにされた高位の貴族達の領地に連絡をつけている。彼らが無実の罪で囚とらわれた主あるじ達を救おうとすれば、レージクに対抗するしかない。レージクは、その同どう盟めいを組ませる前にラシアンを叩たたこうと策を巡らせるだろう。

　現状は時間との戦いだった。趨すう勢せいが決する前に、無理矢理にでも流れを引き寄せる必要がある。城へ侵入し人質を救出することは、そのための重要な要素だった。

　誰だれがどこに囚われているのかさえ、今は定かでない。要よう人じんを監かん禁きんするような場所は自然と限られてくるが、それでもその候補は複数ある。

　漠ばく然ぜんとした不安を拭ぬぐいきれないままに、フェリオはただ夜を待った。
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　王都の大道に面した一等地に、一ひと際きわに眼めをひく古びた石造りの屋敷がある。

　広大な敷地に建つその屋敷は、かつてはある交こう易えき会社の本社だった。合併を経た現在は〝サンクレット交易〟の社名を門前に掲げ、日夜、有力商人達が出入りを繰り返している。

　その日の夕方、サンクレット交易の最高責任者たる若者が、馬車で社屋を訪れた。

　たまたま玄関に居合わせた配下の商人、ロセッティは、初め、その青年がよく知った社主だとは気づかなかった。

　今年で四十歳になるロセッティは、まだまだ視力も良好で、頭脳にも肉体にもまったく問題はない。客商売に慣れた物もの腰ごしは柔らかいが、いざとなれば無法者相手にも一歩も退ひかぬだけの強い精神も持ち合わせている。

　そのロセッティをして戸と惑まどわせるほどに、若き主──クラウス・サンクレットの様子は異常だった。

「クラウス様……？」

　広い玄関からふらりと入ってきた主を見て、ロセッティは思わずその名を呼び、彼が本人か否いなかを確かめた。

　ロセッティは、クラウスが自領での商売を始めたばかりの頃ころから、ずっと彼の傍そばで補佐をしてきた。陰かげに日向ひなたに支えつつ、ともに海千山千の商人達を相手にしてきた、大おお袈げ裟さにいえば戦友のような間柄である。

　そんな彼が一瞬とはいえクラウスを見誤ったのは、これが初めてのことだった。

　近くにいた受付の娘もまた、クラウスの放つ凄せい惨さんな気配に呆ぼう然ぜんとしている。

　その時のクラウス・サンクレットの様子は、まるで物語に出てくる幽ゆう鬼きのようだった。

　やつれているわけではなく、足取りがおかしいわけでもない。ただ──いつものにこやかで気さくな表情がそこにはなく、代わりにひどく陰いん鬱うつなものを全身から醸かもしている。

　細い眼めに暗い光を湛たたえ、かつかつと歩いてくるその姿に、商人としては百戦練れん磨まのロセッティが戦せん慄りつした。

　クラウスはロセッティと視線が合うと、笑みは浮かべないまま、ごく小さく会え釈しやくをしてきた。ロセッティは足早にその元へ歩み寄る。

「……クラウス様、よく、ご無事で──」

　困こん惑わくに掠かすれた声で、ロセッティはそれだけを呟つぶやいた。

　つい昨日、彼が暗殺されかけたことは、すでに街まち中じゆうに知れ渡っていた。同時に、レージクの母である第二妃ひや、クラウスの父でもある軍ぐん務む卿きようガートルードの死も報じられている。

　国王と皇太子が亡なくなってすぐのこの変事は、さまざまな人々の不安ばかりを煽あおっていたが──サンクレット交こう易えきとしては、社主であるクラウスが無事だったことは、不幸中の幸いとして受け止めていた。

　しかし、そんなロセッティ達の安あん堵どが凍こおりつくほどに、クラウスの気配は以前と比して変わり果てていた。

　クラウスが、低い声を漏もらす。

「……あぁ、ロセッティさん──ご無ぶ沙さ汰たしています」

　部下に対しても丁てい重ちような言葉遣づかいは、以前と同じままだった。だが、その声質はやはり一変している。

　主あるじのあまりの変化に戸と惑まどいつつ、ロセッティは悔くやみの言葉を続けた。

「昨日のことはうかがっております。軍務卿閣かつ下かと、妹いもうと君ぎみのニナ様のことも──なんといっていいやら……」

「お気遣いは無用です。死者は戻りません」

　それこそ死人が話しているかのような、冷たい声だった。

　ロセッティはぞっとするのと同時に、切せつ実じつな焦しよう燥そうを覚えた。

　クラウスは明らかにおかしい。精神に変調をきたしているとしか思えない変わりようである。

　彼をこのままにはしておけない──そうは思ったが、しかしかけるべき言葉も思いつかない。自分が何を言っても、今の主には通じないような気がした。

　ロセッティの隣から、受付の女がおずおずと声をよこした。

「クラウス様、さきほどから、上の階でベルナルフォン様が──」

「知っています。呼び出されましたから──誰だれも通さないように」

　言い置いて、クラウスは玄関を通り抜け、正面の大階段へと歩いていった。分厚い絨じゆう毯たんが足音を消して、余よ計けいに死人のような印象をもたらす。

　その背を見送ったロセッティは、ぶるりと肩を震わせると──クラウスに気づかれぬよう、彼の後を忍しのび足に追っていった。
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　ベルナルフォン・レスターホークは、軍ぐん閥ばつに属する下級の貴族である。

　このアルセイフで軍閥に属するということは、すなわちサンクレット家の一門か、あるいはその家に従う者と考えて差さし支つかえない。

　ベルナルフォンの場合、一応は前者である。レスターホーク家そのものはサンクレット家の出しゆつ自じではないが、数代前から時折、サンクレット家に近い血けつ縁えんの令嬢を娶めとる機会があり、結果として遠えん戚せき関係にあった。

　といって、その関係が権力の座に結びつくこともなく、サンクレット家の庇ひ護ご下かで狭せまい領地を護まもりながら、細々と食いつないでいる──傍はた目めには、そんな印象の貴族だった。

　現在の当主であるベルナルフォンは未み婚こんである。齢よわい二十八にして恋人もいない。

　彼の顔の半分には、ひどい火傷やけどの跡があった。赤く変色し、再生不可能なまでにただれた顔は、一度眼めにしたら忘れられぬほどに目立っている。

　初めて見る者は眼を剝むき、ついで思わず視線を背そむけるほどの傷だったが、ベルナルフォンにとっては、すでに慣れた自分の顔だった。

　その火傷を負った時、彼は同時に片目の視力も失った。以来、せめて人を怖こわがらせぬようにと、眼がん帯たいをつけて眼だけは隠かくしている。

　残った一つの無事な眼は、今、窓の外に遠く王城を眺めていた。

　夕暮れの空はやや赤みを帯びつつある。

　王城のシルエットのうち、もっとも高く突出しているのは複数の鐘しよう楼ろうだった。過去には刻ときを知らせる鐘かねとして鳴らされていたらしいが、今は老朽化も進み、いつからかただの飾りとなっている。

　ベルナルフォンの眼は、その城とその敷地を見つめて離れない。

　貴族達の中でも、政せい務む卿きようやら軍ぐん務む卿きようといった特殊な役職に就つく者達は、一年のほとんどを王城の敷地内にある自じ邸ていで過ごし、たまにしか自領には戻らない。しかし、ベルナルフォンのような特に役職も持たない貧びん乏ぼう貴族の場合、王城の中には屋敷が用意されていない。そんな貴族が王都に滞在する場合には、街まちに自邸を構えるか、あるいは知り合いの貴族の屋敷に泊めてもらうことになる。

　ベルナルフォンは後者であり、そして彼の常宿はここ──サンクレット交こう易えき本社の一いち隅ぐうだった。主あるじのクラウス・サンクレットは、古くからの友人である。

　ベルナルフォンが王都のこの場所に宿泊するのは、久しぶりのことだった。

　街の様子は、以前に来た時と比べてそれほど変わっていない。要よう人じん達の死が人々の心に不安の影を落としてはいたが、混乱と呼べるほどの事態は特に起きていなかった。

　しかし街まちの状況とは裏うら腹はらに、政局はかつてないほど混迷している。

　軍ぐん務む卿きよう暗殺から一夜しか経ていないにも関かかわらず、レージクの急な即位表明、政せい務む卿きようダスティアや正せい妃ひマリーベルらの逮たい捕ほ、外がい務む卿きようラシアンの出しゆつ奔ぽん──まるで出来の悪い喜劇を見せられたような不快感が、ベルナルフォンの胸のうちを占しめていた。背後の事情がまるで読めないことも、苛いら立だちに拍はく車しやをかけている。

　そして、なにより──変わり果てた親友、クラウス・サンクレットの様子にも、ベルナルフォンはひどく腹を立てていた。

　父親と妹を急に失ったこと、それ自体は同情に値あたいする。友として気きの毒どくだと思う。

　だが、それと政治の流れとは別の問題である。今のクラウスは、肉親の死による衝しよう撃げきに甘あまえて、間違った道を選びつつあるように見えた。

　ベルナルフォンが苦にが々にがしい思いを込めて夕暮れの王城を眺めていると、背後の扉とびらが開いた。

　部屋に入ってきたのは、当のクラウス・サンクレット、その人である。

「待っていたぞ、クラウス」

　ベルナルフォンはぶっきらぼうに声をかけた。

　クラウスはにこりともしない。

「ベル。こんなところに呼びだして、何の御用ですか」

　貧びん乏ぼう貴族のベルナルフォンに対しても、クラウスの言葉は丁てい重ちようだった。

　古い付き合いの友人に、ベルナルフォンは冷さめた視線を送る。

「何の御用か、とは、とぼけてくれるじゃないか。大おお方かたの察しはついているだろう」

　クラウスは射るような視線を返してきた。

「──というと、さきほどのレージク様へのご無礼を、詫わびる気になられましたか？」

「ふざけるな」

　ベルナルフォンはただの一言で応じた。そしてクラウスの眼めを真まっ向こうから見み据すえ、叱しかりつけるように声を荒げる。

「どういうつもりだ。お前だって、あの馬ば鹿か王子のことは毛嫌いしていたはずだ。それがなんだ、今のざまは……ダスティア卿や正妃を逮捕するなど、尋じん常じような事態じゃない。お偉えら方がたも困こん惑わくしている。これがレージク一人の暴走なら、頭の具合がどうにかなったとも思えるが、なぜその脇わきにお前がいる？　お前がいるせいで、レージクの暴走に妙な説せつ得とく力りよくが生まれているぞ」

「──陛へい下かを呼び捨てとは、感心いたしません」

　クラウスが無表情にたしなめた。

　ベルナルフォンは露ろ骨こつに舌打ちを返す。

「ごまかすな、詳くわしく話せ。お前とレージクの間に、何があった！」

　自然と声は高くなった。

　ベルナルフォンは、レージクの暴ぼう挙きよに腹を立てていた。陰いん謀ぼうの好きそうな正せい妃ひはともかくとして、あの政せい務む卿きようダスティアが暗殺などを許すはずがない。軍ぐん務む卿きようと政務卿とは政せい敵てき同士ではあったが、互いの力を認め合う関係でもあった。

　ベルナルフォンは再度、問う。

「クラウス、レージクに何を吹きこまれた？」

　クラウスは、凍こおりついたように平然とした表情を崩くずさない。

「別に、何も。私は臣下として、当然の責せき務むを果たしているだけのことです」

　すっとぼけたその答えに怒いかりを煽あおられ、ベルナルフォンは彼に詰め寄った。胸むな倉ぐらを引っつかみ、それこそ喧けん嘩かの勢いで食ってかかかる。

「貴き様さま、おかしいとは思わないのか？　ダスティア卿の逮たい捕ほ、ラシアン卿と第四王子の逃亡──俺おれだって、まさかレージクが暗殺の首しゆ謀ぼう者しやだなどとは思わんが、ダスティア卿がそんな真似まねをするはずはない。しかもあのラシアン卿が出しゆつ奔ぽんしてまでレージクから離れたとなれば、これはいよいよ、裏があるとしか──」

「暗殺には、正妃の関かん与よがあったと考えるのが妥だ当とうです」

　ベルナルフォンの言を遮さえぎって、クラウスが呟つぶやいた。ベルナルフォンは眉まゆ根ねを歪ゆがめる。

「タートムか、どこか他国の罠わなという線だってあるだろう。決めつけるには、証しよう拠こが足りないはずだ。もし、正妃達が無実だとしたら──」

「それはあり得ません」

　クラウスが堂々と即答した。

　証拠はあるのか、と、ベルナルフォンは問おうとした。しかし、クラウスの眼めに浮いた不ふ穏おんな光に射すくめられて、思わずその口を噤つぐむ。

　クラウスは、この青年にしては低い声を紡つむいだ。

「……あの者達が、無実なはずはないでしょう、ベル。百歩譲ゆずって、たとえ暗殺を画かく策さくしたのが別の者達だったとしても、あの者達の〝罪〟は消えません」

　クラウスの言は、ベルナルフォンにとって意外なものだった。先を促うながすまでもなく、クラウスは話し続ける。

「事の起こりをよく考えてください。ラバスダン王とウェイン皇太子が亡なくなった時、次の王位継けい承しよう権けんを持っていたのは誰だれですか？　第二王子のレージク様です。ところが、正妃もダスティア卿も、そのことを承しよう知ちでありながら、皇太子の息むすこ、アーベルト様を即位させようとしました。ラバスダン王の定めた継承の順を無視して──です。そもそも彼らが臣下の分を弁わきまえ、他国に対して隙すきを見せず、初めからレージク様を王として認めていれば、あんな暗殺劇は起きなかった──違いますか？」

　ベルナルフォンは言葉に詰まった。クラウスはなおも言い募つのる。

「彼らがたとえ暗殺の首しゆ謀ぼう者しやでないとしても、権力欲しさに国政を混乱させた正妃達の罪は、それだけで死に値あたいします。そんな彼らを、貴方あなたは〝無実〟だと擁よう護ごするのですか？」

　クラウスの眼めは本気だった。ベルナルフォンは戦せん慄りつすると同時に、クラウスの怒いかりの矛ほこ先さきがどこに向いているかをようやく察する。

「──正せい妃ひ達がレージクの即位に反対しなければ、ニナは死なずに済んだ──つまり、そういうことか？」

　ベルナルフォンはわざと挑ちよう発はつじみた言い方をした。

　クラウスが、血のつながらない妹であるニナ・サンクレットを溺でき愛あいしていたことはよく知っている。たった一日でクラウスをこうまで変えてしまった原因は、明らかに彼女の死にあった。

　クラウスの眉まゆが、ぴくりと動いた。

「……そんなことは言っていません。確かに、正妃達がレージク様を王として認めていれば、ニナは死なずに済んだと思います。ですが、それはいまさらに言っても仕方のないこと──それは脇わきに置いても、彼らが亡なき王の定めた序じよ列れつを無視したがために、アルセイフの国政を混乱させたことは事実です。その責せきは負っていただきます。それにもちろん、あの暗あん殺さつに関かかわっていたとすれば、なおのこと罪は重くなるでしょう」

　冷たい声で言い放つ青年を、ベルナルフォンは険けわしく睨にらんだ。

「……クラウス……政せい務む卿きよう達に罪を着せても、ニナは喜ばんぞ」

　陳ちん腐ぷな説せつ得とくと知りつつ、ベルナルフォンはつい、その言葉を漏もらした。案あんの定じよう、クラウスはびくともしない。

「さきほども申し上げましたとおり、政務卿達の逮たい捕ほと彼女のことに、私情を挟はさんだつもりはありません。それに、彼女は死にました。死者は喜びも哀かなしみもしません──死者は……」

　クラウスの沈んだ声は、自身に言い聞かせているかのようだった。

　クラウスの言葉には、確かに一理はある。政務卿や正妃達が、本来の王位継けい承しよう権けんの順を覆くつがえそうとしたことは紛まぎれもない事実なのだ。王の死後にそうした行為に及ぶことは、明らかに臣下の分を逸いつ脱だつしていた。

　しかし──

　ベルナルフォンは、それでもクラウスの言を言葉どおりには受け取れなかった。

　彼にしても、おそらくはレージクの即位を嫌がっていたはずなのだ。

　レージクに王たる資し質しつはない──ベルナルフォンは、そう判断している。

　勘かん以上のたいした根こん拠きよがあるわけではない。強しいて言えば、レージクの眼──そこに漂う不ふ穏おんな印象に、彼が国を不幸へと導きそうな気配を感じていた。

　同時にそのことは、かつてクラウスが漏らしていた感想でもある。

　そのクラウスは今、進んでレージクの行為に荷か担たんしていた。

　ベルナルフォンは苦しい声で呟つぶやく。

「……俺おれは、おまえ達のやり方には納なつ得とくがいかん。政務卿の逮捕は間違っているぞ。ウィスタル卿きようや他ほかの貴族達も、おそらくは無実だろう。それでもあえて、国政を混乱させたとか、あるいは〝邪じや魔まになるから〟という理由で捕らえるなんざ、悪党のやることだ。俺おれならともかく、おまえのやることじゃない」

　吐き捨てるように言って、ベルナルフォンはクラウスを睨にらんだ。

　クラウスは、死人に近い眼めでベルナルフォンを見返した。

「ベル、貴方あなたの賛さん同どうがあろうとなかろうと──私は、レージク様の補佐を続けます。お爺じい様さまも、そして亡なくなった父上も、サンクレット家はレージク様を支えると決めていました。私はその志を継ぎます。確かにレージク様は、王としては多くの問題を抱えておいでです。しかし、その足りない部分を補い、レージク様を王に育て上げていくことも我々臣下の務めであると──領地で療養中のお爺様にも、そう言われております」

　呟つぶやくクラウスの声は、ひどく硬こう質しつだった。

「父が亡くなった以上、その志を受け継ぐ者は私しかおりません。そしてレージク様も、私の力を必要としてくださいました」

　感情を失った声で、クラウスは役人のように型通りの答えをよこした。

　そしてベルナルフォンは、最後の問いを向ける。

「……忠臣として知られるラシアン外がい務む卿きようと、第四王子のフェリオ様、それに王宮騎士団が逃げたことについて、おまえ自身はどう思っている？」

　その問いに対しては、クラウスは答えまでに一瞬の間まを置いた。

「……何かの誤解があったか、あるいは暗殺の件に関してやましいことがあったか──ご本人達を捕らえるか、正せい妃ひ達の取調べが進めば、わかるはずです」

　その答えは、ベルナルフォンが予想していたものだった。ただし、当たって欲しくはなかった予想である。

「……わかった。もういい」

　ベルナルフォンは、クラウスに背を向けた。そしてクラウスを置いたまま、別れの挨あい拶さつもなしに独ひとりで部屋を出ていく。

　クラウスは呼び止めようとはしなかった。

　たった今、二人の道が明確に分かれたことを、彼も察したものらしい。

　ベルナルフォンが廊下を進み、階段を下り、そのまま屋敷を出ようとしたその時──

「ベルナルフォン様！　お待ちを！」

　聞き覚えのある男の声に、隻せき眼がんの貴族は呼び止められた。

　振りかえると、そこにはクラウスの配下に連なる商人の姿があった。壮そう年ねんの小男だが、眼めの光が強く、妙に存在感のある男である。

　商人らしく抜け目のない印象を漂わす彼は、ロセッティという名だった。ベルナルフォンとも多少は顔馴な染じみの存在である。

「ロセッティか。唐とう突とつですまないが、滞在予定は変更させてもらう。俺おれはちょっと用事ができたから、しばらくここには戻らない」

　ベルナルフォンが簡単にそう告げると、ロセッティは一瞬の迷いを見せ、そして深ふか々ぶかと頷うなずいた。

「左さ様ようですか。しかし、用事とおっしゃいますと？」

「野や暮ぼな話だ。聞かれても話すつもりはない」

　ベルナルフォンは、脚を早めて正面の玄関を出ようとした。

　ロセッティがその脇わきにさっと回り込み、進路を塞ふさぐ。

「王都を出られるのですか？」

「答える気はないと、言ったはずだが？」

　ベルナルフォンは冷たく応じた。常じよう人じんならそれで絶句してしまいそうなものだが、ロセッティは商人に特有の粘ねばり強さで言葉を返す。

「では、目的地までお送りいたしましょう」

「無用だ。自分の馬がある」

　ベルナルフォンは一刻も早く、この場を辞じ去きよしたかった。

　しかし、ロセッティが素早くその腕を摑つかむ。

　無礼な真似まねに、ベルナルフォンは眉まゆを寄せたが──商人の眼めがやけに底光りしていることに気づき、そこで口を噤つぐんだ。

　ロセッティは声を潜ひそめた。

「いえ。是ぜが非ひでも、お送りさせていただきます。ついでと言ってはなんですが──私も、〝ラシアン様〟からおうかがいしたいことがございまして、失礼ながらベルナルフォン様にお取次ぎを願いたく……」

　ベルナルフォンは眼を据すわらせた。

「──何故なぜ、わかった？」

　厳きびしい声で問う。

　クラウスに対しても、これから自分が〝ラシアン・ローム〟に会いに行くつもりであることは明かしていなかった。

　ロセッティが知っているはずはない。ついさきほど、クラウスと話していて決めたばかりのことなのだ。

　ラシアン・ロームは、申し開きさえもせずに、わざわざ王都から突然に逃亡した。

　彼は、ベルナルフォンや他の貴族達がまだ知らない〝何か〟を知っている──その確信があった。

　ラシアンは、外交に関かかわる権限を握り、各国との折せつ衝しように才さい覚かくを発揮してきた男である。謀ぼう略りやくに関しての鼻の利ききも、また有事に際しての判断力も、ぬるま湯に浸つかった他の貴族達とは比べ物にならない。

　その彼に会えば、事態が少しは見えてくると、ベルナルフォンは考えていた。

　商人のロセッティは、ベルナルフォンを真剣に見上げていた。

　年とし嵩かさのその中年男は、なかなかの曲者くせものながら、同時に誠実な人間でもある。誠実でなければ、クラウスに重ちよう用ようされるはずもない。

「失礼ながら、ベルナルフォン様のご気き性しようならば──こんな事態では、ラシアン卿きように会わずにはいられぬだろうと、推察いたしました」

　ロセッティは深ふか々ぶかと頭こうべを垂たれた。ベルナルフォンは、あることに思い当たる。

「貴き様さま……俺おれとクラウスの話を、盗ぬすみ聞きしていたな」

　そう凄すごんで隻せき眼がんで睨にらむと、ロセッティはとぼけた様子で首を横に振った。

「人聞きの悪いことをおっしゃらないでください。クラウス様の身辺を警備していたところ、たまたま聞こえてしまっただけのことです。なにせ、このような情勢ですから……」

　ロセッティの声は、いたって真面目まじめである。

　そのわざとらしい言いい訳わけに、ベルナルフォンは小さく吹き出した。

「はっ……なるほど、あの坊ちゃんが心配なのは、俺だけじゃないわけか……いいだろう、来い。だが、場合によっては、クラウスからは裏切ったと思われるかもしれんぞ？」

　脅おどしではなく、ベルナルフォンはそう告げた。ロセッティはすぐに頷うなずく。

「結構です。私がお仕えした、以前のクラウス様を取り戻すためならば──あんなクラウス様を見続けるのは、正直なところ、耐えられません。外がい務む卿きようはおそらく、今回の騒そう動どうの裏側に気づき、あえて出しゆつ奔ぽんされたのでしょう。その事情を知ることができれば、クラウス様を説せつ得とくする糸口になるやもしれません」

　ロセッティのその答えが、ベルナルフォンは気に入った。

「……よし。その覚かく悟ごがあるならば、ついでにひと働きしてもらおうか。出発の前に、頼みたいことがある」

「は。私にできることでしたら、なんなりと──」

　ロセッティは内容を聞く前に請うけ合あった。ベルナルフォンは薄く笑う。

　彼が協力を申し出たことで、ベルナルフォンにはちょっとした欲が出た。

「頼たのもしいな。では、王都にいる隊商キヤラバン警備の傭よう兵へいを百人ほど、こっそりとこっちに回してくれ。名目はあくまで〝隊商キヤラバンの警備〟のままでな」

　ロセッティが怪け訝げんな顔をした。

「可能ではありますが──ベルナルフォン様、それは──？」

　ベルナルフォンは、商人の耳元に囁ささやく。

「〝反乱軍〟に加わるのに一兵も連れていかないんじゃ、格好がつかんだろうが。俺が指揮をする兵だ」

「反……」

　ロセッティが絶句した。

　ベルナルフォンは、にたりと口の端に笑みを浮かべる。

「覚かく悟ごを決めろ、ロセッティ。ラシアン卿きようがフェリオ様を伴ともなって出しゆつ奔ぽんしたからには、それくらいの覚悟があるはずだ。ダスティア卿が捕らえられた今、カリウス家の領地の連中も黙ってはいないだろう。裏に俺おれ達の知らない事情はありそうだが……このまま、何もなく事が収まるとは思えない。そしてもし、レージク達が勝てば……おそらくクラウスはずっと、今のままだぞ」

　ベルナルフォンが告げると、ロセッティはごくりと唾つばを飲んだ。いまさらに、事の重大さがわかってきたらしい。この要求に退ひくようなら、彼は足手まといである。

　どう決断するかと、ベルナルフォンは彼の顔色をうかがった。

　商人の顔色は蒼そう白はくからやがて赤に転じ──眼めに決意の強い光が宿る。

　しばらくの躊ちゆう躇ちよを経て、ロセッティは無言のまま、静かに深ふか々ぶかと頷うなずいた。
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　城内の一いち隅ぐうに、三人の若い衛兵が立ち尽くしていた。

　いずれも胸当てと室内用の短たん槍そうだけの軽装で、緊きん迫ぱく感かんはさほどない。立っているだけのその様子は、むしろ途と方ほうにくれたような雰囲気も漂わせている。

　三人の交代の刻ときまでは、まだ余よ裕ゆうがあった。城内の夜警など、以前ならば退たい屈くつしのぎにカード遊びができるほど緩ゆるんだ職務だったが、ここ数日は様子が一変している。つい一週間ほど前には王と皇太子が死に、そして昨日、軍ぐん務む卿きようや第二妃ひといった要よう人じんが何者かに殺されたばかりである。

　警備は必然的に緊張を強しいられていたが──しかし、平和な国に育った衛兵達の中には、慣れない緊張に戸と惑まどい、ただ単に固くなっているだけの者も多かった。

　立ち尽くす三人の若い衛兵も、明らかにその口である。

「……例の噂うわさ、聞きました？」

　三人の中ではもっとも若い、まだ少年のような衛兵が、小声に呟つぶやいた。

　他の二人は一瞬だけ首を傾かしげたが、うち一人が神妙に頷うなずく。

「あれか、ラシアン卿きようが反乱を起こすって噂だろう？」

　その言葉に、残った一人が眉まゆをひそめた。

「あんまり変なことを言うなよ。内乱なんか冗じよう談だんじゃないぜ」

　先輩兵士の言葉に、若い衛兵は不安げな眼まな差ざしを返す。

「でも、王宮騎士団も外がい務む卿きようについていったって……やっぱりウィスタル卿を取り戻す気なんじゃないですか？　だってあれ、どう見ても濡ぬれ衣ぎぬでしょう？　ウィスタル卿が暗殺に関かん与よしてたなんて、信じられませんよ」

「だからさ、何かの誤ご解かいがあるんだろうよ。ウィスタル卿はいずれ釈しやく放ほうされるさ。そうしたら王宮騎士団だって戻ってくるだろう。ラシアン卿だって……そのうちに」

　答える衛兵の声にも、さほど強い響きはない。苦しい答え方だと自覚しているのだ。

　二人のやりとりを聞いていた衛兵が、ぽつりと会話に割り込んだ。

「……ただ事情聴ちよう取しゆを求めただけで、王都を抜け出して領地に逃げ込む──ほんとに誤解だったのかね？　相当な覚悟がなきゃできん芸げい当とうだろう。まさかラシアン卿が暗殺に関かかわっていたか、もしくは関わっていなくとも、何か俺おれ達の思いつかないような事情があったか……」

「たとえば、どんな事情だ？」

「要するに、レージク様が外務卿を排はい斥せきするために、暗殺の件を口こう実じつにして罠わなに嵌はめようとして、それを察して一時逃亡したとか……」

「おいおい。あの放ほう蕩とう王子に、そんな知恵がまわるか？」

「馬ば鹿か、声が大きい」

　同僚にたしなめられた衛兵は、自分が〝王〟を侮ぶ辱じよくしたことに気づき、慌あわてて口を閉ざした。レージクはもはや、皇太子の影にいる放ほう蕩とう王子ではない。まだ正式にではないが、本人は即そく位いの意思を表明し、現実にも政府の実権を掌しよう握あくしつつある。噂うわさでは、すでに周囲の近臣からは〝陛へい下か〟と呼ばれているらしい。

　たしなめたほうの衛兵は、溜ため息いき混じりに声を漏もらした。

「……政権が交代するときって、こういう感じなのかね？　俺おれは、前の陛下が代替わりした時のことは知らないが──なんか、おかしくないか？　このまま従っていていいのか、よく……わからない」

「わからないったって……俺達は兵士だぜ。考えるのは上の連中で、その指し示じに従うだけだろう」

「まぁ、そうなんだけど……な」

　自然と三人の溜め息が重なり、会話が途と切ぎれた。

　たかが一いつ兵ぺい卒そつの身で、とやかく言っても仕方のないことなのだ。上層部の事情など下の兵にはわからない。

　しばらくの沈黙を経て、最初に口を開いた若い衛兵がぽつりと呟つぶやいた。

「……俺、あの場にいたんですよ──」

「あの場？」

「ほら、ラシアン卿きようが、王宮騎士団と一いつ緒しよに門から抜けていった時──ちょうど、門の警備にまわっていたもんで」

　話しながら、若い衛兵の眉まゆはわずかに歪ゆがんでいた。

「逃げていく中に、俺の弟と同じぐらいの歳としの子供がいて──後で聞いたら、それが第四王子のフェリオ様だったらしいんです。公式行事にほとんど出てこない方かただから、俺、顔がわかんなかったんですけれど──あんな子供が、あんな必死になって剣を振り回していて……なのに何も知らない俺が、止めていいのかって、ほんとに迷っちゃって──衛兵としては迷っちゃいけないんでしょうけれど、でも、なんか──」

　いかにも歯切れの悪い言葉だった。他の衛兵達は、それぞれに沈黙を守る。

「……なんか……こう……釈しやく然ぜんと、しませんよね……」

　若い衛兵が、か細い声で呟いた。応こたえる声は、他の二人のどちらからも発せられない。

　深しん更こうに及び、青い月が中天にかかった。

　夏にしては奇妙に冷たい風が吹く。

　黙りこくった衛兵達の耳に、その風に乗って物音が聞こえた。

　どこかやや高いところから、石の床ゆかに何者かが飛び降りたような足音──話していたら気づかないほどの小さな物音だったが、静せい寂じやくの中ではよく響いた。

　三人の衛兵がぴくりと反応した次の瞬間に、さらにもう一度、同じ音が続いた。

　衛兵達は顔を見合わせると、その手に短たん槍そうを構え、音のした方向に向けて一歩を踏み出した。
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　夜の城中──

　城に忍しのび込んだフェリオ達は、外の屋根を伝い、二階の廊下から侵入しようとしていた。

　そこは城の中では、以前から比較的に警備の薄い区画である。

　フェリオが廊下に接する高い窓から飛び降りた瞬間に、石の床ゆかに足音が響いた。

　フェリオは舌打ちを堪こらえて、続く騎士のライナスティに目め配くばせをする。

〝音に気をつけろ〟──その意思は通じたものの、まったく無音で降り立つことは難しい。侵入した窓は、手を伸ばしても背の届かぬ高さである。ライナスティも窓の枠からぶら下がり、慎しん重ちように床へと降り立ったが、やはり多少の音は響いてしまった。

「……すみません、音が……」

　ライナスティがごく小声に呟つぶやいた。フェリオは苦笑して首を横に振る。

「俺おれもやった。大丈夫だろう、この辺りは、それほど警備も厳重じゃ……」

　そう言いかけたのと同時に、複数の足音が廊下の角から響いてきた。

　フェリオはびくりと振りかえる。

　月光のみが薄く差し込む廊下に変化はない。しかし、かつかつと硬かたい足音は近づきつつある。

　ライナスティが眼めをしばたたかせた。

「こんなところに──衛兵の配置を変えたんでしょうかね？」

「あるいは警けい邏ら中ちゆうの奴やつか……こっちの足音を聞かれたかな」

　小声で囁ささやき交わし、フェリオはすり足で、足音から離れる方向に歩き始めた。ライナスティもすぐ後に続く。

　侵入した場所は、王宮の外れ──かつてフェリオの部屋があった辺りである。侵入経路はそのまま、フェリオがこっそりと動き回っていた抜け道でもあった。

　廊下の角から、衛兵のものらしい声が響いた。

「念のために、おまえは詰所に連絡をしてこい。何もないとは思うが──」

　さして大きくもない平時の声だったが、静せい寂じやくの中では殊こと更さらによく響いた。

　まだ完全に気づかれたわけじゃない──そう察するや、フェリオは咄とつ嗟さの判断で足を速めた。

　フェリオの無言の意図を察したライナスティもまた、足を速める。しかし、自室の周囲に慣れていたフェリオと異なり、こちらは廊下の設計に疎うとかった。

　月光が弱く差し込むだけの薄うす闇やみの中、ライナスティは手て探さぐりで進もうとして、あろうことか廊下の隅すみにあった無む灯とうの燭しよく台だいに触ふれてしまった。

　金属製の燭しよく台だいが石壁の側に倒れ、隠かくしようのない甲かん高だかい音が廊下に響く。

　驚いたのはフェリオである。

「侵入者がいる！　逃がすな！」

　耳ざとく聞き咎とがめた衛兵が声を張り上げた。

「反対側に回り込め！　俺おれはこっちから行く！」

　衛兵は複数いるらしい。

　フェリオは、動揺しかけたライナスティの手を咄とつ嗟さに摑つかみ、勢いよく引いて走り出した。

　衛兵達のいる側は、四つ又の分ぶん岐きになっていた。そこで道を分かれると、この先の廊下にも回りこめる設計である。衛兵に先回りされる前に、そこを通り越して身を隠せる場所へと急がなければならない。

「す、すみません、フェリオ様」

「話は後だ──走れ」

　緊きん迫ぱくの響きを込めて小声に囁ささやきながら、もはや足音もさして隠さず、二人は廊下を走り抜けようとした。

　その目の前──数十歩先で、部屋の扉とびらが開いた。

　中から、細い男の影がゆっくりと歩み出てくる。

　フェリオは腰の刀に手を添そえた。決して斬きりたくはなかったが、もし邪じや魔まをされるようなら、牽けん制せいとしての打ち込みくらいは必要になるかもしれない。

　弱い月光の下に──青白い、青年の顔が浮いて見えた。

　それはよく知る顔だった。

　フェリオは歯は嚙がみして、刀の柄つかから指を離す。

　刀は必要ない相手だった。病弱で気弱で、思し慮りよ深い代わりに行動力に欠ける青年──フェリオにとっては、唯ゆい一いつの〝兄〟である。

　眼めの前に開いた扉は、第三王子ブラドーの部屋であり、そして顔を出したのはその部屋の主だった。衛兵の声を聞きつけて顔を出したのだろうが、間まが悪いとしか言いようがない。

　細い瓜うり実ざね顔がおの目許は泣き腫はれていたが、今は驚いたように走り寄るフェリオ達を見つめている。

　フェリオは、彼を突き飛ばして脇わきを駆け抜けるつもりだった。

　しかし青年は──フェリオ達を闇やみに見つけるなり、扉を大きく開け放ち、大きな身振りで手招きをした。

　声をあげる様子はない。むしろ待ち構えていたかのような顔で、手振りと目め配くばせでもって、部屋の中に入るよう指し示じをしてくる。

　フェリオは戸と惑まどった。

　その指示に従った後で衛兵達を呼び込まれでもしたら──そんなことも考えたが、ならばここで声を上げれば済むことである。

　迷った末に──フェリオは、兄を信じた。

　ライナスティにも目め配くばせして、足早に扉とびらの開いた部屋へと飛び込む。

　すれ違う瞬間、兄はそこで、ほんのわずかに気弱げな笑みを見せ、小さく頷うなずいた。

　二人を部屋に入れると、第三王子ブラドーは後ろ手に扉を閉めた。

　フェリオとライナスティは、扉のすぐ手前に身を潜ひそめ、それぞれ手に得え物ものを握る。

　フェリオの額を、冷ひや汗あせがつたった。すぐ脇わきに息を殺すライナスティもまた、彼にしては珍しく緊張の面おも持もちである。

　分厚い木の扉越しに、駆けてくる衛兵の足音が響いた。

「ブラドー様!?」

　衛兵の声が甲かん高だかく響いた。

「──どうした？　何かあったのか？」

　すっとぼけたブラドーの声が穏おだやかに響く。

　フェリオは刀の柄つかを握り直し、身を低くしたまま聞き耳を立てる。

　衛兵は息を切らして、扉の傍そばに走り寄ってきた。

「今、怪あやしい者がこちらに……！」

「怪しい──って、今の足音かい？」
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　扉とびら越ごしに、衣きぬ擦ずれの音がした。ブラドーが小さく頭を下げたらしい。

「申し訳ない。今のは、僕なんだ」

「え？　ブラドー様……でしたか？」

　衛兵が間まの抜けた声を返した。

「あぁ──その……ちょっと小こ腹ばらが空すいたんで、こっそり調理場のほうに──みっともないから、黙っていてくれないかな？」

　ブラドーの声は、心しん底そこ申し訳なさそうな響きを含んでいた。

「は、はぁ……」

　衛兵は、どこか呆あきれたように首を傾かしげる。

　フェリオ達が聞き耳をたてる扉の向こうで、ブラドーが大きく息を吐いた。

「本当にごめん。昨日、母上が亡なくなってから、何も食べていなかったから──」

　衛兵が慌あわてた口調で返す。

「い、いえ。しかしそれなら、従者でも呼べば──」

「こんな夜中に、わざわざそんなことで起こすのも悪いから……騒がせて悪かったね。持ち場に戻ってくれ」

　衛兵を気き遣づかうように呟つぶやき、ブラドーは扉に手をかけた。

　フェリオとライナスティは、慌てて部屋の奥側へと身を動かす。

　衛兵が身を翻ひるがえした。

「いえ、こちらこそ、お騒がせして申し訳ありませんでした」

「……いいよ。ご苦労様」

　扉が開き、ブラドーが室内に戻ってくる。それと同時に、外にいた衛兵も、反対側に回った仲間に声をかけながら持ち場へと引き返していった。

　フェリオとライナスティは、第三王子の部屋に立ち尽くし、窮きゆう地ちを救ってくれた彼を出迎えた。

　フェリオ達に向き直ったブラドーは、穏おだやかな目許を細め、細い唇をほんの少し笑みの形に崩くずした。

　困ったような、それでいて少し嬉うれしげな表情だった。

「──多分来ると思っていたよ。君のことだから」

　ブラドーは掠かすれそうな小声で呟いた。

「兄上──」

　フェリオがその前に膝ひざをつこうとすると、ブラドーはそれを手で制して、フェリオに椅子を勧すすめた。

「座って話そうか。急ぎなんだろうけれど、夜はまだ長い」

　ブラドーは、細い体を重たげに椅子へ置いた。

　勧すすめられるままに、フェリオとライナスティも小さなテーブルを挟はさんで座る。

　ライナスティは第三王子を前に畏かしこまりつつ、またさきほどの失敗を気に病やんで、常より神妙な面おも持もちで縮ちぢこまっていた。

　ブラドーと言葉を交わすのは、フェリオにとって久ひさ々びさのことだった。やや生気の薄い兄の穏おだやかな顔を真まっ向こうから見つめ、丁てい重ちように頭を下げる。

「兄上、危ないところを助けていただき……」

「危なかったのは君らじゃなくて、あの衛兵達のほうだろう。まさか殺しはしなかっただろうと思うけれど、彼らは別に悪い人間じゃない。怪け我がをさせるのは気きの毒どくだ」

　ブラドーは冗じよう談だんのようにそう呟つぶやいて、力なく笑った。

　いつも通りの彼の姿に、フェリオは安あん堵どした。

　ブラドーは、昔からあまり変わっていない。寂さびしげに見えるほど物静かで、性格も優やさしいこの兄は、城内にありながら権力とほとんど無む縁えんの、隠いん者じやのような生活を送っていた。

　一つだけ、いつもと違う部分もある。

　つい昨日に母親に死なれたばかりで、今のブラドーの両目は涙に腫はれていた。ほんの数時間前まで泣いていたに違いない。

　すでに声や表情は平静を取り戻していたが、涙の跡だけは眼めにも明らかだった。

　そのことを痛いたましく思いながら、フェリオはブラドーから視線を逸そらした。

「第三妃ひロデリア様のことは、残念に思います。本当に──」

「母上のは、自じ業ごう自じ得とくだろう」

　溜ため息いきを混じえ、ブラドーは苦にがい声で言った。

「息子むすこの僕が言うのもなんだけれど、母上はどうもよくなかった。正せい妃ひを裏切ったり、裏で第二妃とつるんでみたり──建たて前まえとしては、僕を少しでも強い立場に置きたかったみたいだけれど、実際にはあの人は、ただ自分が権力に近い立場にいたかっただけなんだ。亡なくなったことは哀かなしいし、さんざん泣いたけれど……ほんの少し、ほっとした部分もある」

　ブラドーの声は冴さえない。その複雑な心境は、フェリオにも伝わってきた。

　第三王子はフェリオ以上に、権力にまるで執しゆう着ちやくのない青年だった。その性格も、指導者というよりはまさに隠者に向いている。

「──こんなことを言ったら、僕にも天てん罰ばつが落ちそうだな」

　ブラドーは苦笑して、すべてを吹っ切るように首を横に振った。

「フェリオ、君にいろいろと聞きたいことがある。昨日から今日にかけて、一体、何があったんだ？」

　その問いに、フェリオは一瞬、返答に詰まった。

　第二王子レージクが、強ごう引いんに政局を動かした──基本はその一事である。だが、その背景に隣りん国ごくの影が見みえ隠かくれしたりと、詳しよう細さいがややこしい。

　フェリオの逡しゆん巡じゆんを、ブラドーは別の意味に取ったらしい。フェリオを見つめながら、滔とう々とうと話し始める。

「軍ぐん務む卿きようや母上の暗殺が、正せい妃ひやダスティア卿の仕し業わざだなんて兄上は言っているけれど、そんなはずはない。ダスティア卿は政治的な根回しは得とく意いだけれど、暗殺なんて真似まねをするほど馬ば鹿かじゃないし、正妃にしたって、軍務卿まで手にかける必要はなかったはずだ。なにより、あの見せびらかすような手口──どう考えても、あれはおかしい。まるで〝誰だれかが暗殺者を雇やとった〟と、諸しよ侯こうに見せつけようとしたみたいだ」

　ブラドーの分析に、フェリオは黙って頷うなずきを送った。ブラドーは、少しだけ嬉うれしそうに目許を歪ゆがめた。

「僕は──タートムが怪あやしいと思っている。だけど、政せい務む卿きようの無実を証明する証しよう拠こもない。君は……政務卿やウィスタル卿の無実を信じて、助けにきたんだろう？」

　フェリオは頷いた。

「──はい。兄上は、あの二人がどこにいるか、ご存知ですか？」

　ブラドーは、その問いに難しい顔をした。

「いいや、僕も知らない。城内で何が起きているのか、僕にはまるで把は握あくできないんだ。ただ──悪いことは言わないよ、フェリオ。二人の身は今は諦あきらめて、戻ったほうがいい」

「そうもいきません。せめて、どこに囚とらわれているかだけでも確認しないことには──」

　フェリオは退ひかなかった。ブラドーがなだめるように呟つぶやく。

「落ち着くんだ、フェリオ。兄上だって、自分が狙ねらわれたから今は神経質になっているだけだ。軍務卿や母親、それに許婚いいなずけまで殺されて……錯さく乱らんしないほうがおかしい。だけど落ち着けば、じきに無実の人達は釈しやく放ほうされるだろう。折を見て、僕のほうからも頼んでみるから……」

「兄上、違うのです。今回の暗殺劇は──」

　ともすれば高くなりそうな声を抑おさえて、フェリオは小声に囁ささやいた。

「……レージク兄様が、首しゆ謀ぼう者しやの可能性があります」

　ブラドーが首を傾かしげた。何を言われたのか、理解できなかったらしい。

「……ごめん、なんだって？」

　当然といえば当然のその反応を受けて、フェリオは手て短みじかに、昨日から得た情報を整理して聞かせた。

　レージクの出入りしていた妓ぎ館かんが、タートムの間諜スパイ達の拠きよ点てんだったこと──

　レージクがこの国を憎にくみ、軍務卿達を邪じや魔まに思っていたらしいこと──

　そして阿片アヘン中毒のために、正常な思し考こうを失っている可能性もあること──

　状況的にも、レージクが暗殺の首謀者であるならば、唐とう突とつなクーデターも前もって準備を進めていたものと説明がつく。

　政務卿らの逮たい捕ほ、さらには外がい務む卿きようやフェリオへの追おっ手て──レージクの素早すぎる行動は、あらかじめ計画していたものと見るのが妥だ当とうだった。

　フェリオが語るうちに、ブラドーの表情はみるみる歪ゆがんでいった。

「……まさか、兄上が……そんな──」

　ブラドーは絶句の態ていである。フェリオ自身、嫌いな兄のこととはいえ、同じ王族として信じたくはなかった。

「レージク兄様が、正せい妃ひやダスティア卿きようをすんなり解放するとは思えません。もし国政を混乱させることも目的の一つとしてあるなら、無実の罪をきせて、処しよ刑けいしようとするはずです。それもおそらく、早い時期に──」

　フェリオは焦しよう燥そうを感じながら事情を説といた。ブラドーは呆ぼう然ぜんとしたまま、息の詰まりそうな苦しい声を絞しぼり出す。

「……母上や軍ぐん務む卿きよう達は──そんなことのために、殺されたのか？」

　ブラドーの血を吐くような声に、フェリオは返す言葉を思いつかなかった。

　互いに無言のまま、数すう瞬しゆんの間まが過ぎる。

　そしてフェリオは、席を立った。

「──兄上。私は王家の一員として、レージク兄様の暴ぼう挙きよを見過ごすわけにはいきません。今の私とラシアン卿だけでは、王権に逆らおうとする反乱軍扱いでしょう。諸しよ侯こうを味方につけるためには、どうしてもダスティア卿の力ちから添ぞえが欲しいのです。外がい務む卿きようと政せい務む卿きよう、この二者が揃そろってはじめて、レージク兄様が得た王権の正当性を諸侯に疑わせることができますから。それにウィスタルも──ウィスタルは父上の忠臣であり、私し心しんのない臣下です。諸侯に対するその影響力は低くないはずです」

　フェリオ自身、序じよ列れつは低いながら、王位継けい承しよう権けんをもつ王子ではある。しかし、その影響力はブラドーよりも弱く、また国政に参加していなかったために、他の貴族達との縁もごく薄い。

　フェリオとラシアンが手を組んだところで、世間はラシアンがフェリオを傀かい儡らいにして、権力の座を欲ほつしているとでも思いかねない。それを避けるには、ダスティアの救出がどうしても必要だった。

　無言のまま、何も言えずにいるブラドーに向けて、フェリオは小声に──しかし力を込めて呟つぶやく。

「兄上。ぜひ、ラシアン卿にお力添えを。今夜は無理ですが、レージク兄様は兄上に対しては油ゆ断だんしています。近いうちに、こっそりと王都を抜けて、おいでいただければ……」

　ブラドーは苦にがい顔になった。

「──無理だよ、フェリオ。僕は肩書きだけの王子だ。それに僕は、君ほど勇ゆう猛もうでもなければ、剣の腕が立つわけでもない。役に立たないはずだ」

　ブラドーは自じ虐ぎやく的てきな言葉で応じた。

　フェリオはあえて否定はせずに、そのまま説とき伏ふせにかかる。

「失礼ながら……その肩書きが必要なのです。私はそもそも王子として扱われていませんでしたが、兄上ならきっと──もちろん、無理強じいはしませんが、いずれはご決断いただけると信じています」

　フェリオは確信を込めて、兄を見つめた。

　ブラドーはこの先、必ず味方をしてくれる──その確信である。味方をしない理由がない。レージクは彼にとって母親の仇かたきで、しかもブラドーは政せい務む卿きようらの無実を信じてもいる。

　ブラドーはしばらく迷いを見せたのち、達たつ観かんしたような顔で、ごく小さく頷うなずいた。

　言葉は発さない。しかしフェリオにとっては、それで充分だった。あとのことは、ブラドーの自主性に任せるのが弟としての礼でもある。

　フェリオはブラドーに背を向けた。

「兄上、今宵こよいはこれで失礼します。ライナスティ、行こう」

　兄弟の会話に口を挟はさまず畏かしこまっていたライナスティも、フェリオに続いて立ち上がった。

「はい。それでは殿でん下か、失礼を──」

　ライナスティの挨あい拶さつには反応を示さず、ブラドーはそこに固まっていた。

　フェリオが廊下に注意しながら、扉とびらを抜けようとしたその時になって、ようやくブラドーは小さく声を漏もらした。

「フェリオ──気をつけろ。レージク兄様は怖こわい人だ。もし君の話が本当なら、僕も力を貸したいけれど──君が生きていないことには、力も貸しようがない。いいかい、無理はしちゃいけないよ」

　ブラドーの声は、かすかに震えていた。

　心配げな兄の言葉に頷うなずいて、フェリオはゆっくりと、静かに扉を開けた。
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　王都の端に位置する、セイラム第九教会──

　その居間で、ウルクは眠れぬ夜を過ごしていた。

　薄暗い中で椅子に座ったまま、鬱うつ々うつと考えるのは、ただフェリオのことである。

　フォルナム神殿から、彼に無理矢理ついてきて以来──ウルクはずっと、嫌な予感を抱き続けていた。あくまで漠ばく然ぜんとしたその心配は、単なる杞き憂ゆうに終わりそうな気配もある。だがフェリオの性しよう分ぶんを考えると、やはりどうしても拭ぬぐいきれない不安でもある。

　政治的な不利に対しては、ウルクでも多少は役に立てるはずだった。神しん姫きの妹という立場は、どこでどう影響するかわからない。細こまかい例をあげれば、この教会に身を隠かくせたのも、ウルクの人脈があればこそである。

　だが──直接的な刃からフェリオを護まもる術すべを、ウルクはまったく知らなかった。

　ここで待つことしかできない、自分の無力を思う。

　フェリオ達は、何事もなければ、朝までにここへと戻ってくるはずだった。だがもし、政せい務む卿きようあたりを救出し、迅じん速そくな行動が要求される事態になれば、彼らはそのままラシアン卿の領地に急ぎ、ウルクはここにしばらく身を隠かくす予定となっている。

　セイラム第九教会は、確かにフェリオやラシアンの元よりも、よほどに安全な場所だった。フェリオ達はこれから混乱の中に身を置くことになるだろうが、神殿の管かん轄かつ下かにある教会は、王権の争いとは無関係である。ウルクも身の安全を図るならば、ここに居続けることが正しい選択だった。

　だが今のウルクは、フェリオと行動を共にし続けることを望んでいる。

　居間のテーブルに肘ひじをついて、ウルクはじっと沈ちん思ししていた。

　迷いはある。

　自分が、フェリオの〝足手まとい〟にはならないか──その迷いは、フェリオの身への不安と一いつ緒しよにずっと付きまとっていた。

　自分がこれからどうしたらいいのか、その決心のつかないまま、ウルクはフェリオの無事を祈いのり、その帰りを待った。

　居間にいるのは彼女一人である。騎士のライナスティはフェリオに同行し、同じく騎士のディアメルは、馬を用意して城の近くに待たい機きしているはずだった。

　まだ、夜は長い。

　顔を伏せて祈りを捧ささげていると、居間の入り口に、ふと人の気配が立った。

　ウルクがテーブルから顔を上げると、そこには太った老ろう司し祭さいが、優やさしい微笑とともに佇たたずんでいた。

　部屋の明かりは、窓から差し込む薄ぼんやりとした月光だけである。だがそれだけでも、顔が判別できる程度の光量になっていた。

「ウルク様、まだ起きていらしたのですか？」

　エヴァ司祭が、どこか呆あきれたような口調で呟つぶやいた。

　ウルクは頷うなずいて応こたえる。

「はい。昼に眠ったものですから、なんだか眠れなくて──」

「いいえ、お顔に書いてありますよ。フェリオ様のことが心配で、眠れないのでしょう？」

　エヴァ司祭の声は、からかうような笑いを含んでいた。

　ウルクはそっと顔を俯うつむける。

「──確かに、フェリオ様のことは心配です。でも、私が心配したところで、どうしようも──そのことを悔くやしく思います。私が男だったら、お傍そばで一いつ緒しよに戦えたかもしれませんのに──」

「それは、いかがなものでしょうか」

　エヴァは居間の端から歩いて来て、ウルクの真正面に座った。

　青白い月光の下、孫と祖母ほどに歳としの離れた二人は、互いに微笑を見せて向き合った。

　ただし、エヴァの微笑は自然のままの微笑で、ウルクのそれは、やや無理につくった苦しい微笑である。それはともすれば、泣き出す寸前の顔だった。

　祈いのりの形に組んでテーブルに置いたウルクの手を、エヴァ司し祭さいは上から覆おおうようにして優やさしく握った。

　皺しわだらけの手は、しっとりと温かい。

「もしもウルク様が男の子でしたら、確かに共に戦えたかもしれませんね。でも、もしそうだったら、ウルク様がフェリオ様に恋をすることもなかったでしょう」

　思いがけないエヴァの言葉に、ウルクはびくりと顔を上げた。

　エヴァはふくよかな顔をにっこりと笑ませた。

「気づいていないとでもお思いでしたか？　こちらにいらして、すぐにわかりましたよ。ウルク様のように素直な方かたは、そうしたことがそのまま表情に出るものです」

　ウルクは再び俯うつむいた。祈るためではなく、ただ表情を隠かくすために顔を下に向ける。

「──フェリオ様のことはお慕したいしていますが──恋だなんて、そんな──」

　無意識に声が震えた。他人から指摘されて、ウルクはその感情を改めて強く意識した。

　会いに来た時はただ、懐なつかしさだけを感じていた。時折の便りで、フェリオが神殿に滞たい在ざいすることになったと知り、それならゆっくり会えるかもしれないとも期待はしていた。

　こうも意識するようになったのは、あくまで再会後のことである。見ているだけで危なっかしいフェリオを、ただ心配しているだけのつもりが──あっという間に、心配以上の感情がどこからともなく湧わいてきた。その思いは、今や自分でも持て余しつつある。

　こんな時期に何を不ふ謹きん慎しんな──と、理性ではそう思う。

　ところが困ったことに、感情のほうは理性でどうにかなるものでもない。

　無む論ろん、外見上はいくらでも取とり繕つくろえるし、ウルクもそのつもりだったが──人生経験が長く、なおかつ幼い頃ころのウルクも知るエヴァ司祭には、察せられるものがあったらしい。

「隠すことはありません。気づいていないのは、フェリオ様ご本人くらいのものでしょう。お付きの騎士の方かた々がたも、すでにお気づきのご様子でしたよ」

「え──」

　ウルクは絶句した。途と端たんに顔が赤くなってくるのを自覚する。同時に、そんな自分をひどく情けなく思う。

　今がどういう時か──フェリオがどういう心で、この事態に臨のぞんでいるのか──それがわかるだけに、見み様ようによっては幼よう稚ちな自分の心が恨うらめしい。

「──こんな大変な時に──私は──」

　俯いたまま、ウルクは消え入りそうな声で呟つぶやいた。

「愚おろかだと、自分でも思います……」

「いいえ！　愚おろかだなんて、とんでもありませんわ」

　エヴァ司し祭さいは即座に断言した。

「ウルク様のお心を、私はとても尊とうとく思います」

　祖母が幼い孫に語りかけるような声だった。ウルクは困こん惑わくし、つい、エヴァにすがるような眼めを向けた。

〝生命〟を象しよう徴ちように掲かかげるウィータ神殿の教きよう義ぎは、神しん官かんの恋愛事にも寛かん容ようではある。教典だけを読めば、むしろ推すい奨しようの傾向にあるとさえ言ってもいいが、しかし根が真面目まじめなウルクにしてみれば、今はそんなことに心を砕くだいている場合ではないはずだった。

　そんなウルクの懊おう悩のうを見み透すかしたように、エヴァは朗ほがらかに声を紡つむいだ。

「これもまた、さだめというものでしょう。きっと神様が、ウルク様とフェリオ様の御縁をつなごうとなされたのです。その御み心こころを知る術すべはありませんが、決して、愚かなことではありません。どんな時にも尊いことですよ、人が人を想おもうことは──ウルク様は、どうかその御心を大切になさってください」

　どこか遠くを見つめるような眼をして、エヴァ司祭は呟つぶやいた。

　あるいは見ているのは、過ぎ去った自身の過去なのかもしれない──ウルクはそんなことを感じた。

「きっとフェリオ様は、ウルク様のその御心を裏切りません。私はそう思います」

　気休めじみたエヴァの言葉に、ウルクは頷うなずくこともできず、かといって否定する気にもなれず、黙りこくって膝ひざの上に手を握った。

　しばらくの間まを置いて、ウルクは正しよう真しん正しよう銘めいの本ほん音ねを漏もらす。

「フェリオ様が、無事に戻ってきてくださるなら……私は、それだけで充分です」

　その言葉は、噓うそ偽いつわりのない今の本心だった。

　深しん更こうを迎えて、不安はいよいよ増すばかりだった。

　ふと、どこか遠くで、鳥の鳴く声が響いたような気がした。

　ウルクはびくりと肩を震わせる。

　老齢のエヴァ司祭には聞こえなかったらしく、特に反応はない。あるいはそれこそ、ウルクの聞き間違いだった可能性もある。

　ウルクだけに聞こえた鳥の声は、おそらくは玄げん鳥ちようのものだった。

　カァ、と、一鳴き──ウィータ神殿では、古くから不ふ吉きつとして忌いまれる声こわ音ねである。

　中天の月に雲がかかり、部屋が急に暗くなった。

　ウルクはひっそりと肩を震わせ、両手の指を祈いのりの形に組み直す。

　今夜は、もう眠れそうになかった。
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　夜半を過ぎた城内は、ひっそりと静まりかえっていた。

　足音を忍しのばせ、時に警けい邏らの衛兵達をやり過ごしながら、フェリオとライナスティは城の奥へ奥へと順調に進んでいった。

　城に侵入したばかりの時に一度は見つかりかけたが、それを除けば、城内の警備は不思議なほどに手て薄うすだった。衛兵の数が少ないわけではない。だが、その配置に穴が多いのだ。

　人々の間には、外がい務む卿きようのラシアンとフェリオ達が、共に逃亡したと報じられている。今のこの時期に王宮への侵入者などそうはいない──城の側では、あるいはそんなことを考えているのかもしれない。

　そんな城内において、フェリオ達は貴き人じんの監かん禁きんされていそうな部屋を順じゆん繰ぐりに確認して回った。ある部屋にはダスティア卿きように近い立場の貴族が監禁されていたが、確認しただけで接触はせずに、そのまま置いてきた。肝かん心じんの人物を見つけるまでは、足手まといを連れていくわけにもいかない。

　そしてところどころに身を潜ひそめつつ、フェリオとライナスティは城の西側、牢ろう獄ごくのある辺りまでやってきていた。

　侵入した場所からはすでにずいぶんと遠いが、脱出時にはこのまま、城の中庭を突っ切る形で逃げる算さん段だんを整えてある。

　ウィスタルやダスティアが捕らえられているとすれば、その牢がもっとも可能性が高い──フェリオはそう踏んでいた。

　理由は単純で、昔から慣例として、大罪を犯した貴人の監禁に使われてきた場所なのだ。百年ほど前には、喧けん嘩かによって仲なか違たがいした貴族同士が、その処分が決まるまでを過ごし、さらにその前には、王族を殺したある貴族が処しよ刑けいまでの間を過ごしたりと、前例が多い。

　牢としての体てい裁さいも整っており、武術に優すぐれたウィスタルなどを押し込めておくには格好の場所でもある。

　そこ以外には、王宮の深しん奥おうにある塔とうも監禁には適した場所だが、そちらは入り口が小さく、警備が厳重すぎて、少人数ではどうしようもない。退たい路ろも容よう易いには確保できないため、捜そう索さくそのものが難しいが──おそらくそちらには、正せい妃ひマリーベルや、皇太子妃ラウナ、その息むすこであるアーベルトらが囚とらわれているはずだった。

　塔内の部屋が牢よりはやや整っており、過去、罪を犯おかした王族はそちらへと収容されてきた。

　どちらに誰だれがいるかについては、確証があるわけではない。だが、これから行く牢獄の辺りにウィスタルやダスティアがいなければ、彼らも塔の側にいるらしいと推測ができる。その情報を得ることは、今後の救出作戦のためには決して無意味ではない。

　あくまで今日は偵てい察さつで、もし救出が可能ならば、その時は臨りん機き応おう変へんに対応する──その方針は、侵入前から変わっていなかった。

　塀へいに囲まれた中庭を経由して別べつ棟むねに渡り、牢ろう獄ごくの入り口近くまでたどりつくと、さすがにそこには警備の兵がいた。

　地下へと続く石階段の前に二人──ただし、双方ともに壁に背を預けて座り込み、ぐっすりと眠っている。その足元には、ランプに照らされて酒さか瓶びんが見えた。

　そのあまりの油ゆ断だんぶりに、フェリオは溜ため息いきを吐ついた。衛兵の質がさほど高くないことはよく知っていたが、よりにもよって、牢の前に配する人材ではないように思う。今に関して言えばありがたいが、この国の王族としては複雑な心境だった。

　ライナスティがフェリオの肩に軽く触れた。

「天が味方してくれたみたいですよ。この際、いきますか？」

　フェリオは一瞬の間まを置いて頷うなずいた。

「見張りがいるってことは、奥に誰だれか要よう人じんが囚とらわれているはずだ。あいつらを縛しばっておいて、中に入ろう」

　警備の兵とはいえ、アルセイフの人間である。寝込みを仕し留とめて殺すのは忍しのびない。フェリオは自分の甘あまさを自覚していたが、ライナスティも同意見らしく、そのことについては何も言わなかった。

　ライナスティが、背に負った袋からロープ一式を取り出した。目め隠かくしと猿さる轡ぐつわに用いる布も周しゆう到とうに用意してある。

　フェリオ達は足音を消して、眠りこける二人の衛兵に忍び寄った。

　二人共に、酔よっ払ぱらってよく眠っていた。いびきまでかいているところを見ると、そのまま放っておいても容よう易いには起きそうにない。

　案あんの定じよう、ライナスティが猿轡を嚙かませても、二人は軽く呻うめいただけで、そのまま眠り続けていた。

　何の抵抗もないまま、呆あつ気けなく二人を縛しばり上げて床ゆかに転がす。

「……どう思う、これ？」

　フェリオが呆あきれ返って問うと、ライナスティは苦笑した。

「まぁ、衛兵にもいろいろといましてね。若い連中の中には緊張しているのも多いようですが、中にはこういうのもいますよ。ただ、それにしても人数が少ないですから……この分だと奥にいるのはうちの団長や、俺おれ達を逃がす時に足止めになった騎士団の連中かもしれません。ダスティア卿きようはいないかもしれませんね」

　仮かりに位くらいの高い貴族を捕らえているのであれば、いくらなんでもこの警備の甘さはあり得ない。騎士団長のウィスタルはともかくとして、囚われた騎士達ぐらいは、この奥にいそうな気がした。

　うまく人数を揃そろえられれば、あるいはそのまま彼らを陽よう動どうに回し、その混乱に乗じてダスティアらを探すという流れも期待できる。

　フェリオは衛兵達の傍そばにあったランプを取り上げ、階下へと進んだ。

　しっとりと湿気を含んだ冷たい空気が首筋に触ふれる。あまり使われることもない牢ろう獄ごくは、それほど汚れておらず、たいして臭においもしなかった。人の記憶が薄れ、それに伴ともなって記録が失われていくように、汚れや臭いも風化していくものである。

　照らしたランプの両りよう脇わきには、鉄てつ格子ごうしの部屋がいくつも並んでいた。

　手前のいくつかの部屋は明らかに無人である。角を曲がりながら奥に入っていくにつれ、フェリオの胸には失望が訪れた。騎士団の者達は、ここにはいない。もしここにいるなら、部屋の数からして、そろそろ誰だれかの気配がなければおかしかった。

　ならば、ここには誰が──

　そう思いながら奥に灯あかりを向けると、牢の一つから人の動く気配が伝わってきた。

「──何者か」

　低く静かに誰何すいかする声は、老女のものだった。

　フェリオはライナスティと顔を見合わせる。聞き覚えのある声だった。

　ランプを片手に駆け寄り、光を差し向けたそこには、やつれた顔の老女が一人──

　正せい妃ひ、マリーベルだった。

　さらに隣の牢では、皇太子妃のラウナと、その息子むすこのアーベルトとが穏おだやかに寝息をたてている。

　思わぬ事態に、フェリオは啞あ然ぜんとした。

　レージク達からしてみれば、正妃や皇太子の息むすこは最重要人物であり、同時に同じ王族でもある。そんな人々を、こんな装飾もない、ただ罪人を押し込めるための牢獄に捕らえ──しかもあの程度の衛兵でしか警備をしていないとは、まさに意表を突かれた。

　正妃マリーベルはランプの光に眼めを細め、毅き然ぜんとした声を張った。

「こんな夜分に──私を殺しにでも参られましたか？　王族を手にかけるということが、どういうことか……」

「正妃、違います。私です」

　フェリオは小さく声を投げた。石壁の牢ではそれでも反響してしまうが、角が入り組んでいるだけに、外にはあまり漏もれていないはずである。

　正妃は、鉄格子の外にいるのが、毛嫌いしていた第四王子のフェリオだと気づいたものらしい。ランプの光に負けぬよう、険けわしい眼つきで睨にらみを利きかせてきた。

「……わざわざ私を嘲あざけりに来られたのですか。ダスティア卿きようと同じく、貴方あなたもレージクに屈くつしたのですね？」

　その言葉に、フェリオは眼を剝むいた。正妃の誤ご解かいはともかくとして、ダスティアのことについて驚いたのである。

　フェリオはやや早口になって、まずは正せい妃ひの誤解を解ときにかかる。

「正妃、それは違います。私もレージク兄様と対立し、今夜は忍しのんで偵てい察さつに来たのです。あわよくば、捕らえられた方かた々がたを救出しようと……今、レージク兄様の強ごう引いんなやり方に反抗し、ラシアン卿きようが諸しよ侯こうへの連絡を急いでいます。私もその手伝いを──それより、ダスティア卿が兄上に下くだったというのは本当ですか？」

　フェリオの問いに、正妃は眉まゆを険けわしくしたまま、唇を尖とがらせた。

「……より正確には、下る直前に逮たい捕ほされたのですが──それより、つまり貴方あなた達は、私達を助けに来られたと？」

　問われて、フェリオは言葉に迷った。

　助けたい気持ちはある。だが、老いたマリーベルや幼いアーベルトを連れて迅じん速そくに城外まで脱する自信はない。途中に越えねばならない壁や堀ほりも多く、幼いアーベルトにいたっては、仮かりに泣かれでもしたらどうしようもなかった。

　男のダスティア卿一人なら、老齢とはいえまだどうにかなる。いざとなればライナスティやフェリオで担かつげばいい。だが、女二人に子供一人となると、これはさすがに難しい。

　フェリオは心を鬼おににして、低く呟つぶやいた。

「……申し訳ありません。今日は偵察だけです。数日のうちに、ラシアン卿が一軍を組織し、皆様を救いに来られるはずです。それまで、ご不ふ便べんでしょうが今しばらく──」

　正妃マリーベルは、厳きびしい眼めでフェリオを睨にらんだ。

「その間に、我々は殺されるのでしょうね」

　フェリオは言葉に詰まる。

　マリーベルの言ったことは、確かにあり得ることだった。かといって、今、ここにいる彼女らを連れて城外に脱する手段をフェリオは思いつかない。

　マリーベルは、フェリオからついと視線を逸そらし、続けて毅き然ぜんと言い放った。

「ですが、私は貴方に助けてもらおうとも思いません。どこへでもお行きなさい。どのみち鍵かぎがなければ、この鉄てつ格子ごうしもどうしようもないのでしょう」

　正妃はこんな時にも泰たい然ぜんとしていた。彼女の自じ尊そん心しんは、牢ろう獄ごくにおいてさえも揺るがないらしい。

　──鉄格子に関しては、どうにかなる。フェリオの腰には、斬ざん鉄てつも可能とする愛用の刀があった。だが、いまさらに正妃へそんなことを告げても意味がない。

　フェリオ達へ冷たい視線を向けながら、正妃は静かに語る。

「ダスティア卿やウィスタル卿は、警備の厳しい塔とうの側に移されたようです。あちらはあちらで──」

　ふと──フェリオのすぐ脇わきで、風を切る音がした。

　刹せつ那なの間まを置いて、とすん、と、軽い音が正せい妃ひのすぐ傍そばで響く。

　同時に、彼女の声が不自然に止まった。

　照らしたランプの下──正妃の首には、一本の短剣ダガーが突き立っていた。

　深ふか々ぶかと、まるで初めからそこにあったかのような存在感をもって、短剣ダガーは正妃の喉のどを完全に貫つらぬいている。

　何が起きたのかをフェリオが把は握あくする前に、正妃は両目を見開いたまま、後ろへその身を倒していった。ランプの光の中で、喉から黒ずんだ血が溢あふれ出す。

　脇わきのライナスティが息を詰めた。

「フェリオ様！」

　小さく、しかし緊きん迫ぱくした声で叫び、ライナスティがフェリオの背の側に回り込んだ。

　がこん、と鈍にぶい音がして、ライナスティは低く呻うめく。胸当てに何かが当たったのだ。

　そしてフェリオは、ようやくに事態を察し、素早く振りかえった。

　盾たて代わりになってくれたライナスティの脇に回りながら、ランプを背後の牢ろうに向ける。

　牢の奥に、盗とう賊ぞくが着るような薄い黒こく衣いに身を包んだ娘が立っていた。顔も布で隠かくしていたが、細く凹おう凸とつのはっきりした体型は明らかに女のものである。

　その存在に、フェリオ達はまるで気づいていなかった。気配を消していたにせよ、静せい寂じやくの中で呼吸さえも悟さとらせないとは尋じん常じようなことではない。

　彼女が狙ねらいすまして投げ打った短剣ダガーが、正妃の喉を貫つらぬいた──フェリオがそう察するのと、次の短剣ダガーが飛んでくるのは同時だった。

　盾になっていたライナスティを突き飛ばすようにして射しや線せんからどかし、自らも身を捻ひねる。その耳元を風が抜けた。

　フェリオは転げるようにして、ライナスティとともに廊下の角へ身を寄せる。気づけばいつの間にか、ランプをその手から落としていた。

　唐とう突とつな襲撃者は、入り口に近い側に立っていた。

　短剣ダガーの射線から逃れたフェリオ達は、廊下の奥に押し込まれた格好となる。その先は行き止まりだった。

　この場を脱するためには、目の前の襲撃者を退しりぞけなければならない。

　フェリオ達が壁に身を寄せてすぐに、たん、たん、と、二度ほど軽い音が鳴った。

　音の出で所どころは、正妃のいた牢ろう獄ごくの隣である。そこには皇太子妃のラウナと、来訪者ビジターに殺された皇太子ウェインの長男、アーベルトが眠っていたはずだった。

　何が起きたのかは、見なくてもわかった。

　眠ったまま──皇太子妃とその息むすこは、おそらくは永遠の眠りについたのである。

　フェリオの顔色が蒼そう白はくに転じた。ライナスティも息を飲む。

「何者だ──」

　不意の刺し客かくに向けて、フェリオは険けわしい声を投げた。

「御ご機き嫌げんよう、貴方あなたがここの王子様？」

　女は場違いに和なごやかな声を漏もらした。フェリオは応こたえない。廊下の角に身を隠かくしたために、女の姿は見えなかったが、彼女は少し離れた位置に立ち止まっているようだった。

「酷ひどいことをするわね。わざわざお城にまで忍しのび込んで、同じ王族の正せい妃ひ様達を殺すなんて──」

　女の言葉に、フェリオは眉まゆをひそめた。目の前で正妃達を殺したのはその女である。意味がわからない。

　女はくすくすと笑った。

「彼女達は貴方が殺したのよ、王子様。貴方も、軍ぐん務む卿きよう暗殺の共きよう謀ぼう者しや──貴方は崖がけのところで正妃達に裏切られて、殺されそうになったの。その仕返しと、陛へい下かの暗殺に失敗したこの人達の口封じのために、わざわざ危険を冒おかしてここまでやってきた──」

　口元を覆おおった覆ふく面めんの合間から、女の眼めがにっこりとフェリオに笑いかけた。

「世間的にはそういうことになるから、安心して私に討うたれなさい」

　フェリオの背に──大量の汗が、一度に浮いた。

「おまえは──兄上の雇やとった刺客か」

　女はくすくすと笑って答えない。

　今にして、レージクの罠わなに嵌はめられたことをようやくに察した。

　ここにウィスタルらが囚とらわれていると予想すること、少人数で忍び込んでくること──レージクは、フェリオのその動きを読んでいたらしい。兄の頭がそこまで回るとは、フェリオも思っていなかった。

　レージクが正妃を殺したのでは、諸しよ侯こうにいい印象をもたれない。しかし、これが忍び込んだフェリオの仕し業わざということになれば、レージクの正しさを裏付ける根こん拠きよにもなる。

　真実はどうでもいい。必要なのは諸侯に説明するための、〝辻つじ褄つまの合う事実〟と、〝納なつ得とくのいく説明〟なのだった。

　そのことに気づいたフェリオは、自分の迂う闊かつさに歯は嚙がみした。城全体の警備が存外に手て薄うすだったのも、外の衛兵が酔よって眠っていたのも、つまりは誘いだったことになる。

「──まんまと乗せられたのか──」

　フェリオは苦しい声を漏らした。両側を鉄てつ格子ごうしに挟はさまれた地ち下か牢ろうの廊下で、女がくすりと笑いを漏らす。

「正妃を殺したのは貴方──あながち、噓うそでもないわ。本当に貴方が殺したようなものよ。貴方がちゃんと来たら、この人達を殺すようにって言われてたの。貴方が来なかったら、この人達はもうしばらく、生きていられたでしょうね」

「ふざけるな！　殺したのはおまえだ、フェリオ様じゃない」

　ライナスティが控えめに声を荒げた。本当は大声で威い圧あつしたかったのだろうが、まかり間違って外にまで聞こえては都つ合ごうが悪い。

　珍しく怒いかりを露あらわにするライナスティの声を聞きながら、フェリオは女の言葉を嚙かみ締めていた。

　正せい妃ひ達を殺したのは、確かにその女であって、自分ではない。ただ──彼女達を死なせたのは、自分の失しつ態たいだった。

　予想外の事態だったからと言いい訳わけはできない。もう少し考えが深ければ、レージクの策さく略りやくに気づいていれば……そんな後こう悔かいが胸を占しめた。

　フェリオは刀を握る指に力を込めた。

　──ここで殺されるわけにはいかない。それこそレージクの思う壺つぼである。

　死者が蘇よみがえらない以上、せめて殺された正妃達の仇かたきを取ることが、今のフェリオにできる精一杯だった。その仇とは、目の前の女だけではない。潰つぶすべきはレージクの野心、そのものである。

　角に隠かくれているフェリオは、敵の気配を探りながら待まち伏ぶせの態勢になっていた。

　近づけば斬きられる──その意識が働いたのか、女はなかなか動こうとしない。時間が経たてば経つほど、不利になるのはフェリオ達である。いずれ衛兵達に気づかれれば、城からの脱出も難しくなるはずだった。

「……来ないの？　せっかく、覚かく悟ごが決まるまで待ってあげてるのに──」

　また女がくすりと笑った。

　内心の焦あせりを隠して、フェリオはじっくりと相手の気配を探る。

　鍵かぎの開く音がして、フェリオは彼女が牢ろうに入ったことに気づいた。

　正妃に使った短剣ダガーを回収しているのかもしれない。この隙すきに廊下を突っ切れば──そうも思ったが、一方でその動きは誘いである可能性も高かった。

　女の武器は飛び道具で、フェリオのほうは接近戦用の刀である。鉄てつ格子ごうしを盾たてに狙ねらい撃たれれば、反撃が届く前に殺やられそうだった。

「本当に来ない気？　お姉さんがおいでって言ってもだめ？　──恥はずかしがり屋さんなのかしら」

　娼しよう婦ふが誘うような声で呟つぶやき、女が動いた。

　足音を消し、滑すべるように駆け寄ってくる気配を読んで、低く腰を落とす。

　そしてフェリオは、彼女が近づくのに合わせて角から飛び出し、その場所に向けて一心に刀を抜き撃った。

　闇やみの中──ぶつりと肉を斬きる、確かな手て応ごたえがあった。牢の前で床ゆかに落としたランプが、斬ったその女の影をぼんやりと浮かび上がらせる。

　ちょうど腰の真ん中を、一刀両断に──

　老いた〝正せい妃ひ〟の体が、半分に分かれて崩くずれ落ちた。

　思いがけない光景に、フェリオは眼めを剝むいた。眼を見開き、口から血を溢あふれさせた死体は、その場にゆっくりと倒れ伏す。

　間違いなく、それは正妃、マリーベルの体だった。

　刺し客かくの女は殺した正妃の体を牢から持ち出し、フェリオ達のいる側に向けて突き飛ばしたのである。

　単純なことだったが、フェリオ自身には思わぬ衝しよう撃げきをもたらした。

　正妃の体を持ち上げて運べば、音でそれがわかってもよさそうなものだが──それらしき気配は少しもなかった。

　驚きのために、一瞬だけ体が硬こう直ちよくする。その隙すきに乗じて投げ打たれた短剣ダガーが、フェリオの眼がん前ぜんに迫った。

　咄とつ嗟さにフェリオは、無意識に近い動きで首を傾かしげた。頰ほおに熱い感かん触しよくが走る。かすめた短剣タガーが肉を裂き、一ひと条すじの傷をつくった。

　瞬間的に鞭むちで打たれたような痛みを感じ、フェリオはよろめいた。

　短剣ダガーはそのまま背後の壁にあたり、がつんと鈍にぶい音を立てて床ゆかに落ちる。落ちた短剣ダガーの柄つかの部分に、一瞬だけ光の筋がつながって見えた気がしたが、それは錯さつ覚かくかもしれない。

「よく避よけたわね。でも──これで〝正妃様を殺したのは貴方あなた〟ってことで、いいわよね？」

　女が笑った。ランプに照らされた顔は、心しん底そこから楽しそうに微笑ほほえんでいる。

「言っておくけれど、その人、まだ少しは息があったのよ。たった今、貴方がとどめを刺したの。これで心置きなく死ねるでしょう？　殺される理由ができたんだから」

　くすくすと、くすくすと──笑い続けている。

　呆あ然ぜんとするフェリオに代わり、激げつ昂こうしたのはライナスティだった。

「この野や郎ろうっ！」

　女に対するものとしては適切でない罵ば声せいを張り上げて、角から走り出たライナスティが剣を突き込んだ。やや頼りない外がい見けんと物もの腰ごしに似ず、ライナスティの扱う剣は荒く激しい。ことに今は怒いかりのためか、勢いが特に強かった。

　渾こん身しんの突きは、女にとっても意外な速さだったらしい。彼女が態勢を崩くずしたところへ、ライナスティはそのまま剣を突き直す。

　狭せまい廊下で動きは制限されがちだったが、それでも剣先は充分に鋭い。

　防戦に回った女は、投とう擲てき用の短剣ダガーを両手に握り、器用にライナスティの剣をさばいた。反撃の余よ裕ゆうはないのか、その身は数歩ずつ後ずさっていく。

「……ふぅん、ただのお付きかと思っていたら、少しは剣を使えるのね。でも──ちょっとだけ、甘あまいかしら」

　態勢とは裏うら腹はらの、余裕に満ちた声でからかうように呟つぶやき──女は片手を突き出した。

　その瞬間、伸ばした手の先から、雷かみなりに似た閃せん光こうが迸ほとばしった。

　ライナスティは呻うめきとともに眼めを覆おおい、背後に尻しり餅もちをつく。やや離れていたフェリオは眼をやられずに済んだが、ライナスティの危き難なんに合わせて、慌あわてて刀を突き入れた。

　それと察して、女も一歩を退ひいた。

　くすくすと笑って、女は袖そでに隠かくした奇妙な装そう具ぐを見せびらかした。手の甲の部分にごく小さな穴があいていることを除けば、ただの黒い籠こ手てにしか見えない。フェリオは用心深く刀を構え、ライナスティの脇わきに立った。

「びっくりした？　ラトロアの新技術なんだけれど、こんな田舎いなかじゃまだ知られてないわよね。けっこう便利なのよ」

　女の手が、ぼんやりと光った。フェリオはその輝きに眼を見張る。

　──よく似た光を、ここ最近のうちに見たことがあった。思いだすまでもない、〝来訪者ビジター〟達の腕うで輪わから発せられていた光である。

　ただし刺し客かくの女は、腕輪らしきものは嵌はめていなかった。光っているのも籠手ではなく、彼女の手、そのものである。光をまとっているというよりは、肌はだの内側から光が透すけているような印象だった。

「この手の光は、死の神霊アービタ・スピリットの力──さっきの眩まぶしいのは、籠手に仕込んだ装置を神しん霊れいの力に反応させて光らせたの。そっちは錬金術アルケミーの成果なんだけれど、王子様にはそういう知識はないのよね？」
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　自じ慢まんげに呟つぶやいた後で、女が弾はじかれるようにして動いた。その並なみ外はずれた速さに、フェリオはあの来訪者ビジターの少女──リセリナの動きを連想する。

　考えるより先に体が動いた。ウィスタルに仕込まれたままの動きで、フェリオは女に応戦を試みる。

　手をかざし、人ならぬ獣けものじみた速さで飛び込んでくる女に対し、フェリオは真まっ向こうから刀を振り下ろした。

　女はわずかに身をずらして、その切っ先を避よけ切る。刀を振り下ろしたフェリオの隙すきは明らかだった。

　しかし、女がさらに間合いを詰めるより早く──

　フェリオは刃を上に返し、神しん速そくの勢いで跳ね上げた。

　一いつ旦たんは振り下ろされた刃が、すぐさまに切り上げられる──その意表を突いた動きに、女の反応がわずかに遅おくれた。それでも彼女は、辛かろうじて半歩分は身を反そらし、危あやういところで致ち命めい傷しようは避ける。

　跳ね上がった刃は、間合いを詰めつつあった女の太ふと股ももをざっくりとかすめ、血をしぶかせた。

　女はがくりと膝ひざをついたが、その手はまだ不ふ穏おんな光を宿している。

「ライナスティ！　ここは退ひくぞ！」

　声をかけておいて、フェリオは眼めを押さえて呻うめくライナスティの腕を取った。同時に、邪じや魔まな刀を一いつ旦たん納める。

　傷を負った女は顔をあげ、微笑をもってフェリオを見た。その視線に、フェリオはぞっとした。

「ひどいじゃない、私を斬きるなんて──惚ほれちゃいそう」

　うっとりとしたその眼まな差ざしは、傷に痛みを感じていないかのようだった。

　半なかば倒れるようにしながら、女はその手をフェリオに向けて滑すべらせた。

　紙一重にかわしたフェリオは、逃げる方向へとライナスティを突き飛ばし、自らも女の脇わきをすり抜ける。

　女の片手から、フェリオをめがけて細い光の糸が伸びた。それぞれの指先に一本ずつ、あわせて五本の光が蚕かいこの糸のようにするすると伸びて、フェリオの足元に追いつく。

　まるでロープを絡からまされたかのように、フェリオはそこに転倒した。

　光で構成されているかのような糸にも関かかわらず、そこには滑なめらかな質感が伴ともなっていた。

「逃げちゃだめ。夜はまだ長いんだから、ね？」

　女が囁ささやくように呟く。刀を抜くよりも先に、フェリオは近くに落ちていたライナスティの剣を拾い上げた。当のライナスティは、フェリオの少し先でまだ眼を覆おおって呻いている。

　拾った剣で、フェリオは女の指から伸びた奇妙な糸を斬ろうとした。しかし刃を打ち込んでも、光の糸は刃にあたって伸びるばかりで、なかなか切れそうにはない。

　女がすっと手を引いた。糸の絡からまったフェリオの脚がその動きに引きずられる。

　女のものとは思えぬほどに恐ろしく強い力だった。抵抗の甲斐かいもなく、フェリオの体は逆さまに天井近くまで持ち上げられ、そのまま牢ろうの鉄てつ格子ごうしにぶつけられる。

「くっ──！」

　肩から鉄格子に激突し、フェリオは衝しよう撃げきに呻うめいた。

　さきほど、彼女が正せい妃ひの体を投げつけてきた時──この糸を用いたらしいことに、フェリオは今になって感づいた。衣きぬ擦ずれの音などもほとんどなかったことを不思議に思っていたが、この糸の力ならば、人一人くらいは持ち上げられる。

　視界も定まらない中、フェリオは手にしていたライナスティの剣を、女にめがけて投げつけた。

　女は柔じゆう軟なんに身をひねって、その刃をかわす。

　次いでフェリオは腰の刀を引き抜き、脚を吊つる光の糸をかすめ切った。

　今度は、不思議なほどにあっさりと糸が切れた。

　頭から逆さに落ちるところを、どうにか体を丸めて腕で庇かばう。

　光の糸は切ったところで消失し、女は再び手を構えた。

　フェリオは素早く身を起こし、ライナスティの背を押して一いつ散さんに走り出す。

　女が糸を伸ばす前に、フェリオはその場を離れようとした。

　相手の実力もわからないこの状況で戦うことは得とく策さくでない。もし彼女を倒すことができても、万が一、フェリオ達の側が怪け我がをして逃げ遅おくれれば、レージクの策に嵌はまってしまうことにもなる。

　フェリオはライナスティの手を引いてひたすらに走った。地ち下か牢ろうを抜けて城の廊下に、そして中庭に──衛兵に気づかれぬことを祈いのりながら、城の外を目指す。

　今はとにかく、逃げ延のびてラシアン達と合流することが先決だった。正妃殺しの汚お名めいを一時は着ることになったとしても、その無実を晴らすためには生きて逃げ延びるしかない。

　──無実──

　本当にそうだろうかと、フェリオは一瞬考えた。

　最後に正妃を斬きったのは、自分の刀だった。

　正妃を〝殺した〟のは、やはりあの女である。女の行動と言葉は、自分の動揺を誘うための小こ細ざい工くだったのだろうと、理り屈くつではわかっていたが──しかし、手には正妃を斬った感かん触しよくがまだ残っていた。

　人を斬ったのは初めてではない。過去には盗とう賊ぞくなどを相手に立ち回ったこともある。だが、戦う意思のない者、あるいはその意思を失った者を斬ったのは、不ふ可か抗こう力りよくに近いとはいえ、初めてのことだった。

　正せい妃ひはフェリオが斬きる前に、もう死んでいた公こう算さんが強い。仮かりに息があったとしても、脊せき髄ずいにまで達するほど深く喉のどを貫つらぬかれては、どのみち助かるはずもなかったが──しかし、後あと味あじの悪さはどうにも消せなかった。

「くっ……フェリオ様──？　くそっ、眼めが──」

　ライナスティが、眼を激しくしばたたかせながら、低い呻うめきを漏もらした。少しずつ視力が戻ってきたらしく、走る足取りが確かなものになりつつある。

「無事か？　ひとまず退ひくぞ。ウィスタルやダスティア卿きようを助けられなかったのは残念だけど……今夜のところは、これ以上はもう無理だ」

　フェリオの声も自然と険けわしくなった。女は追っては来ない。しかし、じきに衛兵達が駆けつけてくることは予想できた。

　フェリオは走りながら、今の戦闘で負った唯ゆい一いつの傷──女の短剣ダガーがかすめた頰ほおの傷に、そっと手で触ふれた。ぬるりとした血の感かん触しよくが掌てのひらにこびりつき、意外な出血の量に自分でも驚く。気が昂たかぶっているせいか、あまり痛みは感じない。痛つう覚かくが麻ま痺ひしているような気配もあった。

　ライナスティが悔くやしげに声を漏もらした。

「あの女──レージク様が雇やとった、暗殺者でしょうか？」

「だろうな。ただ、えらく口が軽いみたいだったけれど──」

　どこか人を食った女の言葉は、今もフェリオの耳にこびりついていた

　しかし気になったのは、その言葉だけではない。

　彼女の手を包んでいた淡い光──

　その光を目まの当あたりにしたフェリオは、フォルナム神殿において、父と兄を殺した来訪者ビジター達を思い出していた。

　刺し客かくの女には腕うで輪わを嵌はめている様子はなく、また当人はその力を〝死の神霊アービタ・スピリットの力〟〝ラトロアの新技術〟などとも言っていたが、本質がまるでわからない点では共通している。

　もしかしたら、彼女もまた〝来訪者ビジター〟なのかもしれない──フェリオはそうも考えかけたが、次の瞬間には思し考こうがある可能性に至り、ぶるりと背を震わせた。

　彼女が来訪者ビジターではなく、この世界の人間だとしたら──

　来訪者ビジターの扱っていたような特殊な力が、彼らに特有のものだという根こん拠きよはない。今までその力が知られていなかっただけで、もし、この世界の人間にもあの不可思議で常じよう軌きを逸いつした力が使いこなせるとしたら──

　その力を持つ国と持たない国とでは、軍事力に決定的な差が出るはずだった。

〝ラトロアの新技術〟──

　女の呟つぶやいたその単語が、ひどく気にかかった。

　ラトロアは、この大陸でもっとも大きな領地を持つ、遙はるか西方の大国である。アルセイフから見ると間に他国が挟はさまれているため、直接的な関かかわりはほとんどない。

　ラトロアは、ウィータ神殿を中心とする御柱ピラーの信仰に敵対する存在だった。

　輝石セレナイトを産出する御柱ピラーを領内に持たないため、大国ながら、国力の面ではタートムやジラーハとの間に均きん衡こうを保っている。彼かの国とは表立っての貿易も禁じられており、またその国境付近では小こ競ぜり合あいも多く、旅をして行き来できる者もごく少ない。

　タートムやジラーハあたりは、その侵しん攻こうに神経を尖とがらせているらしいが、フェリオ達にとっては、今のところは対岸の火事だった。

　フェリオは漠ばく然ぜんとした不安を覚えながら、足を速めようとした。その足がふともつれて、危あやうく転びそうになる。辛かろうじて蹈鞴たたらを踏み、フェリオはそのまま走り続けた。

　その様子に気づいたライナスティが問う。

「フェリオ様のほうは、お怪け我がは……？」

「特にない。短剣ダガーが少しかすめただけだ」

　フェリオは即答した。ライナスティが眼めを擦こすりながら首を傾かしげる。光に眩くらんだその眼は、もうほとんど回復したようだった。

「足をやられましたか？」

「え？　いや、顔のかすり傷だけ……」

　否定したそばから、フェリオはまた足をもつれさせ、勢いよく転びそうになった。慌あわててライナスティが、脇わきからその身をがっちりと支える。

「ふらついてますよ、フェリオ様。どこかやられたんじゃないですか？」

「いや……大丈……」

　くらりと、世界が揺れた。

　フェリオは呆ぼう然ぜんとして、自分の身に起きつつある異い変へんをやっと自覚した。

　視界が妙に狭せまい。もつれた足はそのまま力を失って、その場に身を崩くずしそうになった。

　少し前まで走れたことが噓うそのように、今は体中の筋肉が弛し緩かんして力が入らない。

「フェリオ様……？　フェリオ様！　どうしましたか！」

　耳元で、ライナスティが声をあげた。その声もやけに遠く、まるで耳に詰め物をされたように聞こえにくい。

　意識がゆったりと暗転を始める。

　抗あらがい難い闇やみが思し考こうを覆おおい、すぐに視界も閉ざされた。

　ライナスティが耳元で何かを叫んでいたが、もはや何を言っているのか理解できない。

　その脳のう裏りに最後に浮かんだのは、帰りを待っているはずの親友──ウルクの姿だった。

　彼女の元に戻ろうとする、その意思さえもが闇に吞のまれ──フェリオはそのまま、気を失った。
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　世に生きる者には、さまざまな肩書きがある。

　商人や猟りよう師しなど、職業を表すもの。軍ぐん務む卿きようや政せい務む卿きようなど役職を表すもの。貴族や王族、平民など、身分を表すもの──

　文明と社会ができあがり、多くの他人同士が共に生きる中で、それらの肩書きは細分化されていき、生まれと同時にその肩書きを得る者もあった。

　その少年は、〝第二王子〟という肩書きを持っていた。

　生まれた時には、まだそうではなかったらしい。だが、生後まもなくそういうことにされ、少年は王族として生きることを運命づけられた。

　皇太子に次ぐ、二番目の王子──皇太子に不幸でもなければ、決して上には立てないことが生まれつきに決定している、皇太子の代だい替たい品ひん──

　全すべての運命が、自分自身ではなく、〝皇太子〟の生死によって左右される立場である。

　少年が自分の肩書きの意味をそう把は握あくしたのは、まだ幼い頃ころのことだった。意識し始めて以来、その認識は強まりこそすれ、弱くなったことはない。

　その意識を持ち始めて、しばらくの月日が過ぎたある時──第二王子は、王家の人間として隣りん国ごくに招かれた。

　来訪先は、歴史的に長い対立の続く北西の大国、タートムだった。危険を考こう慮りよして皇太子は行かず、ここでもその〝代役〟として、少年の第二王子が選ばれた。

　それまで第二王子は、自分の生まれた国から出たことがなかった。皇太子の代役とはいえ、この時だけは、嫌いな兄の代わりができることを嬉うれしくも思った。

　アルセイフの王都からタートムまでの道みち程のりは遠い。幾日も、幾日も、馬車に揺られる日々が続いた。窓から見える、空と大地と森と川とにすっかり飽あきがきて、旅というものがそれほど楽しいものではないと思い知らされた頃に、第二王子はようやく国境を越え、タートムの端のとある街まちに着いた。

　タートムの領地は広大である。国境からタートムの王都までは旅路として困難に過ぎるため、両国の代表者は、その街で会談を行う予定になっていた。

　席上では、タートム側はフォルナム神殿の産出する大地の輝石セレナイトを求め、アルセイフ側はザカード神殿の産出する火の輝石セレナイトを求めた。その交換の条件について、政治的な駆け引きが為なされる場に、第二王子は看板のような形で引っ張り出されたのである。

　看板だけに、ただ居ればいいだけだった。

　第二王子は特に何もすることもなく、異国での滞たい在ざいの日々を過ごした。

　その街より先のタートムの土地は、砂の海となっていた。その領土は決して砂さ漠ばくばかりではないが、それなりの範囲が砂に覆おおわれている。そのために、タートムの食糧事情や経済はあまりよくない。

　国境付近のその街まちは、それでも交こう易えきによって潤うるおってはいたが、そのことが余よ計けいに貧ひん富ぷの差をはっきりと際きわ立だたせていた。

　滞たい在ざい中のある日、第二王子は、母である第二妃ひとともに街に出た。母がタートムの工芸品を欲しがったために、現地の貴族の案内で細さい工く物ものの店に出向いたのである。

　街の特産品でもあるその細工物は、金属の箱に精せい緻ちな紋もん様ようを刻み、宝石で装飾を為なす華か美びなものだった。豪商や貴族達の屋敷では調ちよう度ど品ひんとして飾られるが、庶しよ民みんに手の届くような物ではない。

　商あきなう店も、富ふ裕ゆう層そうの顧客を迎えるために、美術館のような建物を構えていた。

　母親と取り巻きの貴族達が、商人の案内で陳列された品々を眺めている間──第二王子は、こっそりと付き人達の眼めをかいくぐり、店の裏側へと回った。

　子供らしい好奇心の赴おもむくままに、世間を知らぬ王子は人ひと気けの少ない中庭に出た。

　そこには、表の店とは雰囲気のまるで違う粗そ末まつな工こう房ぼうがあった。今にも崩くずれそうな古い石壁にあいた窓から、少年は中を覗のぞき込む。

　薄暗い中では数人の職人が、黙もく々もくと手を動かしていた。

　その中に、背を丸めた子供も混ざっていた。血走った眼で一心に金属の板へと向かい、まだ拙つたない手つきで木き槌づちと鑿のみを扱っている。傍かたわらでは、大人おとなの職人が宝石を削けずり、形を整えていた。

　いずれもその身はひどく細い。身につけた服も粗末で、窓から覗いただけでは、ただの薄い布をまとっているだけのようにも見える。

　対して、覗いている第二王子の側は、王族らしくきらびやかに整った衣装をまとっている。

　第二王子は、妙な心持ちになった。

　心に感じたのは、哀あわれみや同情ではなかった。自分がここで彼らを覗いていて、その自分が整った服を着ていることが、ひどく不自然なことのように思えて、居心地の悪さを感じた。

　鑿を握った少年は、感情を失ったかのような眼で、黙々と槌を振るい、金属に紋様を彫ほっていた。

　アルセイフにも、窓の向こうにいるような職人達はいる。だが第二王子の知る限り、その雰囲気はまるで違っていた。そう実例を多く知るわけではないが、着ているものも違えば体つきも違い、なにより──その眼つきが違っている。目の前の彼らには生気がなく、まるで意思なきままに動く人形のようだった。

　王子は背に冷たい汗を感じて、窓から数歩を後ずさった。

　その背に何者かが当たる。

　振りかえった王子は、そこにひょろりと背の高い、一人の老人を見た。襤褸ぼろの布を身にまとい、手には樫かしの杖つえを握っている。落ち窪くぼんだ二つの眼は、虫のように悠ゆう然ぜんとして心を読ませない。

　胡う乱ろんな眼めつきで王子を見下ろし、老人はぽつりと呟つぶやいた。

「──このような所に来られる身分の方かたとは思えませぬが──道に迷われましたかな」

　見み咎とがめられた王子は口を利きけずに、その場に尻しり餅もちをついた。腰が抜けたのだ。

「もし御ご所しよ望もうとあらば、お望みの場所までご案内いたしますが──」

　老人は掠かすれた声で言い、王子を見下ろし続けた。

　見上げた王子はその時、彼の片腕がないことに気づいた。肩の辺りが丸く盛り上がり、本来ならば腕のあるべき場所が潰つぶれている。

「そ、その腕──」

　王子はつい、指を差した。老人はにこりともしない。

「失礼。驚かせてしまいましたか。若き頃ころに、戦乱にて失い申した」

　老人は抑よく揚ようのない声で言った。

「セブラズ山地を根ね城じろにする、北方民族の者共と戦い、負った傷でございます。お見苦しいかと存じますが、ご容よう赦しやくださいませ」

　腕のない肩を、王子はまじまじと見つめた。

　よく見れば、老人の細腕は傷だらけだった。全すべて塞ふさがってはいるが、刃によると思おぼしき傷が目立つ。

「ほっぽう……みんぞく？」

「──御存知ではない？」

　老人の問いに、王子は頷うなずいた。

「北方の山に棲すみ暮らし、時折、下りてきては盗とう賊ぞく行為を働く、王おう威いに従わぬ不ふ埒らちな者共です」

　老人の声は静かだった。その静かさが、王子には威い圧あつのように感じられた。

　老人は深ふか々ぶかと嘆たん息そくした。

「ただでさえ貧しい、この国に巣食う害虫ですが──」

「この国は──貧しいのか？」

　老人の言葉の途中に割り込むようにして、王子はその問いを発した。

　老人は眼を鋭く細めて、尻餅をついたままの王子を見下ろす。

「──貧しくなければ、この工房の者達は売られて来なかったことでしょう」

「売られて……？」

　王子はこの時、売り買いされて生きる人間がいることを知らなかった。少なくとも母国であるアルセイフには、そんな人々は存在しない。

　老人は鼻を鳴らした。

「公的には、奴ど隷れいというものはとっくの昔にいなくなったことになっておりますが──なんのことはない、それに近い立場の者達は、こうしてここにおります。国中、いたるところに。彼らは死ぬまで、自由を許されず、そしてここを出ることなく働き続けるのです」

　王子はごくりと唾つばを飲んだ。

「どうして貧しい？　働けば、糧かてが得られるのではないのか？」

「さて──高こう貴きな御身分の方かたには関係のないことかもしれませんが、要は、さまざまなものが足りぬのでしょう。必要とされるだけのものが、ここでは手に入らない──それだけのことです。それだけのことで、人が餓うえて死に、必要なものを巡って争いが起きる──人の世は、この繰り返しですな」

　老人の言葉は達たつ観かんしたようでいて、しかし嘲あざけるような響きを含んでいた。

　王子は震える。老人の言葉が信じられなかった。そんな国があって、そんなに切迫した生活を強しいられる人々がいることなど、王子は少しも知らなかった。

　アルセイフでは、人が餓えるようなことはない。作物は穫とれ過ぎるほどに穫れたし、極端なことを言えば、強いて働かずとも森などに入れば食うに困らない。

　しかし、枯れた土地の多いこの国では、餓えて死ぬ者もいれば、その身を売り渡して命をつなぐ者達もいるらしい。

　王子は呆ぼう然ぜんとして、立てないままでいた。

　──理り不ふ尽じんだ──

　強く、そう思った。

　生まれた場所の違い、生まれた時の違い、そして生まれた立場の違い──それだけで、自分自身にはどうしようもない運命に絡からめ取られることが、酷ひどく理不尽なことに思えた。

　工こう房ぼうで働いていた子供の、そのひどく細い手足が瞼まぶたに焼き付いていた。アルセイフでは、腐くさって捨てるほどの作物が穫れる。

　その捨ててしまう分が、もしもこの国にまわれば──そんなことを考えたのは、彼が子供すぎたからかもしれない。

　現実には、それは不可能なことだった。アルセイフが敵対関係にあるタートムを援助することはあり得ないし、そもそもタートムが力をつければ、それはすなわちアルセイフの危機を意味するのだ。

　そうした外交上の事情を、王子はこの時、まだ知らなかった。ただ、〝理不尽だ〟という、その思いだけを子供心に強く感じた。

　あるいは、工房で働く彼らの姿と自分の姿を、王子は無意識のうちに重ね合わせていたのかもしれない。自由を制限され、抜け出すことも叶かなわぬ運命に流され、生まれてから何を為なすということもなく、自分の生きた証あかしもさだかでないまま無む為いに死んでいくさだめ──

　そんなさだめを、第二王子は恐れていた。

　子供ながらに蒼そう白はくとなった王子を見て、老人が微かすかに首を傾かしげた。

「お名前も存じ上げませぬが、ひとまずはあちらに──」

　呟つぶやきかけるのとほぼ同時に、警護の兵達が店の側から姿を現した。

「いらしたぞ！　こちらだ！」

　安あん堵どするような声を張り上げて、兵達が駆け寄ってきた。唐とう突とつにいなくなった第二王子を探していたものらしい。

　それと察して、老人は王子からゆっくりと距離を取ろうとした。

　駆けてきた警護の兵の一人が、その老人を片手で強く突き飛ばした。

「この爺じじい、どけ！　王子、ご無事でしたか!?」

　警護の兵達が王子を囲む。王子は戸と惑まどって、周囲を見回した。剣を携えた兵達の視線が、一いち様ように自分を見ていた。

　その眼めに、王子は違い和わ感かんをもった。

　ここに来るまでの道みち程のりでも、その警護の兵達に護まもられてきた。その時にはまるで感じなかった違和感である。

〝この人達は、どうして、僕しか見ていないんだ──？〟

　そのことに怯おびえて、王子は転ばされた老人に視線を向けた。

　老人は転んだまま動かない。片手と両足を大地に投げ出し、仰あお向むけの姿勢のまま、ぴくりともしていなかった。

　王子は眼を剝むいて、その姿を凝ぎよう視しする。

　王子の視線の先に気づいて、兵達もちらりと老人に眼を向けた。

「おい、そこの爺、どうした？」

「──どうやら頭でも打ったか。死んでるよ」

　その言葉が、王子の胸に突き刺さった。兵の一人がひざまずき、座り込んだ王子をそっと起こした。

「さ、王子。こちらへ──第二妃ひが心配しておいでですよ」

「ご無事でなによりでした。どうかお一人での行動はお控えくださいませ。ここはアルセイフほどには治安がよくありません」

　王子は人形のように、衛兵達の手によって立たされた。

　そして手を引かれるままに、店の側へと連れられて行く。

　衛兵達のうち幾人かは、舌打ちまじりに老人の周囲へと集まっていた。

　王子は歩きながら、物言わぬ屍しかばねに転じた老人を見た。

　焦しよう点てんの合わぬまま見開かれた眼が、王子を見つめていた。初めて見る死者の眼に、王子は立ち竦すくみ、その背に冷たいものを感じた。

　慌あわてて逸そらした視線が工こう房ぼうに向く。

　中で作業をしていたはずの職人達が、どこか無機質な眼で、兵に連れられていく王子を見ていた。

　その中の子供と、王子の視線が交こう差さした。

　真っ黒な眼めが、知らない生き物を見るように王子を見ていた。

　眼が合った瞬間に、王子はまた眼を逸そらした。

　初めに感じた居心地の悪さは、いまや決定的なものに代わっていた。一いつ刻こくも早くこの場を離れたい──その一心で足を速める。

　頭からは、老人の死に顔が離れなかった。店の中に戻り、勝手に離れたことを母である第二妃ひに軽く咎とがめられる間も、王子はずっと黙りこくっていた。

　その心の奥には、その時、何かが芽め生ばえつつあった。

　第二妃は、その店で気に入った細さい工く物ものを購あがなった。王子は来店の記念にと、細工物の箱に収められたオルゴールを貰もらった。贈おくり物ものということにはなっていたが、第二妃が払った金の中に、その分の代金も含まれていたことは子供でも想像がついた。

　第二王子は礼も言わずに、そのオルゴールを受け取った。

　オルゴールには、その第二王子の名──〝レージク〟という名の刻こく印いんがあった。

　そして、数年後──

　彼は、第二妃が実の母でないことを知り、また彼女のくだらない虚きよ栄えい心しんが、自分を王家の人間に仕立てあげた事実を知ることになる。
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　夜も完全に更ふけきった頃ころに、城の鐘しよう楼ろうがけたたましい音を響かせ始めた。

　その音で目覚めたレージク・アルセイフは、寝起きの眼を緩かん慢まんな手つきで擦こすりながら、ゆっくりと寝台ベツドに身を起こす。

　何か──懐なつかしい夢を見ていたような気がした。

　それは少なくとも、いい夢ではなかった。背には冷たい汗をかいている。

「おはようございます、陛へい下か──と言っても、まだ夜だけれど」

　すぐ傍かたわらで、若い女の声がした。

　レージクは薄眼で彼女に向き直る。寝台の脇わきにある長椅子に腰かけた女は、白い足を月光にさらしていた。その片足、太ふと股もものあたりに、包帯を幾重にも巻いている。

　たった今、治療を終えたばかりらしく、消毒のためのアルコールの匂においが微かすかに漂っていた。

　シズヤという名のその女に、レージクは寝ね惚ぼけた眼のまま苦笑を送った。

「不ふ審しん者しやを知らせる鐘かねが鳴っているな──それにその怪け我が──また、仕し留とめ損そこねたのか？」

　からかうように、くっくっと笑って問う。

　シズヤは軽く肩を竦すくめた。

「陛へい下かの弟さん、たいしたものよ。私も一瞬の油ゆ断だんで足を少し斬きられちゃった。あの動き──王族っていうよりも傭よう兵へいに近かったわ。私の一族みたいに、生まれつき体が強いならともかく、この国の人間であれだけ速いなんて、ちょっと珍しい子ね。それに──神しん鋼こうの刀まで持っているなんて」

　シズヤのその言葉に、レージクはわずかに眉まゆを寄せた。

「神鋼の刀──？」

「えぇ。私の糸は、普通の剣じゃ斬れないはずなの。一度捕まえて安心したら、あんな刀を持っているんですもの。びっくりしたわ」

　シズヤの口調は軽かった。任務に失敗したにも関かかわらず、悪びれるような様子もない。

　もともと、彼女の雇やとい主ぬしはタートムの国であって、レージクではないのだ。そのためか、シズヤの態度はときに、レージクを見み下くだしているようにさえ見えた。

　レージクは、しかしそのことについては何も言わない。

「そうか──その刀ってのは、ウィスタルからでも貰もらったんだろう。フェリオはあの頑がん固こ者ものが鍛きたえた餓が鬼きだからな。しかしまぁ──それにしても、これで三度目か？」

　レージクは欠伸あくび混じりに溜ため息いきを吐ついた。

「王の断だん崖がいで落とし損そこねて、衛兵達で逮たい捕ほし損ねて、今度はおまえが失敗──俺おれ達の詰めが甘あますぎるのか、あいつの悪運が強すぎるのか、どっちかね」

　半なかば呆あきれた口調で言う。

　シズヤの腕前については、レージクも多少なりとも知っているつもりだった。そのシズヤの手を搔かい潜くぐったとなれば、フェリオの腕前はレージクが思っていた以上のものである。

　彼女はタートムから借りた刺し客かくだが、怪あやしげな技をいくつか使う。

　当人は錬金術アルケミーの成果だとか、あるいはラトロアに潜せん入にゆうした際に盗ぬすみ取った技術だとも言っていたが、どこまで本当のことだかはわからない。

　外で鳴り続ける鐘かねの音を耳みみ障ざわりに思いながら、レージクは眼めを細めた。

「で、正せい妃ひ達のほうは殺したのか？」

「ええ。皇太子妃とその子供も。正妃は起きていたけれど、他ほかの二人は眠ったまま、楽に逝いったわ。弟さんに濡ぬれ衣ぎぬを着せるんでしょう？」

　シズヤは微笑を浮かべて言った。人を殺したことを、特にどうとも思っていない様子である。

　報告を聞いたレージクもまた、その表情は少しも変わらない。

「そのつもりだったが──あいつが生きているとなると、どうも説せつ得とく力りよくに欠けるかな」

　薄く笑う。

　フェリオとラシアンは二人とも、〝王の断崖〟で玄げん鳥ちように殺されかけている。レージクは、あの犯行を〝正妃達の仕し業わざ〟と決め付けて、彼女達を逮捕した。

　筋書きはすでにできている。

　正せい妃ひ達は、ラシアンやフェリオも、軍ぐん務む卿きよう暗殺の〝共きよう謀ぼう者しや〟としていた。

　しかし、その二人のことを信用はせず、暗殺には協力させながら、彼らをも口封じのために玄げん鳥ちようで殺そうとした──

　結果は失敗に終わり、フェリオ達は裏切った正妃への恨うらみと、そして彼女達の口封じを目的として、今夜の凶きよう行こうに及んだ──そんな流れを捏ねつ造ぞうするつもりだった。

　一応の筋は通っている。正妃の性格を知る貴族達なら、おそらくは納なつ得とくもするだろう。

　だが問題は、フェリオとラシアン、その当人達である。フェリオはあの通りの謀ぼう略りやくとは無む縁えんな性格で、ラシアンは派は閥ばつとしては一いつ匹ぴき狼おおかみのような立場にありながら、交友関係が広く諸しよ侯こうの信頼も厚い。

　どちらも諸侯が積極的に支持するほどの存在ではなかったが──この二人を殺してでも黙らせないことには、諸侯はどちらの言い分を聞くかで、判断に揺れ続ける可能性もあった。

　彼らが死んで、仰あおぐべき者がレージクしかいなくなれば、多少の疑ぎ念ねんをもちつつも諸侯は従うだろう。反旗を翻ひるがえすほど度ど胸きようのある者は、アルセイフの貴族にそう多くはない。

　レージクはぶつぶつと呟つぶやく。

「……異国の暗殺者を正妃に紹介したのは外がい務む卿きようラシアン。もちろんラシアンは、自分までもが襲われるとは思っていなかった。正妃は発覚を恐れて、俺おれや軍務卿を狙ねらうのと一いつ緒しよに彼らも殺そうとした。しかしそれが失敗に終わり、逆に仲間割れの形で報ほう復ふくとして殺された──どう思う？　この筋書き」

　シズヤがくすりと笑った。

「劇作家になるおつもりなら、もう少し対立の構造をわかりやすくしたほうがいいんじゃないの？　もし愚ぐ民みん相手に演じる気なら、相そう関かん図ずが複雑すぎるわ。誰だれが悪人で、誰が正義の味方？」

　レージクは苦にがい笑みを返す。謀略に頭を悩ませるのにも、もうすっかり慣れてきた。

「茶ちや化かすなよ。要するに、狙われた被害者である俺は運良く偶ぐう然ぜんに助かって、加害者達は結局、仲間割れを起こして自じ滅めつしたってことだ。我ながら強ごう引いんな筋書きだとは思ったが、あの正妃共は厄やつ介かいでな。俺が手を下すと露ろ骨こつだし、かといって生かしておくには危険すぎる。ダスティアあたりと違って馬ば鹿かで感情的だから、いざとなったら何をするかわからん。この機に殺しておければと思って、ちと欲張りすぎたか──」

　シズヤが笑った。

「あら、珍しい。レージク様が反省するなんて」

「だから茶化すなよ。今、いろいろと考えてはいるんだ」

　寝起きの頭を覚まそうと、レージクは大きく伸びをした。

「逃がした、か──フェリオ当人に、〝城に潜せん入にゆうなどしていない〟と言い張られたらそれまでだな。だいたい、王族が自らを危険にさらして忍しのび込んでくるなんざ、それだけで充分に不自然だ。フェリオのことを知らん奴やつらなら信じない。きちんと奴を殺してあれば、死人に口なしだったんだが……」

　考えを整理しながら呟つぶやくと、シズヤがくすりと笑った。

「あら。捕まえるのには失敗したけれど、殺しそびれたなんて言ってないわよ？」

　その言葉を不ふ審しんに思い、レージクは眼めを細めた。

「奴には逃げられたんだろう？」

「えぇ。でも──」

　シズヤの手の先に、するりと短剣ダガーが閃ひらめいた。真っ青な月光を反射して冷たく光るその刃に、レージクは視線を据すえる。

　シズヤは短剣ダガーの刃を自らの頰ほおに近づけ、傷をつける真似まねをした。

「かわいいほっぺたに、かすり傷はつけたわ」

「……刃に毒どくを仕込んでいるのか？」

　レージクはぴんと察して、声を潜ひそめた。シズヤはにっこりと頷うなずく。

「私の故郷で使われている猛毒。大昔から使っていたものだから、私達の一族には生まれつき耐たい性せいがあるけれど……この国の人間じゃ、絶対に助からないわ。ほんの小さな傷から入った毒が、すぐに全身に回って神経を侵おかし、死に至らしめる──数分で効果が出て気絶、数時間後には……」

　シズヤはくすりと笑って、人差し指で天井を示した。その上は、死者の魂たましいが昇る先である。

「それとも、こっちかしら？」

　続けて軽い口調で呟き、シズヤは手を返して、親指で床ゆかを指した。

　レージクは大きく息を吐いたのち、鼻で笑った。

「あいつは上のほうだろう。俺おれなら下だな。もし、死んだ後に行くような世界が本当にあるとしたらの話だが……」

「あら、陛へい下かは死後の世界を信じていないの？　下はともかく、上はいいところらしいわよ。私も行ったことないけれど」

「──いいところ、か。俺にとっちゃどうでもいいところだ。おまえはそんな場所を、信じているのか？」

　信心という言葉とは無む縁えんそうな女に向けて、レージクは問いかけてみた。

　シズヤは視線を逸そらして微笑ほほえむ。

「死んだ後まで意識が残るなんて、冗じよう談だんじゃないわ。どんなにいいところでも、それこそ永遠の地じ獄ごくじゃないの？」

「同感だ」

　レージクは小さく頷いた。シズヤのことはよくわからない女だと思っているが、時折、こうして意見が合う。あるいはどこかが似ているのかもしれない。

　シズヤが椅子から立ち上がった。さらしていた脚に黒くろ装しよう束ぞくをまとい、身み支度じたくを整える。

「さてと。怪け我がの手当ても報告も終わったし、そろそろ私もあの子達を追いかけようかしら。陛へい下かの弟さんはもうじき死ぬと思うけれど、お付きの騎士が一人、まだ生きているの」

「すぐに追いかけろよ、そういうのは」

　レージクは呆あきれてたしなめたが、その語気は軽く、あくまで冗じよう談だんじみている。

「だって、少しは泳がせておかないと、仲間の居場所が摑つかめないでしょう？　私の仲間が追っているはずよ。あの子達、街まちのどこかを拠きよ点てんにしているはずだから、そこを見つけましょう」

　レージクは頷うなずいた。

「そういうことなら上出来だ。居場所が知れたら、クラウスにも命じて、あいつに追つい捕ぶの兵を指揮させるか」

　レージクの提案に、シズヤがわずかに首を傾かしげた。長い髪がさらりと揺れ、月光を受けて眩まぶしく光る。

「あのお坊ちゃんと、弟さんの仲間達を会わせていいの？　陛下の陰いん謀ぼうがばらされちゃうんじゃない？」

　レージクはあっさりと頷いた。

「だからこそ、接触させないのはまずい。クラウスはあれで頭のいい奴やつだ。俺おれがクラウスに追捕を命じなかったら──クラウスは、俺がラシアン達一派とクラウスとを接触させないようにしていると判断しかねない。そうなったら、奴も俺を疑うはずだ。俺を疑わせないためには、むしろ奴らにぶつけて、下手へたな言いい訳わけを聞かせたほうがいいのさ。そうすれば、クラウスは奴らのいうことなんか聞きやしない。俺にもし、やましいところがあるのなら、自分を追捕に出すはずがない──そんなふうに考えるだろう」

「ほんと、性格悪いわよね」

　シズヤがくすくすと笑った。

「もっとも、性格が悪くなかったら、今みたいなことにはなっていないわよね。国を滅ほろぼそうとか言ったり、王家の人間なのにその王家を裏切ったり──ねぇ、陛下。現実味が出てきたから聞くけど、本気なの？　国を滅ぼしたいって──」

　レージクは鼻を鳴らした。

「この〝王家〟は滅ぼしてやりたい──だが、王家を滅ぼす前に俺が滅んじまったら何にもならない。まずは実権を掌しよう握あく、しかるのちにタートムと同どう盟めい、そして少しずつ、実質的な支配権を向こうに握らせていく──この国の連中が気づいた時には首根っこを押さえつけられているような、そんな流れが望ましいな」

　シズヤがまた笑った。

「酔すい狂きようね。わざわざタートムに頼らなくても、貴方あなたが専制君主になればいいじゃない。今の状況なら、不可能じゃないと思うけど」

「そんな玉ぎよく座ざは長続きしない」

　レージクは冷さめた声で断言した。

「どのみち、あと数年以内にタートムはここに攻めてきただろう。あるいは──来るのは、さらに西方の大国、ラトロアかもしれないが……俺おれはこの王家を滅ほろぼし、この国を他国に売ろうとしているが、別に国の人間を皆殺しにしたいわけじゃない。タートムに下ることが一番、いい方法だと思ったから、実行しているまでのことだ」

　シズヤが首を傾かしげた。

「……いい方法？　何にとって、いい方法なの？　貴方あなたの目的は、王家への復ふく讐しゆうだと思っていたけれど、本当にそれだけなのかしら」

　シズヤはレージクの顔を覗のぞき込んできた。レージクはその眼めを真まっ向こうから見返す。

「──それこそ、お前らにとってはどうでもいいことだろ。俺が何もしなくても、この国は滅びるはずだったんだよ。いずれ近いうちにな」

　レージクは笑いながら言った。

「どうせ滅びるなら、滅び方ってもんがある。あまりに美しくない最悪の滅び方は避けておきたい。わかるだろう、シズヤ？　ラトロアを少しでも見てきたお前なら──もしタートムが負けたら、次は俺達だ。タートムに協力して、あの国に対する防壁になってもらう。こっちはその属ぞつ国こくになってでも、それなりにやっていく──それが、俺の言う〝いい方法〟さ」

　レージクの回答に、シズヤが眼を細めた。

「──ただの我わが儘ままな坊やの顔と、いかにも政治家っぽい貴方の顔──どっちが本物なのかしらね」

　その陳ちん腐ぷな芝しば居いじみた問いに、レージクは吹き出した。

「どっちも偽にせ物ものかもしれんぜ。少なくともこの国の連中は、俺のことを色いろ狂ぐるいの放ほう蕩とう王子と思っている。それが一番、〝本物〟っぽい」

「確かに人は、いくつもの仮か面めんを使い分けるものよ、陛へい下か。私もそう──」

　時に暗殺者であり、時に娼しよう婦ふであり、また時には間諜スパイでもある彼女は、レージクに媚こびるような微笑を向けた。そのくせ、眼だけは蔑さげすむように冷たい。

「じゃあね。見つけてくるわ、あの子達の拠きよ点てん──その後は、私がでしゃばらずに衛兵さん達に任せたほうがいいのかしら？」

「……万が一、人数がいて奴やつらが苦戦するようなら、少し手伝ってやってくれ」

「承うけたまわりましたわ、陛下」

　シズヤは片目を瞑つぶって見せ、あっという間に滑すべるようにして窓から出ていった。

　後に残されたレージクは、ひとまず寝台ベツドを下りてその窓辺に寄る。まともな人間が降りられる高さではない。しかしシズヤは、そこから出て行くこともできるし、逆に入ってくることもできる。

　不ふ審しん者しやを知らせる鐘かねの音は、まだ鳴り続けていた。フェリオ達はおそらく、もう街まちへと抜けている頃ころだろう。シズヤの話によれば、その命はすでに尽きているか、あるいはもうじきに尽きるかというところらしい。

　レージクは、血のつながらない、嫌っていた弟の顔を思い浮かべた。

　偽にせの王子であるレージクは、当然のように父王には似ていなかったが、フェリオもまた、ラバスダン王にはまったく似ていない少年だった。ただし彼の場合、母親にはよく似ている。

　レージクも幼心に憶おぼえているが、フェリオの母は美しい女だった。

　その女は零れい落らくした貴族の出しゆつ自じで、ある好色な有力貴族が容よう姿しに惚ほれ込み、妾めかけにしようと画かく策さくしていた。それをラバスダン王が掠かすめ取るようにして妃きさきに迎えたため、当時は王宮内が少しばかり荒れたものである。

　貴族の側も強ごう引いんな男だったが、さすがに妾のことで王に対して真まっ向こうから歯向かうことはできず、そして第四妃ひ、フレイアが誕生した。

　その頃ころにはもうすっかり枯れた風ふ情ぜいを漂わせていた父王が、そんな波風を立ててまで彼女を迎えたことには、レージクも驚かされた。

　もともと、ラバスダン王は決して好色とは言えない男だった。むしろ女嫌いの範はん疇ちゆうに入れてもいい。

　正せい妃ひから第三妃までは、貴族社会の慣例に従って、臣下の願うままに妃となることを許しただけで、いずれもラバスダン王の側から求めて娶めとった者達ではない。

　そんな王が自ら望んだのは、唯ただ一人──第四妃、フレイアだけである。

　そのことが正妃達の嫉しつ妬とを買い、フレイアもその息子むすこであるフェリオも、王宮内では疎うとんじられていた。

　そういえば──

　レージクは、ふと思い返した。

　その当時、ウィスタル・ベヘタシオンは王に請こわれてすでに仕官していたが、まだ立場としては一いつ介かいの騎士だった。剣けん聖せいとして名は知られていたが、彼はもともと平民である。貴族達に配はい慮りよして、本人の側から一騎士の待たい遇ぐうを望んだのだ。

　彼は王から直じき々じきにフレイアの警護を任され、フェリオを産うんですぐに彼女が亡なくなるまで、その任にあったように記憶している。

　フェリオとウィスタルの縁は、思えばその頃からあったのだ。

　剣聖ウィスタル・ベヘタシオンは今、王宮の一いち隅ぐうに囚とらわれていた。

　彼にフェリオの死を知らせたら、一体どんな反応を示すか──

　レージクはそのことを思って、口の端を微かすかに引きつらせた。
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「──城のほうが、えらく騒がしいな」

　その貴族、ベルナルフォン・レスターホークは、窓に隻せき眼がんを向けながらぽつりと呟つぶやいた。

　すぐ脇わきには背の低い小柄な商人、ロセッティがじっと控えている。

　二人がいるのは、王都に点在するサンクレット交こう易えきの支社の一つだった。真夜中だけに、警備の者以外に社員は誰だれも残っていない。

　ロセッティは緊張の面おも持もちで、王宮から響く鐘かねの音に耳を澄ませていた。

　そんな彼を見やりながら、ベルナルフォンは薄い笑みを見せる。

「そう緊張するなよ。ここまできたら、そろそろ観かん念ねんして開き直れ」

「はぁ……ベルナルフォン様はさすが、泰たい然ぜんとしていらっしゃいますな」

　ロセッティは、やや強こわ張ばった苦にがい笑みを浮かべていた。

　ベルナルフォンは、わざとらしく肩を揺らして笑った。

「そうか？　実のところ、俺おれはいろいろと楽しみでな。不ふ謹きん慎しんなことを言うようだが──ちょうどいい退たい屈くつしのぎになりそうな気がする。乱を望むわけじゃないが、こういう緊きん迫ぱく感かんは嫌いじゃない」

「……確かに不謹慎ですな。ですが、今はベルナルフォン様がやけに頼もしく見えますよ」

　半なかば皮ひ肉にくのように言って、ロセッティは小柄な体を席から立ち上がらせた。

「城の鐘はまだ鳴り止みませんか。何かありましたね。あそこまで鳴らすとは尋じん常じようじゃありません。曲者くせものでも入り込んだか、また誰だれか殺されたか──」

「レージクが殺されていたりすると楽なんだがな。そこまで望むのは高望みか」

　ベルナルフォンが本心を漏もらすと、ロセッティは苦にが笑わらいを浮かべた。

「平然と恐ろしいことを言わんでください。朝までには詳くわしい情報がまわってくると思いますが──出発の予定を延のばしますか？」

「情報が来るなら来るでありがたいが、予定は延ばさない。今夜から朝の間に王都を出よう。レージクが死んだっていうならともかく、その他ほかならどんな事が起きていようと、今はラシアン卿きようと合流するのが先だ。警備が城に集中していれば、俺達は怪あやしまれずに街まちを抜け出せるしな」

「ですが、その警備がもしも街の側へも及ぶようなら、逆に危険が増します。予定を延ばさないなら、むしろ出発の時刻を少し早めましょうか？」

　ロセッティの提案に、ベルナルフォンは軽く首を傾かしげた。

「早まる分には、俺はいつでも構わんよ。そのくらいの予定はパトロンに従おう。だが傭よう兵へい達の準備はもうできているのか？　兵を置いて先に行く気はないが──」

　ロセッティは肩を竦すくめた。

「百人規模の戦力を、街まち中なかの一箇所に集めるのは無理ですよ。いくらなんでも怪あやしまれます。今は四隊に分けて、隊商キヤラバンの振りをして散らしてあります。各自、頃ころ合あいを見て朝になったら出発し、ローム家の領内で合流することにしました。我々は商人に化ばけたのも含めて、三十人ほどの傭よう兵へいとともに出る予定です。それでよろしいでしょう？」

　ロセッティの言に、ベルナルフォンは満足して頷うなずいた。ロセッティはさらに説明を続ける。

「四隊とも隊商キヤラバンに偽ぎ装そうしていますが、偽装ついでに、いくらか役に立ちそうな物資もまとめて積んでおきました。武器や糧りよう食しよくもですが、金に替えやすい輝石セレナイトなども多く揃そろえてあります。手て土産みやげとしては充分でしょう」

　気前のいい内容のわりに、ロセッティは重苦しい声で呟つぶやいた。ベルナルフォンと比べると、その声には覇は気きがない。主あるじを一時的にせよ裏切ることが、彼にはまだ吹っ切れていないらしい。

　だが、クラウス・サンクレットの眼めを覚まさせるためにも、ロセッティは荒あら療りよう治じの意思を込めて、彼の敵となる覚かく悟ごを決めていた。

　ベルナルフォンの側はそれに加えて、レージクに対する不信感とラシアン卿きようへの信頼も影響している。

　ベルナルフォンは立ち上がり、年とし嵩かさの商人の肩を軽く叩たたいた。

「ではそろそろ参まいろうか、相あい棒ぼう？」
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「──どう考えても過ぎたお言葉ですな」

　苦笑を見せて、ロセッティは改めて迷いを断ち切るように、大きく息を吐いた。

　まだ夜は続いていたが、もう数時間で朝がくる。

　ベルナルフォンは思う。

　クラウスの夜も、いずれ必ず明ける──そう信じたかった。だが自然現象とは異なり、彼の心に太陽を昇らせるためには、ただ待つばかりでは足りないように思う。

　かたや友を憂うれえる男と、かたや主あるじを憂える男。

　立場も肩書きも年齢も異なる二人の男は、互いの目的を胸に秘め、足並みを揃そろえて部屋を出た。




　　　　　　　[image: ]




　セイラム第九教会──その住居部分の居間にて、ウルクはずっとフェリオの帰りを待っていた。

　眼の前では、エヴァ司し祭さいがこくりこくりと船を漕こいでいたが、ウルクは眠るどころではない。

　両手の指を固く組み合わせ、今もただ神に祈いのり続けている。

　祈って待つことしかできない自分が、ひどく歯は痒がゆかった。

　緊張を解とこうと溜ため息いきを吐ついて、窓の外に視線をやると、夜空の月はもうずいぶんと傾いていた。

　朝は近い。フェリオ達も、そろそろ帰ってこなければおかしい頃ころ合あいである。

　じりじりと待つウルクの耳に、その時、待ちわびた馬ば蹄ていの音が聞こえた。

　城の外でディアメルが馬を用意して待ち、フェリオとライナスティとが城へと忍しのび込む──そんな算さん段だんだった。馬蹄の音も一騎ではなく、複数である。

　弾はじかれるように椅子から立ち上がり、ウルクは扉とびらを抜けて外に出た。

　無事で帰ってくるフェリオの姿が、自然と脳のう裏りに浮かんだ。

　人ひと質じちの救出が上手うまくいったのかどうかよりも、ウルクはただ彼の無事を気にしていた。

　馬から下りて、出迎えに立ったウルクを見れば、彼はきっと吞のん気きな声で「寝てなかったのか」とでも言うに違いない。ウィスタルやダスティアを連れていれば満面の笑みで、もし救出には失敗していても、前向きなフェリオのことだから、おそらくはさばけた調子で──次の無む茶ちやな案を考えながら、ウルクに対しては微笑を見せてくれるはずだった。

　眠るエヴァをほうっておいて、ウルクは馬が着く前に外へと駆け出た。心臓の鼓こ動どうを胸に感じながら、祈るようにフェリオを待つ。

　駆けてきた馬は、教会の目の前で止まった。青い月の照らす中に眼めを凝こらし、ウルクはその騎き影えいを確かめる。

　──三騎き以上いなければならないはずが、二騎しか見えない。

　ウルクはびくりとして立ちすくんだ。

　ディアメルは四騎の馬を用意していたはずだった。

　フェリオとライナスティとディアメルと、そして人ひと質じちのウィスタルの乗るはずだった馬である。老齢のダスティアは一人では馬に乗れないために、もし救出が叶かなえば、誰だれかの馬に二人乗りをする予定だった。

　しかし、帰ってきた馬は二騎──残りの馬は、どこかに置いてきたものらしい。

　ウルクは震えながら、その影を凝ぎよう視しした。

　それぞれの騎手は、ディアメルとライナスティだった。

　そして、フェリオは──ディアメルの前に抱えられたまま、ぐったりと眠りこけているように見える。

　──まるで死んだように。

　ウルクは、手で口を覆おおって悲鳴を堪こらえ、その眸ひとみを大きく見開いた。

　いちはやく下りたライナスティが、ディアメルの馬からフェリオの身を受け取り、その背に担かついだ。月明かりの下、ライナスティの顔色は蒼そう白はくに転じている。色黒のディアメルは顔色こそ変えていなかったが、表情はひどく険けわしい。

「フェリオ様──！」

　ウルクは小声にその名を呼んだ。

　フェリオは微笑を見せるどころか、自分の足で立って歩くことすらできない状態だった。果たして息があるのかさえ、今のウルクにはわからない。

　走って来たライナスティに合わせて、ウルクは扉とびらを大きく開けた。

「ウルク様！　居間の机に運びます！　すぐにエヴァ司し祭さいを起こしてきてください！」

　ライナスティは早口に叫んで、フェリオを背に担いだまま居間へと走りこんだ。

　ウルクは即座に反応し、震える脚を叱しかりつけてその後に続く。

　ライナスティが飛び込んだ居間には、エヴァ司祭がいた。少し前までウルクと話していた彼女は、椅子に座ったまま吞のん気きな顔で眠りこけている。

　ライナスティの背後から、ウルクは声を裏返らせて叫んだ。

「エヴァ司祭！　起きてください！　フェリオ様が！」

　エヴァ司祭は寝ね惚ぼけた眼めを開けて、狼ろう狽ばいするウルクと、そしてライナスティと担がれたフェリオとに驚きながら、椅子から立ち上がった。

　ライナスティはフェリオを机の上に横たえ、この青年にしては珍しく険しい顔で声を張った。

「エヴァ司祭、すぐに施せ療りよう師しの手配をお願いします。それから湯を沸わかして、あれば解げ毒どく剤ざいも──」

　解毒剤と聞くや、エヴァ司祭の表情が強こわ張ばった。

　毒どくにやられたとなれば、その毒薬の質がわからなければ、対たい処しよは難しい。

　エヴァ司し祭さいは両りよう眼めをこすって、自らの頰ほおをぱんと張り、すぐに頷うなずいた。

「施せ療りよう師しは必要ありません。私がその技術を心得ております」

　この王都のような大都市では、基本的には街まちに住む施療師達が医療行為を行っているが、僻へき地ちでは教会がそのまま医療施設を兼ねていることも多い。エヴァ司祭にも、その心得は備わっていた。ウルク自身、彼女から薬効のある草花について学んだことがある。

　教会の裏手に馬をつないだディアメルも戻ってきた。

　エヴァ司祭はフェリオの上着を脱がせ始める。

「ディアメル様は、竃かまどの埋うもれ火びからランプに火を入れてくださいまし。それと急いでお湯を沸わかしてください。ライナスティ様は、そこの棚から薬箱を」

　エヴァ司祭はてきぱきと指示をくだした。ディアメルとライナスティはそれぞれ機き敏びんに動く。

　机に寝かせたフェリオは、ぴくりとも動かなかった。意識はなく、眠っているようでもあり、死んでいるようでもある。

　上着を脱がせるのを手伝いながら、ウルクは心臓が壊こわれそうな息苦しさを感じていた。

　薬箱を下ろしたライナスティは、はらはらと焦しよう燥そうを顔に出し、様子を見守っていた。

　エヴァ司祭はフェリオの胸に手を当て、次いで耳をあてた。掌てのひらで熱を測り、瞼まぶたを押し上げて瞳どう孔こうを確かめる。

　司祭の皺しわ顔がおに、苦悩の表情が浮いた。

「──瞳どう孔こうが収縮しております。心音も弱いようです。暗殺者が使う、即そつ効こう性せいのある合成の毒物だと思われますが──その質がわかりません。ライナスティ様、状況を教えていただけますか？　毒は、頰の傷から入ったものですね？」

「は、はい。そうだと思います」

　ライナスティは頷いた。フェリオの頰には、確かに一ひと条すじの傷きず跡あとがついていた。掠かすめただけでそれほど深い傷でもなく、出血はすでに止まっている。

　完治すれば跡も残りそうにないその傷が、致ち命めい傷しように近い結果をもたらしたらしい。

「暗殺者の女が投げた短剣ダガーが掠めて──その後、ほんの数分は動けたんです。刺し客かくの手を逃れて、王宮内を走って逃げて──その途中で、意識を失ってしまったんです。あとは俺おれが抱えて、どうにかディアメルと合流して、ここまで逃げてきました」

　走ったためにより早く毒が回ったことは、毒についてさほど詳くわしくないウルクでも想像がついた。しかし逃げなければ、今いま頃ごろは殺されていたはずである。

「とにかく、フェリオ様を担かついで王宮から出るのに必死で……ディアメルと合流した後で、ディアメルが頰の傷から毒を出そうとはしたんですが──」

　ライナスティが痛つう恨こんの響きを込めて呟つぶやく。

　フェリオを担いで王宮から逃げてくるだけでも一仕事だったはずである。ライナスティに落ち度はないが、しかし彼の声こわ音ねは明らかに自身を責せめていた。

　エヴァ司し祭さいは眉まゆ根ねを寄せ、フェリオの頰ほおの傷口を確かめる。

「ほんの数分で全身に回って昏こん倒とう、ですか──嘔おう吐とや痙けい攣れんはありましたか？」

「いえ、ありません。糸が切れたみたいに、急に──」

「心臓を押さえたり、どこか痛がるような様子は？」

「なかった……と、思います。脚がふらついて転びそうになって、すぐに眩暈めまいがきて眠るように倒れましたんで」

　その時のことを思いだすように、ライナスティは目許を歪ゆがめた。

　エヴァ司祭はかすかに首を横に振り、フェリオの脈を確かめる。

「……暗殺者の扱う毒は、解げ毒どく剤ざいが手に入りにくいものや、あるいは解毒剤が存在しないものがほとんどです。ひとまず、強心作用のある薬と、血液中の毒素を中和できそうな薬を煎せんじますが──フェリオ様の体力次し第だいかもしれません。心得ておいてくださいませ」

　最悪の結果を覚かく悟ごさせるようなエヴァの言葉に、ウルクは息を詰めた。気休めの言葉も入り込む余よ地ちがない症状らしい。

　木製の薬箱を開けて、エヴァ司祭は中に納めてあった薬草を選び始めた。

　ランプをもったディアメルが台所から戻ってきて、司祭の手元を照らす。入れ替わりにライナスティが湯の様子を見に行った。

　二人の騎士とも、何もせずにいることができないらしく、その仕し草ぐさは落ち着かない。ウルクもまた動揺のために震えていた。

　つい先日にも、同じようなことがあった。

　フォルナム神殿で来訪者ビジター達と戦い、傷を負って、ウィスタルに抱えられてきたフェリオ──

　その時は、すぐに軽傷だと診断され、じきに気がつくはずだと施せ療りよう師しも請うけ合あってくれた。だが今は、その時よりも明らかに状況が悪い。

　もしもこのまま、フェリオが目覚めなかったら──

　そんなことを考えて、ウルクは堪たまらずにフェリオの手を握った。やや冷たい指には力がなく、ウルクが握り締めても、握り返してはくれなかった。

　祈いのることしかできない無力を嘆なげく傍かたわらで、エヴァが手早く薬の調合を始める。

「この薬も、気休めにしかならないかもしれません──ウルク様、その手を離さずに、祈っていてください──こうした時には、もう我々には、神に祈ることしかできません」

　エヴァが静かな声で諭さとすのを聞きながら、ウルクは潤うるんだ視線をフェリオに据すえた。

　祈るだけ──本当にそれでいいのかと、ウルクは自問した。

　握ったフェリオの手は冷たかったが、完全に体温を失ってはいなかった。

　──彼はまだ、生きている。部下の騎士に担かつがれてとはいえ、生きて戻ってきてくれた。

　フェリオは約束を破っていない──ウルクは、そう信じたかった。

　神に縋すがることを忘れて、いつしかウルクは、フェリオ本人に向け祈いのっていた。

　その心と体とが、祈りに応こたえてくれることを、ウルクは信じたかったのだ。

　強く強く握り締めた手を、ウルクはそのまま胸に抱き寄せ、その生せい還かんを一心に願い続けた。
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　軍ぐん閥ばつの名門貴族、サンクレット家が〝養女〟を迎えたのは、真冬のある日のことだった。

　当時、まだ少年だったクラウス・サンクレットは、自室で本を読んでいた。

　窓から見える眼下の畑では、冬の作物が多く実っており、幾人かの農夫がのんびりと立ち働いている。

　クラウスが何の気なしに本から顔を上げた時、その畑を縫ぬうように走る一本の道に、一台の馬車が見えた。

　橙だいだい色いろの夕日を背に受け、伸びた長い影を追いかけるようにして、馬車は屋敷のほうへと向かっているところだった。

　クラウスは読んでいた本に栞しおりを挟はさんで閉じ、出迎えに立った。

　父親と祖父は、その時ちょうど王都にいた。屋敷には家臣と親しん戚せきの貴族とがいたが、立場柄もっとも上位にいたのは、その少年、クラウスだった。馬車を見つけるなり出迎えに立ったのは、その責任感のためでもある。

　誰だれが乗っているのかについても、すでに連絡を受けて把は握あくしている。

　親戚の貴族が急死し、遺のこされた一人娘を引き取ることになったのだ。一族に連なる娘ではあるが、直接には血のつながりもなかった。他の親戚が引き取ってもよかったのだろうが、不ふ憫びんに独ひとり遺された娘の養子先として、「少しでもいい家を」という親戚一同の思おも惑わくが働いた結果、サンクレット家に回されてきたのである。

　その彼女はまた、第二王子の許いいな嫁ずけでもあった。どういう因いん果がでそう決まったのかはクラウスも知らなかったが、そのために養子に入る先が、元の家より家格の低い貴族では都つ合ごうが悪かったという事情もあるらしい。

　サンクレット家の門を潜くぐった馬車は、庭先に止まった。

　クラウスは他の家臣達と共に、広い玄関で彼女を出迎えた。

　馬車から下りてきたのは、顔と名前を知るだけの親戚の貴族と、顔さえも見たことのない緑色の髪の少女だった。

　八つほど年下だと聞いていた。おどおどと戸と惑まどうように辺りを見回して、ぎこちなく一礼をする。

　大人おとな達には階下で話をさせておいて、クラウスはその少女を自室に連れて行った。大人達に余よ計けいな口を挟まれずに、まず子供同士で話をしておこうと思ったためである。

　少女はニナと名乗った。

　怯おびえるような眼めで年上のクラウスを見ながら、一応は貴族の礼法に適かなった挨あい拶さつをした。親戚の貴族から大急ぎで教えられたものらしく、まだいかにも不自然さが目立つ挨拶だった。

「ク、クラウス様には、ご機き嫌げん、うるわしく──えっと……本日から、ご面めん倒どうをおかけいたしますが──」

　しどろもどろに近い口調で、少女はぼそぼそと呟つぶやいた。必死で憶おぼえた台本を棒読みするような彼女に向けて、クラウスはくすりと笑みを向けた。

「そんなに緊張しなくていいですよ。僕もそういう挨あい拶さつ、苦にが手てですから」

　クラウスが気き遣づかいを込めてそう言うと、ニナは顔を真っ赤にして俯うつむいてしまった。

「……申し訳ありません、クラウス様──私、まだ、作法も全然できていなくて……」

　それは泣きそうな声だった。

　彼女がどんな不安をもってここにやってきたのか──クラウスには、薄うす々うすと察せられるものがあった。サンクレット家はアルセイフでも有数の名門貴族である。そこの養女となれば当然のこと、相そう応おうの資し質しつが求められると、世間も当人も思うはずだった。

　しかしクラウスは、そんな考え方は馬ば鹿かげていると思っている。たまたま上手うまく家が栄えて、それがなんとなく続いているだけのことで、他の貴族と大きく異なることはない。

　少女も、親しん戚せきから散さん々ざんに脅おどされてきたのだろう。〝粗そ相そうがあってはいけない〟〝くれぐれも礼節を弁わきまえて〟──親を亡なくしたばかりの少女に、そんな注意をする親戚達の姿が、クラウスには眼めに浮かぶようだった。

「お父上とお母上のことは、気きの毒どくでしたね──」

　クラウスは声を落としてそう言った。ニナの細い肩が、ぴくんと震えた。

　クラウスは、やや陰かげりの強い微笑を見せる。

「……貴方あなたも、いろいろと不安だったでしょう？　でも、これからのことは大丈夫です。亡くなられたお父上とお母上が、安心して貴方を見守っていられるように、僕が貴方を護まもります。だから安心して、ここを自分の家と思って暮らしてください。きっと、すぐに慣れると思います」

　優やさしい口調でそう告げる。

　少女は俯いたまま──

　しばらくして、ぽろぽろと、その眼から涙が滴したたった。

　緊張の糸が切れたのか、それとも別の理由でか、少女は声を殺したまま、完全に泣き出してしまった。

　クラウスはその小さな肩に腕をまわして、そっと彼女の背を擦さすった。

　クラウスにも母親がいない。亡くなったその時のことはよく憶おぼえていないが、しばらくは寂さびしくて途と方ほうにくれていた記憶ならある。

　彼女の場合には、唐とう突とつに父親と母親の両方を失い、しかも本人の意思とは関係なく、まるで知らない家に預けられることが決まった。幼い心にそれがどれだけ不安なことだったかは、察するに余あまりある。

　声をあげずに泣き続けるニナの背をしばらく擦った後に、クラウスはその耳元に囁ささやいた。

「……落ち着きましたか？」

「……はい、クラウス様──」

　涙で掠かすれた幼い声が返ってきた。

　クラウスはそこでわずかに首を傾かしげ、穏おだやかな口調でニナに問いかけた。

「貴方あなたは今日から、僕の妹になったのですよね？」

「──え？」

　ニナは顔を上げ、不思議そうにクラウスを見た。クラウスは微笑で話し続ける。

「それなら、〝クラウス様〟じゃなくて、僕のことは兄と呼べませんか？」

　その提案に、ニナは少し慌あわてる素振りを見せた。

「え──あ……で、でも、本当の兄妹じゃ──」

　予想していた通りの答えに、クラウスは顔で微笑を見せつつ、心の中で親しん戚せきの貴族達に悪あく態たいをついた。

〝養女〟となる彼女とクラウスとの間に明確な一線を引こうと、彼らは彼女に、余よ計けいなことを吹き込んだに違いない。それは充分に予想していたことで、なればこそ、クラウスは初対面でいきなり彼女を彼らから引き離した。

　名門、サンクレット家の長子と、血もつながらない養女とでは、まともに口を利きくことすらおこがましい──そんなことを尊そん大だいに語る彼らの姿が眼めに浮いた。

　貴族というものは、得えてして〝権威〟や〝尊厳〟を、ひどく誇大なものにしたがる。

　彼らはサンクレットに〝連なる者達〟だった。彼らが仕える〝サンクレット家〟は、権威と尊厳に満ちた、他ほかの小貴族など相手にならないほどに気高い存在でなければならない──そんな奇妙な、信仰じみた考えを持っている。

　そして同時に、自分のその信仰を他人に押し付けることに対しても、なんの疑いも持っていない。

　少女が彼らから何を吹き込まれてきたかは、聞かずともわかった。そしてその内容は、クラウスが吐はき気けをもよおすほど毛嫌いするものでもある。

「えぇと……ちょっと待ってください」

　少女に対しては微笑を絶やさずに、クラウスは机に向かい、先程読んでいた本を手にとった。

　困こん惑わくした様子で立ち尽くすニナを手招きすると、彼女はおずおずと硬かたい足取りで歩み寄ってきた。

「これを御ご覧らんなさい」

　クラウスは少女の前に本を広げた。

　それはありふれた童話の本だった。古くからある有名なおとぎ話で、血のつながらない二人の兄弟が主人公である。

　互いに孤こ児じとして育ったその二人は、ある日、悪い魔女に呪のろいをかけられる。そして兄は盲もう目もくとなり、弟は脚が不自由になるが──その二人が力を合わせて旅を続け、やがて魔女の呪のろいを解といて幸せを摑つかむという、他愛たわいもない筋書きの話だった。

　少女も当然、その話は知っているはずである。

　クラウスはその本の一頁を指先で示した。

「この二人も、血はつながっていません。でも、弟は兄のことを兄と呼んでいますし、兄も弟のことをそう扱っています。そうですよね？」

　クラウスが笑いかけると、ニナはまだ困ったような顔をしていた。

「でも、それは──おとぎ話です」

　幼いくせに、自分を戒いましめるような声で言う。

　クラウスは指先で本をめくりながら、少女の肩に手を置いた。

「知りませんか。おとぎ話には、けっこう真実が書いてあるのですよ」

「……真実──？」

「そう。お金よりも心が大事だとか、悪いことをすると自分に返ってくるとか、いいことをすると報むくわれるとか──」

　クラウスはそう言って、溜ため息いきを吐ついた。前向きな言葉とその態度の落らく差さに、少女が首を傾かしげた。

　クラウスは苦にがい笑みを見せる。

「まぁ、実際の世の中はそういうものでもないけれど、そういうことにしておいたほうが、何かと収おさまりがいいでしょう？　このお話の兄弟も血がつながっていないけれど、お互いのことを〝兄〟と〝弟〟だと認識しています。兄と妹でも、この例は適用していいんじゃないでしょうか」

　ややおどけた調子で告げ、クラウスは少女の反応を待った。

「──あの……」

　少女が掠かすれる声を紡つむいだ。クラウスはしゃがみこんで、その顔を覗のぞき込む。

「はい。なんですか？」

「……どうして、私なんかに、そんな気を遣つかってくださるんですか──？」

　幼い子供の発したその問いに、クラウスは痛いたましい思いを抱いた。そんな疑問を抱いてしまうほど、彼女はサンクレット家という場所に不安をもっていたらしい。その情報を刷すり込こんだのは、他の貴族達である。

　ここでその不安を解消させてやらなければ、きっと彼女はこの家に溶とけ込こめない──クラウスは切せつ実じつにそう感じた。

「どうしてと言われても──僕は、別に気を遣っているつもりはありません。もしそう見えるとしたら、それはきっと──僕が、貴方あなたに幸せになって欲しいと願っているからだと思います」

　クラウスは率そつ直ちよくに呟つぶやいた。

　ニナはまた首を傾かしげる。

「──ここに来るまで、不安だったでしょう？」

　クラウスは静かな声で問いかけた。少女は一瞬の迷いを経て、小さく頷うなずく。

「ご両親が亡なくなった時、哀かなしかったはずですよね？」

　今度はすぐに頷いた。

「親しん戚せきの貴族の方達に、いろんなことを言われたと思います。礼儀作法のこととか、僕らに対する態度のこととか──憶おぼえるのは、大変だったでしょう？」

　少女はまた迷った末に、小さく──ごく小さく、また頷いた。

　クラウスは微笑を湛たたえて、少女の眸ひとみを真まっ向こうから見つめた。

「──それなら貴方あなたは、幸せにならなきゃいけない」

「──え？」

　意外な言葉を聞いたように、ニナは軽く眼めをしばたたかせた。

　クラウスは、声に力を込めて呟つぶやいた。

「つらいことがあったなら、少なくともその分は、幸せになっていいはずです。僕はそう思いますし、そうあって欲しいと願っています」

　ニナは黙って、クラウスの言葉を嚙かみ締しめるように聞いていた。

「……おとぎ話とは違って、この世界はそういうふうにはできていないかもしれません。でも少なくとも、僕の手の届く範囲では──そうあって欲しいと願っています。これは同情なんかじゃありません。僕はただ、貴方は幸せにならなきゃいけないと思うんです。亡くなった御両親のためにも──そして、貴方自身のためにも」

　クラウスは、少女の小さな手を握った。

　さきほどまでの震えは、もう収おさまっていた。

「……僕は貴方の兄になれるよう、これからがんばってみます。ちょっと頼りないかもしれませんけれど──でも、頼ってもらえると嬉うれしいです」

　クラウスの言葉に、ニナはしばらく呆ぼう然ぜんとしていた。クラウスは辛しん抱ぼう強く、彼女の理解が言葉の最後まで及ぶのを待つ。

　やがてニナは──顔を紅あかくして俯うつむきながら、相変わらずに小さな声で呟いた。

「あ、あの──本当に……〝兄様〟とお呼びしても、よいのでしょうか？」

　彼女の声は掠かすれていたが、それは決して不安のためではない。

　クラウスは安あん堵どの笑みをもって、彼女の問いに対する答えとした。
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　クラウス・サンクレットが部下に起こされたのは、まだ朝を迎えぬ深夜のうちだった。

　懐なつかしい夢を見たせいか、その頰ほおは涙に濡ぬれていた。

　部下に気取られぬように、クラウスは頰を拭ぬぐってから寝室の扉とびらを開ける。

「どうしました。何か、ありましたか？」

　扉の前にいた衛兵の小隊長は、顔を真っ赤に興奮させていた。よほどのことがあったらしいと、その顔色だけですぐにわかる。

「クラウス様、大変です！　牢ろうに曲者くせものが侵入し、捕らえていた正せい妃ひ様やアーベルト様達が暗殺され──！」

　クラウスは瞬しゆん時じに覚かく醒せいし、その眼めに鋭い光を宿らせた。

「詳くわしく話してください。曲者は？」

「曲者は現在、逃亡中です。牢を護まもっていた者の話では、その曲者は第四王子のフェリオ様によく似ていたとのことで──」

　その言葉に、クラウスはさらに驚かされた。

　第四王子とはまともな面めん識しきさえないが、剣術の腕が立つことは噂うわさに聞いていた。だが、まさか自ら忍しのび込んできて要よう人じんを暗殺するなどとは、さすがに常じよう軌きを逸いつしている。よく似た別人か、あるいは根も葉もない誤報かと思わざるを得ない。

　衛兵の小隊長は報告を続ける。

「まだ確証はないのですが、あるいは正妃様方の口封じに来たのではないかとの推測も──発覚後、衛兵達はすぐに追つい捕ぶにまわり、現在も継続して追跡中なのですが、レージク様より、この件に関する今後の指揮をクラウス様に一任するとのご指し示じを賜たまわりました。夜分に恐れ入りますが──」

　クラウスは衛兵を待たせておき、すぐに寝しん衣いから慣れない軍服へと着替えた。

　そして衛兵達の指揮にまわるべく、早足に部屋を出る。

　正妃達の口封じ──

　それはどこか、違い和わ感かんのある流れだった。

　第四王子のフェリオは、先だっての崖がけ地ちでの暗殺劇の際、からくも難を逃れた人間である。いち早く玄げん鳥ちようの接近に気づき、外がい務む卿きようを伴ともなって馬車から転げ出たことで、彼は九死に一生を得ていた。

　暗殺者に狙ねらわれた人間が、暗殺者を雇やとった当人──その可能性は皆かい無むではない。疑いの眼をほかに向けるために、自作自演の暗殺失敗を仕組む場合もあるだろう。だがタイミングを考えると、危あやうく死んでいてもおかしくない状況だったことも確かである。

　クラウスは考えあぐねた末に、一つの可能性を導き出した。

　暗殺計画は正妃が中心に練ねり、その案に外務卿達もなんらかの形で関かかわっていた──

　ところが正妃は、その計画を手伝った外務卿らをもまとめて葬ほうむり去ろうとした──

　結果としてその暗殺は失敗し、外務卿達は生き残った。そして暗殺計画の口封じと、狙われたことへの報ほう復ふくを目的として、今度は正せい妃ひ達を暗殺した──

　──それは、あくまで一つの〝可能性〟としては、成立し得る推論だった。だが、現実味について考えると首を傾かしげてしまう。

　そもそも、外がい務む卿きようラシアンやフェリオのような人物が暗殺に関かかわるか否いなか──その部分から、躓つまずいてしまう推論だった。

　しかし曲者くせものの正しよう体たいが誰だれであれ、正妃や皇太子妃、そしてその息子むすこであるアーベルトが殺されたことは、間違いないらしい。

　この国はどうかしている──クラウスは本気でそう思った。

　ここしばらくのアルセイフにおける要よう人じんの連続死は、明らかに尋じん常じようなことではない。最初の国王と皇太子の死は、まだ突然の不幸ということで納なつ得とくできる。

　だが、その後の断だん崖がいにおける軍ぐん務む卿きようや第二妃、第三妃、ニナの死──それに続く形での、今夜の正妃達の死──

　決して偶ぐう然ぜんの事故ではなく、どれも刺し客かくかそれに類する者達の手による他殺とはいえ、どう考えても死にすぎだった。政府が転てん覆ぷくしたわけでもないのに、国の頂点に位置する人々が立て続けにこれほど亡なくなったことは、アルセイフの歴史上にももちろん例がない。汚お点てんとして後世に残る事態である。

　──正妃達の取調べも、これからというところだったのに──

　そう悔くやんだが、すでに遅おそい。

　衛兵達は城中を駆け回っていた。眠っていたところを叩たたき起こされた者達が大半のはずだが、寝ね惚ぼけている者はほとんどいない。

　クラウスは本部として使われる衛兵の詰所に入った。難しい顔をした小隊長らを前に、顔見知りの若い武官が頭を抱えていた。

　クラウスが顔を見せるなり、その武官は素早く立ち上がる。

「これは閣かつ下か、こんな時間にご足労いただき、申し訳ありません」

「お互い、文句は曲者に言いましょう。捜そう索さくの状況は？」

　そう問うと、武官の苦しい声が返ってきた。

「は。正妃達を暗殺した曲者については、西の城門付近で見み咎とがめたのですが、その後、見失い──城内の捜索も進めておりますが、ただいまより街まちの側にも捜索の手を伸ばすよう、検討していたところです」

「なるほど。警備が穴だらけで、どこから逃げられたかわからない──と、いうことですね？」

　クラウスは冷たい声で呟つぶやいた。武官は言葉に詰まって眼めを伏せる。

「別に責せめているわけではありません。この広い王城を、少ない衛兵だけで完全に警護できるはずはありませんから──しかし、もし警備の穴を曲者が知っていたとなれば──やはり城の内部の事情に詳くわしい者達でしょうか」

「正せい妃ひ様を捕らえていたあの牢ろうに近づいたということは、少なくとも城の設計を知っていたことは間違いないかと──」

　武官のその言葉を受けて、クラウスはさきほど感じた違い和わ感かんの一いつ端たんに気づいた。

「──曲者くせものは、あそこに正妃達が捕らわれていると知っていて、侵入したのでしょうか？」

　本来ならばあの牢は、正妃のような王族を収しゆう監かんするのに適した場ではない。曲者は、あの牢に〝他の誰だれか〟が捕らわれていると信じて侵入した可能性もある。

　若い武官は首をひねる。

「さぁ……暗殺にきたということは、知っていたのではないでしょうか？　あるいは、たまたま探していて見つけただけかもしれませんが……」

「そう──そうですね」

　武官の前ではその疑問を封じて、クラウスは考え込んだ。

　今回の逮たい捕ほ者しやで、あの牢に収監されてもおかしくなかったのは、騎士団長のウィスタルと、ラシアン卿きようの逃亡に荷か担たんした騎士達である。場合によっては、ダスティア卿もその中に加わっていたかもしれない。もっとも、貴族であるダスティア卿の場合には、その体面を慮おもんぱかって王宮内の一室に監かん禁きんするという可能性もあった。

　もし曲者の目的が、彼らの身み柄がらだったとしたら──侵入した者が第四王子にそっくりだったという情報の裏づけにもなる。

「曲者を直じかに見た者の話を聞きたいのですが、どこにいますか？」

　クラウスが問うと、武官は首を傾かしげた。

「曲者を見たのは、警備の兵だったとのことですが……現在、捜索に出ているのか、誰とは特定できていません。後日、はっきりするかと──」

「そう……ですか」

　手て際ぎわの悪さに憤ふん慨がいしたのは一瞬のことだった。

　あるいは──目もく撃げき者しやなど、いないのではないか。

　クラウスはそんなことを考えた。罪を着せるために、誰かがこの情報を故こ意いに捏ねつ造ぞうしたのかもしれない。

　一瞬浮かんだその考えを、首を振って振り払い、クラウスは詰所の椅子に腰かけた。

　──レージクを信頼する──ニナが死に、彼女達の仇かたきを討うとうとレージクが言った時に、そう決めたのだ。

　個人的には、あまり好きにはなれない主あるじである。しかし臣下としてその責せき務むを果たすことは、祖父に言われ、そして亡なき父にも言われてきたサンクレット家の方針だった。

　父の遺い志しを強しいて継ぐつもりはなかったが──しかし、他ほかにやるべきことが思いつかない。

　少なくともレージクは、今の混乱を止めようしている。その本心がたとえ権力に対する執しゆう着ちやくにあったとしても、結果、国が治まるのならばそれでいいとも思う。

〝──ニナ──〟

　クラウスは、亡なき妹の名を心に呼んだ。それでいいだろう、と、呼びかけてはみるが、しかし答えは返ってこない。

　彼女の存在が、自分にとってどれほど大きかったか──改めて、そのことを痛つう感かんする。共に育ったからというだけではない。いつも傍そばで彼女を護まもることで、クラウスは成長を重ねてきた。その護りたい家族を失って、クラウスは自分の無力を知り、そして今は絶望を知った。

　人がいつか死ぬものだということは、知っているつもりだった。だが、彼女が自分より先に死ぬなどとは、考えたこともなかった。

　さまざまな後こう悔かいは消えず、クラウスは心の痛みに耐えかねて眼めつきを険けわしくした。

　同席していた武官は、その眼の険しさを別の意味に受け取ったらしい。そそくさと席を立ち、わざとらしく外の衛兵達に向けて叱しつ咤たを始めた。

　クラウスは寝起きの目め頭がしらを指先で強く押さえる。どうにも眠りが浅い。

「閣かつ下か、見つかったそうです！」

　武官が声を張り上げた。クラウスは大きく吐息をついて立ち上がり、視線を向ける。

　馬にまたがった衛兵の一人が、下りてきて一礼をした。

　クラウスは視線で、彼に報告を勧すすめる。

「曲者くせものを追いかけていた者が、その逃げ込んだ場所を確認しました。王都の端、セイラム第九教会という小さな教会です。内部に他の仲間もいる可能性があるため、突入は避け、現在も見張っております。相手にはまだ、気づかれていないようですが──」

　クラウスは鷹おう揚ように頷うなずいた。

「移動しながら一隊を組織します。その場所まで案内を」

　武官と衛兵は張りのある声で返事をし、クラウスは馬上の人となった。

　馬を歩かせながら、散っていた衛兵達を集めていくと、城門に達する頃ころには数十人規模の一隊ができあがった。

　クラウスはその陣じん頭とう近くに堂々と馬を置き、兵達を率ひきいていく。

　ほんの数日前まで気弱げな青年でしかなかったその姿は、今は軍団を指揮する将官のそれへと変へん貌ぼうしていた。
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　フェリオは幼い日の記憶を覗のぞいていた。

　小さな体には、まだ大きすぎる騎士の剣を握り──

　背せ丈たけの倍以上、大きな相手に向けて──

　幼いフェリオは、一心に剣を振り回していた。

　対する男のほうは、鍛たん錬れんの最中だというのに微笑を浮かべている。

　深みを帯びた温和な眼まな差ざしは、フェリオの剣先よりも体の動きに注がれていたが、その手元の剣は器用に奔はしって、すべての攻撃を綺き麗れいに受け流していた。

　フェリオは肩で息をしながら、師であるウィスタルに勢いづけて斬きりかかる。

　斬ざん撃げきは軽くいなされ、フェリオはつんのめるようにして芝しば生ふに転んだ。

「ほら、無理でしょう、フェリオ様？　騎士の剣は、まだフェリオ様の身には合わぬ大きさなのです。刃を振るう力はあっても、刃を止める力がなくては、正しく剣を遣つかうことはできません」

　その相手、ウィスタルは優やさしい声で呟つぶやき、転んだフェリオに手を差し伸べてきた。

　転んだままのフェリオが見上げた巨体は、ひどく大きく見えた。

　フェリオは、その手を摑つかんで身を起こす。

「──やっぱり強いね、ウィスタルは──」

　悄しよう然ぜんとして、フェリオは呟いた。間違っても勝てるなどとは思っていなかった。だが、こうも子供扱いでいなされるとも、また思っていなかったのだ。

　剣の重みに耐える筋力がついたことが嬉うれしく、これで他の騎士達と同じように、ウィスタルに稽けい古こをつけてもらえると思った。だが、まだ自分にはその資格さえないと思い知らされたのである。

　ウィスタルは微笑のまま、フェリオの身を腕に持ち上げた。もう片方の手には、フェリオの落とした剣と自らの剣を鞘さやごと持つ。

「私が〝強い〟と、フェリオ様はお思いですか？」

　フェリオは素直に頷うなずいた。ウィスタルより強い人間など、この世にいないとさえ思っていた。事実、王宮騎士団の騎士達で、ウィスタルとまともに剣を合わせられる人間はほとんどいない。勝てる人間となると皆かい無むである。

　ウィスタルは、どこか苦にがい笑みを見せていた。

「〝強い〟というのはどういうことか──フェリオ様は、どのようにお考えですか？」

　ウィスタルは問いながら、のんびりと王宮の中庭を歩き始めた。

　フェリオは首を傾かしげる。

「強いっていうのは──えぇと……強いこと？」

　言葉に詰まって、フェリオは間まの抜ぬけた答えを返した。

　ウィスタルは笑う。

「なるほど、存外に深いことをおっしゃった。それも一つの答えでしょうな。ですが私は、こう思うのです」

　フェリオに笑いかけながら、ウィスタルは小声で呟いた。

「強いというのは、誰だれにも負けなくていいということ。みじめな思いをしなくても済むということ。理り不ふ尽じんな暴力に屈する必要もなく、自らの思うところを為なしやすいということ──」

　ウィスタルは、どこか遠い眼めをしてそう言った。

「強くなりたい人間というのは、みじめになるのが怖こわい、わがままな子供なのかもしれません。少なくとも、私はそうでしたな」

　フェリオはその言葉を聞いて、また首を傾かしげた。ウィスタルは懐なつかしい思い出を語るような声で話し続ける。

「私は、自分が弱いということに気づいてから、ずっと強くなりたいと願ってきました。我々のような剣士は、よく〝自分に克かつ〟という言葉を口にします。裏を返せばそれは、一歩を間違えれば自分にも負けてしまうような人間であるということです。フェリオ様──強さとは、弱さを知ることを基礎として、その上に積む積み木のようなものです」

「……積み木？　おもちゃの積み木のこと？」

「そうです。いくら強くとも、いずれ歳としを取って体が動かなくなれば、積み木のように崩くずれ落ちるものです。あるいは、負けて命を失えば、いくら強くともそれで終わり──」

　声には寂さびしげな響きがあった。

「じゃあ……元気に長生きしている人が、一番強いの？」

　フェリオの子供らしい言葉に、ウィスタルは一瞬、眼をしばたたかせ、次いで大笑した。

「それは一つの結論ですな、フェリオ様。死んだら負け、生きている者の勝ちというのは、確かに真理です。おそらくは例外もあるにはありますが──」

「例外……？」

「はい。死してなお、〝人の心〟に生き続ける者は、やはり強き者と言ってよいのではないでしょうか。反対に、たとえ体は生きていても、心が死していれば、それは弱き者かもしれません」

　そのウィスタルの言葉を、フェリオは記憶に刷すり込こんだ。まだ意味は理解できずとも、憶おぼえておくべきことだと思ったのだ。

　ウィスタルは続けて呟つぶやく。

「強さを自らの刃とし、それを振るうことばかりに心を奪われる者は、結局は自らの〝強さ〟に負けているのです。そうした者は、時に勇ゆう者しやや強つわ者ものと誤ご解かいされがちですが、実際のところはひどく心の脆もろい人間です。自分より強い相手には心が折れたり、あるいは自らの強さを失った途と端たんに諦あきらめてしまいます」

　ウィスタルの声は深い響きをもって、フェリオの心に染しみていく。

「自らの強さと弱さを自覚したうえで、その力に溺おぼれることなく──そして大切な何かを見失わずに戦える者こそが、強者と呼ぶにふさわしいのでしょう。私は、その域いきには達しておりませんが──」

　ウィスタルはそう言葉を締しめ括くくって、腕に抱いたフェリオを見つめた。

　フェリオは小さく、頷うなずきを返す。完全な理解には及ばずとも、彼の言葉はしっかりとその身に受け止めた。

　ウィスタルは満足げに頷いた。

　王宮の庭には、燦さん々さんと陽光が注いでいた。

　フェリオは頭上を見上げて、そこに太陽と、歪いびつな青い月を見つける。空の広さに比べると、ウィスタルの巨体さえもが小さく見えた。それに比すれば自分などは、さらに小さくひ弱な存在だとも思った。

　──強くなりたいと、そう思った。

　他人に勝てるほどでなくてもいい。ウィスタルの言うことの、せめて半分程度は実感として理解できるくらいに、彼に追いつきたいと思った。

　そんなフェリオの心中を読んだかのように、ウィスタルは大きな掌てのひらでフェリオの頭を撫なで、力強く断言する。

「──フェリオ様は、きっとお強くなられます。僭せん越えつながら、私が保証いたしましょう」

　日差しの中で、ウィスタルは頼たのもしい笑みを見せていた。

　──幼い日のそんな思い出を、フェリオは夢ゆめ現うつつに覗のぞいていた。

　フェリオにとってウィスタルは、師であり恩人であり目標であり、そして父親のような存在だった。

　そのウィスタルが、今、無実の罪で囚とらわれている──

　ぼんやりとした意識の底で、フェリオはそのことを考えていた。

　助け出したい──切せつ実じつにそう思う。

　それなのに、体は動かず、意識は覚かく醒せいしてくれない。

　思い出の中のフェリオは陽光の中にいたが、今のフェリオの視界は閉ざされて暗く、自身の体の存在さえもあやふやに感じられた。

　思い浮かぶのは、ウィスタルのことだけではない。

　よく鍛たん錬れんに付き合ってくれたライナスティやディアメル、それに他の騎士達──

　フォルナム神殿で知り合った、世話役のエリオットや施せ療りよう師しのクゥナ、神じん師しレミギウスにコウ司し教きよう達──

　アルセイフの外がい務む卿きようラシアン、政せい務む卿きようダスティア、それに兄のブラドー──

　さまざまな人々の顔が、いくつも浮かんでは消えていく。

　錬金術師アルケミストのシルヴァーナ──司し祭さいのウルク──来訪者ビジターのリセリナ──

　得え体たいの知れない協力者と、心配してくれる親友と、安あん否ぴも知れない家出人である。

　数多くの人々が自分の周りにいることを改めて思い、フェリオはそのことを嬉うれしく思った。

　まだ、ウィスタルに追いつけたとはとても思えない。ただ、強くなりたいと願う動機が、少し変わってきたことは確かである。

　昔はただ、ウィスタルに近づきたかった。だが今は、強くなることで、護まもりたい仲間達がいる。ただ強くなることが目的ではなく、護ることが目的に変わりつつある。今のフェリオは、護るための一つの手段として、強さを求めている。

　それはフェリオが、今の時点で実感として摑つかんでいる、数少ない答えの一つだった。

　体はまだ動かない。だが、心なしか──刀を握るはずの片方の手に、温ぬくもりを感じたような気がした。その感覚がもし本物であるとすれば、そこから神経が蘇よみがえりつつあるのかもしれない。

　フェリオはその感覚を逃がさぬようにと、懸けん命めいに意思を強く保もち続けていた。
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　フェリオの右手をきつく胸に抱いて、ウルクは黙もく然ぜんと祈いのりを捧ささげていた。

　エヴァ司し祭さいが煎せんじた薬やく湯とうを飲ませてから、もう随ずい分ぶんと時間が経たったような気がする。

　フェリオには、まだ息があった。命の灯ひを吹き消そうとする毒どくに、体が抵抗しているのである。

　二人の騎士と二人の司祭に囲まれたフェリオは、ぐったりとしてはいるものの、額に汗をかき、大きく呼吸をしていた。

　エヴァ司祭は、それが良い傾向だと言った。仮かりに運び込まれた時の状態のままだと、そのまま眠るように息を引き取ってもおかしくなかったらしい。

　意識はまだ戻らないものの、今のフェリオは確かに生きている。

　あとは、フェリオの体力がもつか、それとも毒が押し切るのか──そのせめぎ合いが生死の分かれ目となる。

　胸に抱いたフェリオの手は、ウルクの体温が移ったかのように汗ばんでいた。

　そろそろ朝が近い。静せい寂じやくの中、外につながれた馬が不自然に嘶いななき、ウルクはびくりと肩を震わせた。

　しかし嘶きはその一度で止み、後には再び静寂が訪れる。

　エヴァ司祭が、フェリオの口に水差しの水を注いだ。ライナスティとディアメルは何もできずに、ただ心配げに見守り続けている。

　そのディアメルが、不意にぴくりと顔をあげた。精せい悍かんな目許が懸け念ねんの形に歪ゆがめられ、彼女はフェリオから離れて窓際に駆け寄った。

「──ライナスティ、聞こえたか？」

「え？　聞こえたって、何がだよ」

　金髪の青年騎士が首を傾かしげる。ウルクも祈りを中断して顔を上げた。

　ディアメルは唇の前に人差し指を立てた。窓に身を寄せるようにして外の気配をうかがい、小さく舌打ちをする。

「──囲まれている。いつの間に──」

　途と端たんに反応しかけたライナスティを、ディアメルは片手で制した。

「静かに──外に人の気配がある。間違いない。今、裏手につないでおいた馬が鳴いただろう？　殺されたか、連れて行かれたんだ」

　ウルクには、気配などわからない。真しん偽ぎを正そうとすると、その質問を察したようにライナスティが口を挟はさんだ。

「ディアメルが言うなら間違いないです。こいつは南方の出身だ。気配を察することにかけちゃ、それこそ黒くろ豹ひよう並みですよ」

　ライナスティの声は冴さえない。

「あれだけ警戒して逃げたのに──つけられたのか？」

「……フェリオ様を襲ったのは、暗殺者らしき女だと言っていたな？」

　問いながら、ディアメルが舌打ちを重ねた。

「その部下がいたのかもしれない。ああいう連中は、その手の技能で商売をしている。無ぶ骨こつな騎士を出し抜くぐらい、眼めを瞑つぶってでもやってのけそうだ」

　ライナスティが鼻筋を歪ゆがめた。

「……ってことは、拠きよ点てんを見つけるために、わざと逃がしたってのか？」

「あるいは、確実に捕らえられるだけの手て勢ぜいを用意するために、居場所を確認しようとしたか、だな」

　ディアメルは険けわしい声で応こたえた。

　ライナスティがフェリオの身を抱えようとした。

「どうする？　ここを出──」

　ライナスティの小声に、裏口が蹴け破やぶられる音が重なった。

　ウルクははっとなって顔を巡らせる。

　ライナスティが即座にフェリオの身を肩に担かつぎ上げる。

　その次の瞬間には、窓の硝子ガラスを破って、幾本もの火矢が撃ち込まれてきた。同時に、裏口を破った兵達の足音が近づいてくる。

　けたたましく硝子の割れる音が響く中、ライナスティとディアメルが剣を抜いた。ライナスティのそれは、フェリオの使っている〝刀〟だった。帰ってきた時、彼は自らの剣をもう持っていなかったのだ。抜かれた刀身にはべったりと血が付着していたが、その血が誰だれのものかを、ウルクは知らない。

「エヴァ司し祭さい、ウルク様、ここでお別れです」

　ディアメルが早口に呟つぶやいた。

　その内容に、ウルクは固まる。

　真剣な表情で、黒い肌はだの女騎士は凜り々りしい声を紡つむいだ。

「お二方は、神殿の加か護ごを受ける神しん官かんです。衛兵達には、事情も知らず我々に脅おどされたと御証言ください。刃をもたず、抵抗もしなければ、アルセイフの衛兵はそれほど荒っぽい真似まねはしないはずです。よろしいですね？」

「そんな！　では、ディアメル様達は──」

　フェリオを担かついだままのライナスティが、ディアメルに代わってにやりと笑った。冷ひや汗あせの浮いた、やや引きつった笑みながら、そこには気迫が漲みなぎっている。

「我々は、駄だ目めでもともと、突破してみましょう。幸運を祈いのっておいてください」

「たった二人で、無む茶ちやです！」

　ウルクは悲鳴じみた声を上げた。

　ディアメルが首を横に振った。

「連中は暗殺者まで使っています。我々はともかく、フェリオ様は捕まれば、すぐにも殺されることでしょう。それならば、無茶でもなんでも逃げ延のびなければなりません」

　そう話した直後に、ディアメルが弾はじかれたように走った。

　裏口から侵入してきた衛兵が、居間のすぐ脇わきにまで迫っていた。彼らのうち二人を素早く切り伏せ、そのまま後続と剣を合わせる。ライナスティがすぐその後に続いた。

　ウルクの傍そばをすり抜けざまに、金髪の青年は片目を瞑つぶって見せる。

「もし我々の命でフェリオ様が助かるなら、それも悪くない。いかにも騎士らしくて、かっこいいでしょう？」

　言葉の内容ほどには、声には余よ裕ゆうがない。しかし彼の表情は、明らかに戦士のそれに変わっていた。ぐったりと動かないフェリオを担いだまま、ライナスティはディアメルの援えん護ごに回り、二人の騎士は衛兵達を退しりぞけながら出口に走った。

「いくぞ、ライナスティ！　急げ」

「あぁ！」

　ディアメルが声を張るのへ、ライナスティの返事が重なった。

　そのまま、彼らは剣を携たずさえて表に出る。

　ウルクは呼び止めることも、ついていくこともできなかった。ついていったところで、足手まといにしかならないこともわかりきっている。

　二人の騎士が居間から走り出た直後に、反対側から衛兵達が駆け込んできた。

　一方で、撃ち込まれた火矢が壁に突き立ち、そこから火が燃え広がろうとしていた。

　ディアメルとライナスティが抜けていった方向からは、騒音に近い剣けん戟げきの音が続いていた。衛兵達も、曲者くせものが別方向に逃げたことに気づいたらしい。突入してきたうちの数人がその後を追いかけていき、残りの数人がエヴァ司し祭さいとウルクの腕を摑つかんだ。

　ウルクとエヴァ司祭は抵抗をしなかった。

　二人ともに怯おびえてはいない。ウルクは我が身よりもフェリオ達の身への不安を表情に出し、エヴァ司し祭さいはこんな時にも悠ゆう然ぜんと構えている。

「この教会の神しん官かんか!?」

　衛兵に問われて、エヴァが頷うなずいた。

「はい。セイラム第九教会の司祭、エヴァと申します。こちらは孫のマリアですわ」

　丁てい重ちような受け答えは、若い衛兵の気勢をうまく削そいだ。

　エヴァの孫にされたウルクは、黙って立ち尽くした。

「これは一体、なんの騒ぎです？　神しん聖せいなる教会に、突然、火矢まで射かけるとは、尋じん常じようなことではありませんわ」

　吞のん気きな声で問う老司祭に、衛兵は険けわしい眼まな差ざしを向け、その腕を引っ張った。

「ともかく外へ！　事情をうかがいます」

　声は大きいが、一応は司祭に対する丁重な口調となり、衛兵達は二人を外へ連れ出した。

　ウルクはエヴァ司祭とその手をつなぎ、巻き込まれた神官の振りをして彼らに従う。

　教会の外は、すでに喧けん騒そうの只ただ中なかにあった。包囲に回っていた兵達が、逃亡を図ったライナスティらを追いかけていき、王都の端に位置する閑かん静せいな地が騒そう然ぜんとなりつつある。

　剣を打ち合わせる音が、激しく響いた。衛兵の悲鳴じみた声もそれに重なる。

　たった二人の騎士が、大勢の衛兵達を相手に立ち回っている──そのことが、音だけでウルクには伝わってきた。

　二人とも、騎士団長のウィスタルに稽けい古こをつけられた剣士だと聞いている。その腕前はフェリオも褒ほめていたが、多勢に無勢となれば、そう上手うまく切り抜けられるとも思えない。なによりライナスティなどは、フェリオを背に負ったまま戦っているのだ。

　衛兵達に手を押さえられたまま、ウルクは剣けん戟げきの音に耳を澄ませた。

　──無事に逃げ延のびて欲しい──

　その思いとは裏うら腹はらに、衛兵達の数が増えていく。

　ウルクの視界の端で、弓兵が動いた。ライナスティ達の脚は止まっている。包囲の人数が多すぎて、抜け出せずにいるのだ。

　ウルクは顔をあげ、まばたきも忘れてその一角を見つめた。

　──見ているだけで、何もできない。

（……ごめんなさい）

　ウルクは、心の中でディアメル達に謝った。

　そして小さな一歩を、前へと踏み出す。手を取っていた衛兵が慌あわてて力を強めるのへ、険しく冷たい眼差しを向けた。

「離しなさい」

　それは威い厳げんに満ちた声だった。フェリオ達とともにいる時には決して出さない、〝ウィータ神殿の司祭〟であり、〝神しん姫きの妹〟としての彼女が出す声である。

　衛兵は、怒るよりも先に啞あ然ぜんとしていた。ウルクの気迫を込めた眸ひとみと声は、ただの一言で若い衛兵を圧倒した。

「その手を、離しなさい。逃げはしません」

　ウルクは再び声を発した。威いに打たれた衛兵は、まるで思し考こうを止められたようにその手を離した。

　そしてウルクは、再び心の中でディアメル達に謝る。

　──せっかく、無事に逃がしてくれようとした彼女達の厚意と行為を、ウルクは無にしてしまった。

「兵は剣を収め、弓を置きなさい！」

　それは娘のものらしからぬ、素晴らしい大だい音おん声じようだった。

　気け高だかく荘そう厳ごんに、夜の闇やみを舞台と錯さつ覚かくさせるかのような美声に、衛兵達の注意が動く。

　その注意をさらに惹ひきつけるように、ウルクは前へと歩み出た。

「我が名はウルク・ティグレー。ウィータ神殿の司し祭さいです。神殿の権限において、この場に〝調ちよう停ていの摂せつ理り〟を定めます。各々、剣を引き、その場に控えなさい！」

　唐とう突とつに奇妙なことを叫んだウルクに向けて、兵達は戸と惑まどっていた。

　ウルクは重ねて声を張る。

「貴方あなた達が襲っている彼らは、ウィータ神殿の加か護ごを受ける方かた々がたです。それ以上の無礼は、ウィータ神殿、及びジラーハに対する不ふ敬けいの行為とみなします」
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　場がざわめいた。少女の声が紡つむいだその国の名は、アルセイフよりも挽はるかに大きく、強大な権力を持つ国である。御柱ピラーの信仰の中心であり、〝生命〟の加か護ごを奉ずるその神殿を敵に回す行為は、衛兵達の判断には余あまることだった。

　ウルクは胸元に吊つるした首飾りを取り出した。生命の輝石セレナイトを中心として、光の形を模したウィータ神殿の紋もんがあしらわれている。それはウィータ神殿でも高位の者のみに与えられる、身分を証明する品だった。

　その品を首の高さに掲かかげながら、ウルクは胸を張る。

「神しん姫きノエルの御み名なをもって、その臣たるウルクが調ちよう停ていの摂せつ理りをこの場に定めます。よろしいですね？」

　傍かたわらのエヴァ司し祭さいが、黙ってその場に膝ひざをついた。老齢の司祭が少女の言葉に従ったのを受けて、衛兵達は動揺した。

　調停の摂理は、ウィータ神殿の高位神しん官かんが、人々の争いの仲ちゆう裁さいを行う際に口にする言葉である。双方の言い分を聞き、そのうえで神官が争いを止めるための助言を行うのだ。

　その神官の言葉は、あくまで〝助言〟の域いきをでない。裁判とは異なり強制力は皆かい無むで、助言を受け入れるか否いなかも当事者達次し第だいだが、しかし話し合いの提案そのものを拒きよ絶ぜつすることは許されなかった。無視は神殿に対する侮ぶ辱じよくにあたり、ひいては信仰の否定にもつながる。

　しかし──この場合は、仲裁を申し出たウルク本人が当事者である。本来ならば、この場で調停の摂理を持ち出すことはできない。調停の摂理をもって自己を弁護する行為は、制約によって認められていなかった。

　そのことを無視してウルクがこの言葉を持ち出したのは、一種の賭かけだった。調停の摂理そのものは、御柱ピラーの信仰に関かかわる地域で浸しん透とうしているが、それを提案する神官が護まもるべき制約についてまで把は握あくしている民は少ない。

　エヴァ司祭は、ウルクの言葉に含まれたその虚きよ偽ぎを見抜いているはずだった。しかしその心中を察して何も言わず、ウルクの意思を尊そん重ちようしてくれている。

　この場で〝調停の摂理〟を持ち出したのは、機き転てんというほど大たい層そうなものではなく、単なる思いつきだった。フェリオや騎士達を助けたい一心で、それこそ神様が思いつかせてくれたような苦く肉にくの策さくである。

　空色の髪をなびかせた少女の司祭は、すっかり傾いた月の照らす中、するすると前に歩み出た。

　止められる者はいない。

　その堂々たる歩みに、衛兵達の包囲が自然に割れ、その中央にライナスティとディアメルが見えた。

　二人ともに、何故なぜ攻撃が止んだのかわからぬ様子で、呆ぼう然ぜんと立ち尽くしている。フェリオは相変わらず、騎士の背に担かつがれてぐったりとしたままだった。

「この場の責任者は、どなたですか」

　ウルクは涼すずしい声を張った。整った顔から感情を消し、それこそ神の代理人を思わせる悠ゆう然ぜんたる物もの腰ごしで周囲を見渡す。

　衛兵達の指揮官らしき青年が、その前に歩み出た。

　高位の武官が着る軍服をまとっていたが、まだひどく若い。名のある貴族かと見定めたウルクは、その顔に見覚えがあることに気づいて、しばらく沈ちん思しした。

　細身の青年は、険けわしい声を漏もらした。

「ウィータ神殿の司し祭さいとおっしゃいましたか？　失礼ながら、その首飾りを──」

　ウルクは首飾りの紋もん様ようを見せつけた。青年は顔を近づけて確認し、本物と知って眉まゆをひそめる。

　──やっと、思い出した。

　先だっての国王と皇太子の葬そう儀ぎの日に、フェリオと歩いた庭で、彼とその妹を見たのだ。顔つきと雰囲気があまりに変わっていたために、気づくのが遅おくれた。

　確か、名は──

「アルセイフの軍ぐん務む卿きよう、クラウス・サンクレットと申します。して、ウィータの司祭様が、何なに故ゆえこのようなところにおいでですか？」

　クラウスの声は、まるで斬きりつけるようだった。

　ウルクは内心で返答に迷いながらも、表面上はすらすらと答える。

「この教会の主、エヴァ司祭は、私の古くからの知人です。滞たい在ざいして旧交を温めていたところに、突然に貴方あなたがたがいらしたのです。これは一体、なんの騒ぎですか？」

　すっとぼけて問う。クラウスは眼めつきをさらに険しくした。

「我々は、王宮に忍しのび入った曲者くせものを捕らえに来たのです。そちらの男女と少年は、司祭のお知り合いでしょうか」

　その問いに、ウルクは一瞬だけ詰まった。ついさきほど、勢いで彼らを〝ウィータ神殿の加か護ごを受ける方かた々がた〟と言ってしまった。その言葉で衛兵達を止めたのだが、先を考えずに口走ったために、今になって詳しよう細さいを考える羽は目めとなる。

「──彼らは、私の友人です。城に忍び入ったとのことですが、彼らは今夜、ずっと私と話をしていました。何かの間違いではないでしょうか？」

「──彼らの姓せい名めいと立場を、お答え願いたい」

　クラウスは厳きびしい声を張った。

　ウルクはその眼を睨にらみ、負けじと声を張る。

「その前に、彼らを王宮に忍び込んだ者だとする、その根こん拠きよをお示しください。これは冤えん罪ざいではないのですか？」

「不ふ審しん者しやを王城から尾び行こうし、この場を突き止めた者がおります」

「その者をここへ。調ちよう停ていの証人として必要です」

　すかさずウルクが返すと、クラウスが詰まった。

　──読みがあたった。ディアメルらの言葉によれば、尾行は暗殺者の仲間の仕し業わざである公こう算さんが強いらしい。こうした場には、出せないはずの者達である。

　クラウスは、背後にいた武官に声を投げた。

「その者を呼びなさい」

「は──はい」

　若い武官は困ったように返事をして、周囲を見回した。

「おい！　尾行をしていた奴やつ、こっちに来い！」

　衛兵達が、互いの顔を見合わせあった。顔を見合わせるばかりで、前にでる者はいない。衛兵達は百人には満たないが、それに近い数が揃そろっていた。そのいずれもが、この場では首を捻ひねっている。

　クラウスが苛いらついたように声を漏もらした。

「──どういうことです？　この場所を突き止めた者は──」

「そんな方かたはいないはずです」

　ウルクは声を張った。

「虚きよ偽ぎの密みつ告こく者しやは、おそらくは闇やみに生きる者──日を嫌い、正しき道を避け、歴史の影と隙すき間まに息づく者──クラウス様。貴方あなたがたは、〝不ふ審しん者しや〟の言に乗せられたのです」

　クラウスが眉まゆ根ねを寄せた。ウルクは堂々と言葉を続ける。

「ここからは私の推論になりますが──警備が厳きびしいはずの城にまで忍しのび込んで逃げてきたということは、その者はそういうことを生業なりわいとしている者でしょう。その仲間が、衛兵の方かた々がたに虚偽の情報を流し、その捜そう索さくの眼めをこの教会に導いたのではないでしょうか」

　咄とつ嗟さの詭き弁べんだったが、ウルクは開き直ってそう告げた。

「しかし──しかし、それならば何故なぜ、抵抗を──」

　クラウスが問う。ウルクは涼すずしい顔のまま答えを紡つむぐ。

「わけもわからず突然に火矢を打ち込まれ、剣を携たずさえた者達が襲ってきたら、剣士たる者達が自己を防衛するのは当然のことでしょう。だいたい、その不審者が本気で逃げるつもりがあれば、王都近郊のこんな地に潜せん伏ぷくせず、素早く他の地へ移るはずです。わざわざ包囲されるのを待つ必要はありません。違いますか？」

　フェリオの場合には、毒どくの治療のために留とどまらざるを得なかったが、その事実はこの場では黙もく秘ひしておくべきことである。

　クラウスが言葉に詰まった。

　指揮官の動揺は衛兵達の間にも伝でん播ぱし、ウルクの急場の策は功こうを奏そうしつつあった。

　クラウスが低く、呻うめくように声を発する。

「──わかりました。ですが、王城への侵入の嫌けん疑ぎはさておき、ひとまず彼らを捕ほ縛ばくして、聴ちよう取しゆはさせていただきます。そのくらいは、よろしいでしょう？」

　クラウスの提案は、しかしウルクにとっては吞のむことのできないものだった。

「その必要はないはずです。彼らの身元は、私が保証──」

「身元ならば、一人はすでに承しよう知ちしております」

　クラウスが呟つぶやいた。

　ウルクの背を、戦せん慄りつが走った。

「この国の第四王子、フェリオ・アルセイフ様──騎士に担かつがれているのは、その御お方かたです。王子には先日の王都脱走の件に絡からみ、陛へい下かから追つい捕ぶの命令が出されております」

　クラウスの声が夜に響き渡った。

　これまで目立たなかった第四王子、フェリオと、クラウスとの縁えんは薄いはずだった。誤ご魔ま化かしきれるかと抱いた微かすかな希望は、もろくも崩くずれ去る。

　この場の責任者が貴族のクラウスではなく、もっと下位の武官であったなら、あるいは気づかれずに済んだのかもしれないが──そう考えかけて、ウルクは思いついたその考えを否定した。

　──フェリオはレージクによって、罠わなに嵌はめられたのだ。ここにいるのがフェリオ当人であることは、追捕の責任者が誰だれであれ、伝わっていたに違いない。

　その要よう請せいを拒否することはできない。フェリオが衛兵達から逃れて、外がい務む卿きようとともに王都を脱したことは、申し開きのできない事実である。調ちよう停ていの摂せつ理りを訴うつたえたところで、聞き入れられる次元の話ではない。

　ウルクが観かん念ねんしかけた、その時──

　衛兵達の包囲の中心で、人影が動いた。

「──なるほど──兄上はやっぱり、俺おれを殺すつもりか──」

　声は掠かすれていたが、聞き間違うはずもない。

　ライナスティが驚いて眼めを見張り、ディアメルの唇にささやかな笑みが浮く。

　紫むらさき色いろの髪をした第四王子は、騎士の肩の上で顔をあげた。疲れきった表情ながら、眸ひとみには生気が戻っている。

　ウルクはその瞬間だけ事態を忘れて、歓かん喜きに息を詰まらせた。

　フェリオ・アルセイフ──

　その名を持つ少年は、暗殺者の毒どくに打ち勝ち、そして騎士の肩からゆっくりと大地に降り立った。
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　教会の屋根の上に、衛兵達の捕り物をひっそりと見つめる影があった。

　屋根の上は、空以外のあらゆる場所から死角になっている。衛兵達もフェリオ達も、その存在には少しも気づいていなかった。

　影は眼下の様子を見守り続けていた。

　衛兵達がここに集つどい、包囲を固める様さまを見守って、どうやら今夜のところは、もう出で番ばんがないかと思った矢先のこと──

　神しん官かんの格好をした少女によって、事態が一変した。

　思わぬ流れに首を傾かしげていたところへ、今度は死んだはずの第四王子、フェリオの復活である。

　その影──暗殺者のシズヤは、我が眼めを疑った。

　毒は確かに効いていたはずだった。そして一度効けば、その効果から逃れる前に命が尽きる。

　生せい還かんなどあり得ない──そう確信していたが、しかし現実に今、眼下の少年は動き始めている。

　シズヤが用いた毒は、一族に伝わる秘ひ伝でんのものだった。長くその毒に親したしんできた一族の者にだけは、それなりの耐たい性せいがある。幼い頃ころから少量ずつ摂せつ取しゆして鍛えられたシズヤならば、仮かりに傷口から入っても、軽い麻ま痺ひ程度で済むほどに慣れていた。

　だが、この国の人間ならば、まず間違いなく死ぬはずである。

　──この国の、人間ならば──

「あの子──まさか」

　シズヤは屋根の上に独ひとりごちた。

　少年の、この国の人間としては珍しいほどの群を抜いた筋力、運動神経──そして、毒どくへの耐性。

　いかに剣けん聖せいウィスタルの弟子とはいえ、それは不自然なことだった。

　口の端に、自然と皮ひ肉にくな笑みが浮く。

　導き出される結論は、一つだった。

　シズヤは声を殺して笑った。レージクといい彼といい、つくづく問題を抱えた国だと思う。死んだ前王のラバスダンは、そのことを知っていたのかどうか──シズヤにはわからなかったが、もし知っていて王族として育てたのであれば、ずいぶんと変わり者の王だったのだろうと思った。

「──ま、私一人が気づいたところで、あの子はもう終わりだし、別にどうってことはないんだけど──」

　シズヤは薄く笑い、その手に短剣ダガーを握った。

　このまま彼が連行されていくようならそれで良し、もし万が一、逃げ延のびるようなら──その後を追って、殺せばいい。

　この後はどのみち牢ろうの奥で、自殺にでも見せかけて殺すことになる。

　シズヤは屋根の上に隠かくれてフェリオを見下ろし、そっと微笑ほほえんだ。

　彼の傍そばに、事態を変えた司し祭さいの少女が駆け寄っていく。

　少年とどういう関係かは知らないが、彼女はウィータ神殿の司祭と名乗っていた。

　あの若さで〝司祭〟となれば、相当に有力な神しん官かんの縁えん者じやには間違いない。そんな人物がフェリオに力を貸しているなどとは、レージクも把は握あくしていない事実である。

　微笑むシズヤは、眸ひとみに暗い光を宿し、眼下の二人を屋根から見つめていた。
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　地面に降りたフェリオは、そのままよろめいてライナスティの腕に摑つかまった。

　ひどく体がだるい。まだ手足の感覚は麻痺しているようで、まともには力が入らなかった。

　戦える状態とは言い難いが、しかしまるで動けないわけでもない。

　顔をあげて、フェリオは目の前に立つ軍服の青年──クラウス・サンクレットを見た。

　数日前までの彼は、いかにも人の好さそうな、物もの腰ごしの柔らかい青年だった。しかし今の彼は、鞘さやを失った刃やいばのように禍まが々まがしい気配をまとっている。

　軍ぐん務む卿きよう達の馬車が落とされた崖がけ地ちでも、その直後の彼が醸かもした幽ゆう鬼きのような気配に、フェリオは戦せん慄りつしたものだった。今はさらにその気配が研とぎ澄すまされ、明確な気迫となって突き刺さってくる。

　フェリオはクラウスから視線を外し、傍そばを見回した。

　傍かたわらのライナスティは、フェリオの刀をその手に握っていた。体には複数の生なま々なましい傷が見えたが、担かつがれていたフェリオに怪け我がはない。少し離れて立つディアメルもまた、黒く滑なめらかな肌はだにいくつかの傷を負っていた。

　自分が気絶している間、彼らがどれだけ奮ふん戦せんしてくれたのか──その様子を見ただけで、フェリオの胸は一杯になった。

「ライナスティ、ディアメル。ありがとう──世話をかけたみたいだ」

　フェリオは呟つぶやいて、彼の手から自分の刀を受け取った。

　二人の騎士は、嬉うれしそうな、しかしどこか複雑そうな苦にがい笑みを見せる。フェリオは意識を取り戻したものの、まだ危機を脱したわけではないのだ。むしろ状況は八はつ方ぽう塞ふさがりに近い。

　衛兵達の包囲の隙すき間まから、ウルクが駆け込んできた。丸腰で、しかも少女の司し祭さいに対しては、さすがに兵達も剣を向けようとまではしない。しかも彼女は逃げるどころか、自ら包囲の中に入って来ている。

「フェリオ様！」

　泣きそうな声で駆け寄ってきたウルクは、ふらつくフェリオを支えるように身を寄せてきた。

　少しだけ照てれくさく、それ以上に申し訳なく思いながら、フェリオはその肩を軽く叩たたく。

「──ウルクも、ありがとう。心配させてごめん」

　ウルクはふるふると首を横に振ったが、言葉が出ないらしく、何も言わずにフェリオの腕にしがみついた。

　そしてフェリオは、ゆっくりとクラウスに向き直った。

　クラウスは冷ややかな視線をフェリオに向けていた。

「王子、ご同行を願えますね？　抵抗されると、双方に被害が広がるだけです」

「……この状況じゃ、仕方ないかな」

　応こたえながら、フェリオは周囲を見回した。辺りは数十人の衛兵達に囲まれている。その外側には弓兵達も控えており、奇き跡せきでも起こらない限りは逃げられるとは思えない。

　ライナスティもディアメルも、こんな状況でよく無む茶ちやをしたものだと思う。しかし、彼らにその無茶をさせたのは自分のせいだということも、フェリオは理解していた。

　今のこの場で、抵抗を続けても殺されるだけである。捕まれば自分は病死か自殺にでも見せかけて殺されるかもしれないが、少なくともウルクやライナスティ達には、まだ助かる可能性があった。

　フェリオ自身にしても、せめて体がまともに動けば──そんな思いもある。ここで死ぬよりは、いくらかでも時間が欲しい。気づいてから時が経たつにつれて、思し考こうも感覚も急速にはっきりとはしてきたが、どうにか戦えるほどになるためには、あと数分は欲しかった。

「──おとなしく従おう。クラウス卿きよう」

　フェリオは内心の思いを隠かくして、観かん念ねんした振りを通した。ライナスティとディアメルも、がっくりと肩を落としてフェリオに従う。

　クラウスが衛兵達に向けて指し示じを飛ばした。

「捕らえなさい。司し祭さい様にも、聴ちよう取しゆにだけは協力していただきます」

　衛兵達が揃そろって動きだした。

　胸当てや軍ぐん靴かが鳴らす金属の音に混じって──フェリオの耳に、ふと馬ば蹄ていの音が聞こえた。衛兵達のものにしては奇妙に遠い数十の足音がそこに重なり、だんだんと近づいてくる。

　外周を警戒していた衛兵達が、不意に浮き足立った。指揮官のクラウスも、異変を察して注意を外側に向ける。

　刃と刃の打ち合わされる音がけたたましく響き、包囲の一角にいた衛兵達を割るようにして、黒くろ鹿か毛げの騎き馬ばが姿を見せた。

「フェリオ王子！　ご無事か！」

　唐とう突とつに響いた大声は、知らない男のものだった。

　道を疾しつ駆くしてくるその馬上に、片目を眼がん帯たいに覆おおった鋭い眼めつきの男がまたがっている。顔の半分にはひどい火傷やけどの跡があった。

　彼の背後には、思い思いの装備に身を固めた、多数の傭よう兵へいらしき影も続いている。その兵達が、周囲の衛兵達に次々と襲いかかっていた。

　先頭を走る眼帯の男は、腹の底から響く大声を張る。

「フェリオ様をお救いしろ！　衛兵達を近づけるな！」

　フェリオの眼前にあって、敵襲に驚いていたクラウスが、血けつ相そうを変えて襲い来る騎馬に向き直った。

「……ベル!?　どういうつもりですか！」

　クラウスにとっては顔見知りらしい。フェリオは傍かたわらのウルクをきつく抱えた。ウルクは微かすかに悲鳴らしき声を発したが、そのままおとなしく、フェリオの体にしがみつく。

　周囲を傭兵達に守らせながら、騎馬の男は剣を振り、その先をクラウスに向けた。

「クラウス。俺おれはレージクにはつかない。たったそれだけのことだ」

　クラウスが呻うめいた。

　辺りでは、乱戦が巻き起こっていた。

　突然に襲ってきた所属不明の傭兵達は、衛兵達と剣を合わせながら、素早くフェリオ達の周囲を囲んでいく。ライナスティやディアメルがぽかんとしている間にも、衛兵の包囲は崩くずれ去り、代わりに傭よう兵へい達の陣じんが完成した。

　クラウスもその勢いに退しりぞかされながら、怯おびえかけた衛兵達に向けて号令を飛ばす。

「踏みとどまりなさい！　敵の数は知れています！　第一隊と第二隊が前列を。弓兵は、その後ろに陣を為なしなさい」

　指揮の声には、予想外の事態への戸と惑まどいと、襲撃してきた男への敵意が籠こもっている。

　衛兵達はその指揮を受けて、どうにかその場に踏み止まった。

　道の前後で二分された勢力がせめぎ合いの形となるが、傭兵達が進撃を止め、衛兵達が退たい却きやくから踏みとどまったことで、数歩の間を置いて互いの出方をうかがう、睨にらみ合いの形となる。

　その中で、敵将たるクラウスと、唐とう突とつに現れた眼がん帯たいの男とが向き合っていた。

「ベル、なぜ、ここに──」

　クラウスの声は苦しい。ベルと呼ばれた男は、剣を構えたままに、いかにも不敵な笑みを見せた。

「真夜中にこれだけ騒いでいれば、気づかぬわけがないだろう。こっちの相棒の情報網が、城に忍しのび込んだのがフェリオ様だったらしいことを摑つかんで、慌あわてて騒動の場所に飛んできたまでのことだ」

　馬上で胸を張り応こたえた眼帯の男の背後から、その相あい棒ぼう──別の馬に乗った中年の小男が、ひょっこりと顔を出した。これもフェリオの知らぬ顔である。剣を携たずさえてはいたが、防具などは身につけておらず、服装は商人のそれだった。

　やや苦しげな笑みを浮かべて、彼はクラウスに目もく礼れいを送る。

　クラウスの顔に、さきほどよりさらに大きな狼ろう狽ばいが浮いた。

「ロ、ロセッティさん──？　どういうことですか！」

　商人風の中年男が、深ふか々ぶかと頭を下げた。

「申し訳ございません、クラウス様。しばらく、お暇ひまを戴いただくことにいたしました。理由わけはまた、いずれ──もっとも、叶かなうならばお気づき願いたくも存じますが……」

　フェリオには訳わけがわからない。しかし、突然に現れた彼らがクラウスの知人であり、同時にこの場での彼の味方でないことだけは確かだった。

　フェリオは呆ぼう然ぜんと隻せき眼がんの男を見上げた。

　その視線に応えるかのように、男は馬上から向き直った。

「フェリオ様、私はベルナルフォン・レスターホークと申します。僭せん越えつながら、フェリオ様とラシアン卿きようの軍の末まつ席せきに加わることを望む者です。お許し願えましょうか？」

　顔は知らないが、名には聞き覚えがあった。剣の得とく意いな変わった貴族として、多少は知られる存在である。

　意思の強さを感じさせる隻眼に、フェリオは頷うなずきを返した。

「許すどころか、願ってもないことだ。御助力に感謝する」

　フェリオの率そつ直ちよくな答えに、ベルナルフォンはにやりと笑った。曲者くせものの笑みだが、不思議と憎にくめない印象がある。

　そして傭よう兵へい達に向け、ベルナルフォンはまた大声を張った。

「野や郎ろうども！　王子を守りながら離り脱だつする。邪じや魔まな衛兵は蹴け散ちらせ！　遅おくれた奴やつは置いていくからな」

　まるで無法者のような号令だったが、傭兵達の反応は鋭かった。すぐさまに剣を構えなおし、躊躇ためらうことなく一いつ斉せいに衛兵達へと斬きりかかる。

　衛兵達も防戦を試みるが、その勢いに恐れをなした一角が崩くずれた。

　その隙すき間まに殺さつ到とうする形で、傭兵達が切り込み、周囲を崩していく。

　フェリオ達を囲むように為なされた陣じんは、そのまま錐きりの形となって動き出した。

　騎き馬ばのベルナルフォンが駆けて、先頭近くを率ひきいる。片手に馬ば上じよう盾たて、片手に豪ごう壮そうな騎士剣を掲かかげた勇ゆう姿しに、衛兵達の腰が引けた。

　傭兵達の場合には、隊商キヤラバンの警備によって、山さん賊ぞくなどを相手に修しゆ羅ら場ばを潜くぐってきている。しかし平和が長く続いた国の衛兵などは、まともな戦乱を経験していない。逃げる相手を追ったり、少数の相手を押し包むことはできても、部隊対部隊での戦いに彼らは慣れていなかった。

　傭兵の数は、三十人から四十人ほど──対する衛兵達は六、七十人はいるはずだったが、両者の間には練れん度どの違いが如によ実じつに現れている。

　傭兵達が為した紡ぼう錘すい形けいの陣に守られて、フェリオ達は走り始めた。

　教会を見ると、喧けん騒そうを離れた木陰に、衛兵達からも忘れられたかのようにエヴァ司し祭さいが佇たたずんでいた。

　老司祭はにっこりと頷うなずき、小さく手を振ってよこす。

　フェリオは感謝の意を込めて、遠くの彼女に頷きを送り、陣とともに走った。

　肩を抱き合うようにしてともに走るウルクが、小さく声を漏もらした。

「フェリオ様、エヴァ司祭は──」

「大丈夫だ、フォルナム神殿が後ろについている。本人が何も知らない被害者だって言い張れば、後は神殿側で身み柄がらを保護してくれるよ」

　ウルクも頷いた。

　現在のエヴァ司祭は、フォルナム神殿から出しゆつ向こうして王都の教会にいる司祭だった。〝フェリオ達に脅おどされて居座られた〟とでも言い張れば、衛兵達もそうそう無礼な真似まねはできない。

　傭兵達の紡錘陣は、衛兵の壁を突き崩し、道を強ごう引いんに開けさせた。

　突破していく背後で、クラウスが必死に号令を発していたが、いったん崩された衛兵達を指揮でまとめるには時間がかかるはずだった。

　さきほど、クラウスの前で〝ロセッティ〟と呼ばれていた商人風の男が、フェリオの脇わきに馬を寄せてきた。

　彼は武芸には疎うといらしく、傭よう兵へい達に守られながら陣じんの中心にいる。

「フェリオ様！　馬上から失礼いたします。この先に、ほぼ人数分の馬を待たせてあります。ただ、軍馬ではなく隊商キヤラバンの荷運びの馬でして──扱いには問題ありませんでしょうか？」

「あぁ、馬には乗れるよ。ありがとう。貴方あなたのことは……ロセッティ、って、呼んでいいのかな？」

　走りながらフェリオが問うと、背の低い男はいかにも商売用の笑顔を見せ、愛あい想そよく頷うなずいた。

「は、恐れ入ります。私はサンクレット交こう易えきの商人です。故ゆえあって、クラウス様を裏切ることとなりました。どうぞ、よしなに──」

　丁てい重ちように下げた頭の上を、弓兵の放った矢が通過した。ロセッティは体勢を崩くずしそうになりながら、慌あわてて馬の手た綱づなにしがみつく。

　その場にいた衛兵達の陣を突っ切った後は、傭兵達は一いち目もく散さんに駆けた。

　衛兵も追いすがるが、その動きには精せい彩さいがない。傭兵達の力量と勢いを思い知って、彼らは萎い縮しゆくしてしまったらしい。

　フェリオは危難を脱したことについては喜びつつ、しかし自国の兵の弱さに暗あん澹たんたる思いを抱いた。

　もし今、タートムの兵がアルセイフに侵しん攻こうしてきたら──彼らは、果たして国を守れるのだろうかと考える。正規の衛兵達に訓練と経験が足りないことは、誰だれの眼めにも明らかだった。おそらくは、各地の諸しよ侯こうが抱える兵も同様である。

　しばらく走ると、サンクレット交易の支社の傍そばに、多数の馬が見えた。夜の道みち端ばたに揃そろえられた馬を、数人の男達が見張っている。

　訓練を受けていない馬は、剣や弓に怯おびえてしまって戦いには向かない。隊商キヤラバンにとっての馬は、あくまで平時の乗り物であり、荷の引き手である。ベルナルフォンとロセッティの馬だけは、どうやら軍馬の訓練を経ているらしい。

　走る傭兵の一団に、ロセッティが声をかけた。

「衛兵の皆さんも追いかけてきそうだ。戦闘は避けて、逃げることに専せん念ねんしてくれよ。馬が少し足りんから、何騎かは二人乗りで頼む」

　傭兵達の荒っぽい返事があった。すぐに彼らは、思い思いの馬に手綱をとって騎き乗じようする。

　ロセッティがそのうちの一頭を指差し、フェリオに向き直った。

「フェリオ様はあちらの馬にどうぞ。脚の遅おそい荷馬車を先行させております。彼らに追いつくまでかなり急ぎますが、なんでしたらそちらのお嬢さんは、誰かの馬に同乗していただき……」

「心配ない。二人乗りは少し前にもやったばかりだ。それに──」

　馬に駆け寄ったフェリオは、ウルクを先に馬上へと持ち上げた。これが二度目の逃亡になるウルクは、多少は慣れた様子で馬にまたがる。

「婚こん約やく者しやぐらい、自分で護まもる」

　フェリオは冗じよう談だんめかしてロセッティに返した。商人は眼めを丸くして、小さく口くち笛ぶえを吹いた。

　ウルクも驚いた様子で、くっと息を詰める。

「フェリオ様、それは……」

「冗談だって。元はといえば、ウルクが言い出したんじゃないか」

　フェリオは笑って、馬上にウルクの身を抱え、両手に手た綱づなを握った。

　馬の腹を蹴って合図を送ると、頑がん健けんな馬は素直にその指し示じをきいて動いた。

　一団は、王都を抜ける方角へと走り始めた。

　すぐ背後からは衛兵達が迫りつつあったが、騎馬の部隊となった一行は、彼らを引き離しにかかる。

　しがみつくウルクを庇かばいながら、フェリオは馬を走らせた。

　毒どくに侵おかされていた体は、もう五感を七割方がたは取り戻し、動かすのに支し障しようがない程度に回復していた。酷ひどい疲労感はあったが、そこは精神力で乗り切るしかない。

　刻こく々こくと朝が近づきつつある王都の道を、騎き馬ばの一団は馬ば蹄ていを轟とどろかせ、一いつ斉せいに駆け抜けた。
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　タートムの暗殺者、シズヤは、街まち外はずれにある拠きよ点てんの一つに戻っていた。

　そこは表向き、エアル交こう易えきという交易会社の支社だった。今はタートムから派は遣けんされた数人の部下が詰めている。

　衛兵達とベルナルフォン達の争う場から、シズヤはいち早く脱していた。衛兵達では傭よう兵へいの部隊を止められそうになかったことが、その主な理由である。同時に、その中心に護まもられた王子を殺すためには、相そう応おうの力が必要だった。

（──あの王子様の悪運、本物ね。あんなところで邪じや魔まが入るなんて──）

　そんなふうに半なかば呆あきれながら、シズヤは建物の裏側にまわり、倉庫の一角に走った。

　そこには、特に大型の荷馬車が一台、停とめてあった。馬車の御ぎよ者しや席せきには、部下の少女が一人待たい機きしている。

　茶色い髪のその娘は、御者席から素早く身を起こした。街を歩く姿が目立たず絵になるような、そんな穏おだやかな印象を醸かもしていたが、彼女も暗殺者としての鍛たん錬れんを積んでいる。

「シズヤ様？　そんなに急いで、どうされたのですか？」

　見張り役の少女は、鼻にかかった声で問いかけてきた。シズヤはその問いには応こたえず、見上げるほどに大きな荷馬車の幌ほろに入り込む。

　途と端たんに獣けものじみた臭しゆう気きが鼻をついたが、シズヤにとっては慣れた匂においだった。

　幌の中には、翼を行ぎよう儀ぎよく畳たたんだ一羽の巨鳥がだらりと寝そべっていた。

　やや赤みがかった暗い色の羽をもつ、シズヤの玄げん鳥ちよう──

「ホムラ、起きてる？」

　シズヤはその鳥に優やさしく声をかけた。

　玄鳥は鳴きもせずに、黒光りする鋭い嘴くちばしを小さく動かした。黒一色のその眸ひとみが、暗い中にシズヤの姿を映している。

　相あい棒ぼうが起きていたことに満足して、シズヤは脇わきのロープを解ほどいて幌の天てん蓋がいを開けた。御ぎよ者しや席せきの少女が声をあげる。

「シズヤ様、こんなところで！」

「手伝いなさい。この子に装備をしてあげなきゃ」

「──え？　誰だれか襲うんですか？」

　少女が頓とん狂きような声をあげた。

「えぇ。急ぎなの。貴方あなたもとっとと働きなさい」

　シズヤは鳥の背に歩み寄り、幌の随ずい所しよに置かれた玄鳥の装備を手早く整え始めた。

　少女も慌あわてて、きびきびとそれを手伝い始める。

　腹の部分や爪つめ、額──玄鳥の体の随所に、黒い特殊な装そう甲こうをつけていく。

　さすがに翼には何もつけられないが、すべて、神しん鋼こうによって製作された特注品である。完全に装備すると、ちょっとした騎士のような鳥が出来上がった。

　そして、玄鳥はその身を起こした。その黒い眼めは、巨体の周囲でうろちょろと働く二人の娘をじっと見ている。

　手早く準備を終えて、シズヤは鳥の背につけた装そう具ぐに身を乗せた。

「朝が近いから、私はこのままこの子と一いつ緒しよにどこかの森に隠かくれるわ。貴方は明日の夜、合流地点まで馬車をもってきて、この子の回収をお願いね。場所は〝王の断だん崖がい〟付近。あの辺りは、人目が少ないから──わかった？」

　少女はこくこくと頷うなずいた。

　シズヤは胸元に隠していた笛ふえを唇に添そえ、一定のリズムで吹いた。それは人には聞こえない音だったが、鳥の聴覚には指し示じとして伝わっている。

　紅あかい羽をもつ玄鳥は、すぐに首をあげて翼を広げた。

　見張りの少女が何かを言いかけたが、それを無視してシズヤは飛び立った。鳥の嘴に通じる手た綱づなを引いて、急な角度で夜の空に舞い上がる。

　身を叩たたく風に耐えて上空にあがると、そこはもう彼女の世界だった。

　王子達の位置を探して方向を定め、一人と一羽は首を巡らせる。

　獲え物ものを追う紅あかい翼は、滑すべるようにして夜空を翔かけていった。
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　騎き馬ばの一隊は、ラシアン卿きようの領地を目指し、王都の道をひた走っていた。

　馬を操あやつるフェリオの隣には、窮きゆう地ちを救ってくれた貴族、ベルナルフォン・レスターホークが併へい走そうしている。

　近くで見れば、彼はまだ三十にもならぬような若い男だった。酷ひどい火傷やけどの跡さえなければ、なかなかの美男で通りそうな顔立ちでもある。

　片かた眼めにからかうような笑みを浮かべて、彼は馬上からフェリオに話しかけてきた。

「それにしても王子、ずいぶんと無む茶ちやをなされましたな。騎士とたった二人で王宮に忍しのび込むなど、正しよう気きの沙さ汰たではありませんぞ？　いかに土と地ち鑑かんがあったとはいえ、王族たる身でよくそこまでご決断されました」

　馬を走らせながらのその指摘に、フェリオは苦にがい笑みを返した。

「たった二人じゃない。もう一人に頼んで、城の外に馬を用意させておいたし、もし上手うまくいっていたら、帰りにはウィスタル卿もいたかもしれない」

　その名を自ら口にしておいて、フェリオは無む念ねんの思いを語尾ににじませた。

　レージクに動きを読まれていたことが、何よりの敗因である。

　放ほう蕩とう癖へきをもつ、阿片アヘン中毒の第二王子──その印象が強く、知らず知らず、彼を侮あなどっていたのかもしれない。だが、フェリオの動きを読んで、それに対応する形で策を組んでくるあたりは、少なくとも馬ば鹿かにできることではない。

　ベルナルフォンが鼻で笑う。

「それにしたって、たった数人でしょう。危険とは思いませんでしたか」

「かえって人数が多いほうが見つかりやすくなる。本当は偵てい察さつだけでもよかったんだ。ただ、あんまり警備が緩ゆるかったから、つい奥の方まで──結局、ウィスタル卿もダスティア卿も助けられなかったけれど……」

　それでも、収穫がなかったわけではない。第三王子のブラドーとも意を通じることができたし、ウィスタル達が囚とらわれているのが、警備の厳げん重じゆうな塔とうの付近であることもわかった。

　ただ──明らかな失敗もあった。

　フェリオは手た綱づなを握りながら、ベルナルフォンへ小声に呟つぶやいた。

「ベルナルフォン卿──実は今夜のことで、俺おれは兄上から、正せい妃ひ殺害の汚お名めいを着せられた」

　ベルナルフォンが片眼を細めた。同じ馬の上でフェリオにしがみつくウルクの腕に、微妙な力が籠こもった。

「正妃殺害──では、正妃はまさか──」

　声を潜ひそめるベルナルフォンへ、フェリオは頷うなずきを返す。

「俺おれは軍ぐん務む卿きよう暗殺の件にも絡からんでいて、そのことが正せい妃ひの口から漏もれるのを恐れて、わざわざ口封じのために忍しのびこんだ──そういう筋書きらしい。死体は確認できなかったけれど、皇太子妃とアーベルト様も多分──刺し客かくに殺された」

「……なるほど。あの男の考えそうなことですな」

　ベルナルフォンは鼻で嗤わらった。あっさりとした反応に、フェリオはわずかに驚く。

「俺おれは大罪人扱いされるだろう。そんな俺に、貴方あなたは味方していいのか？」

　貴族の背後には、その一族が連なっている。ベルナルフォンなどは貧びん乏ぼう貴族だが、それでも家名を背負う当主には違いない。

　ベルナルフォンは、力を込めて頷いた。

「フェリオ様とて、冤えん罪ざいに屈くつするおつもりはないのでしょう？　フェリオ様はウィスタル卿きようの認めた方かたです。そんな方が、そんなつまらぬ悪事を働くはずがありません」

　断言したベルナルフォンは、やや声を潜めて続けた。

「問題は諸しよ侯こうです。正妃の死がレージクの陰いん謀ぼうだと、我々は主張するわけですが──諸侯には、レージクと我々の、どちらが正しいか判別ができないはずです。つまり、諸侯を説せつ得とくするには──」

　ベルナルフォンの口元に、凄すごみのある笑みが浮いた。

「力の差を見せつけて、趨すう勢せいがどちらに定まるかを、わからせる必要があります」

　その言葉の意味するところはフェリオにもわかった。領地に戻ったラシアン卿も今、そのための準備を進めているはずである。

　レージクの政権を、たとえ力ずくでも倒すこと──彼の背後にタートムがついているとなれば、話し合いで解決することはもはや不可能だった。実際にレージクは、ラシアンやフェリオを殺そうとしていたのだ。

　ベルナルフォンの指揮する傭よう兵へい部隊は、戦力としてはそれほど大きなものではないかもしれない。しかし、サンクレット家に縁があり、軍ぐん閥ばつに属しているはずの貴族、〝レスターホーク家〟がラシアンの側につくことには、純粋な戦力以上の意味があった。

　レージクの体制から彼が離反することは、他ほかの貴族達にもその選せん択たく肢しを検けん討とうさせることにつながる。

　ベルナルフォンは身を低くして馬を駆る。

「王都周辺には、サンクレット家の領地から来た兵が駐ちゆう屯とんしています。連中に見つかると厄やつ介かいですから、急いで突っ切るとしましょうか」

　頷きかけたフェリオの耳に、ウルクの囁ささやきが入った。

「……フェリオ様。空に──」

　ウルクはフェリオに抱きつく格好で馬に乗っていた。その視線は正面ではなく、肩越しに後ろを見ることになる。

　そのウルクの視線は、夜空を眺めていた。

「空がどうしたって、ウルク？」

「空に──いけない！」

　ウルクが声を荒げた。その眼めが大きく見開かれる。

「玄げん鳥ちようです！　上から狙ねらっています！」

　ウルクが早口に叫んだ。その声に、傭よう兵へい達も驚いて空を見る。

　振り返ろうとしたフェリオは、顔に影を感じた。

　星明かりを遮さえぎる巨大な翼が、すぐ真上に迫っていた。みるみる急降下してくる玄鳥の爪つめから逃れようと、傭兵達の馬が周囲に散る。

　玄鳥の鋭い爪は──フェリオの馬を、狙っていた。

　咄とつ嗟さにフェリオは、馬の手た綱づなを引きながら、ウルクの身を抱えて鐙あぶみを蹴った。

　馬から飛び降りたのとほぼ同時に、玄鳥の爪が馬の背を掠かすめる。

　その爪は、鋼こう鉄てつの装そう具ぐによって覆おおわれていた。玄鳥の体そのものにも、要所要所に装そう甲こうが為なされている。

　ことに腹の部分の装甲には、突き出すようにして数本の刃が光っていた。防具であると同時に、武器の役割も果たしているらしい。

　研とぎ澄すまされたその刃が走り、一いつ閃せんとともに馬の首がぶつりと千ち切ぎれ飛んだ。

　そのまま数歩を走って、馬の体は崩くずれるように地面を滑すべる。

　土煙が舞う中、脇わきに逃れたフェリオは身を起こした。

　気づくのが数すう瞬しゆん、遅おくれていたら、殺されていたのはフェリオ達だったに違いない。ウルクの声が生死の境さかいを分けた。

「ウルク、大丈夫か!?」

「は、はい──」

　フェリオの腕の中で、ウルクは小さく応こたえた。擦かすり傷きずか打だ撲ぼくぐらいはありそうだが、声からして、大おお怪け我がをした様子はない。

　その無事を確認してから、フェリオは天を仰あおいだ。

　月は傾きすぎて山間に沈み、数多あまたの星だけが広がっていた。そろそろ朝が近いらしく、空の色自体も、真夜中のものから少しだけ明るさを増しつつある。

　その暗い夜空の一いち隅ぐうに──空よりも暗い影が浮いていた。

　星を遮さえぎるそのシルエットは、紛まぎれもなく巨鳥のものである。

　獲え物ものを仕し留とめ損そこねた玄鳥は、緩ゆるく旋せん回かいして、再び襲撃の準備に入りつつあった。

　ベルナルフォンが傭兵達に声を張った。

「フェリオ様を守れ！　あんな鳥如ごときに怯おびえるな！」

　そうは指揮したものの、傭よう兵へい達にも何もできない。敵は天空にあり、弓兵もここにはいない。降りてきたその瞬間を狙ねらうには相手が速すぎる。

　フェリオは、襲ってきた刺し客かくに見覚えがあった。やや赤みがかった翼は、数日前に〝王の断だん崖がい〟で眼めにしたものと同じである。

　軍ぐん務む卿きようを殺した暗殺者──そう気づくや、フェリオは声を上げていた。

「ベルナルフォン卿きよう！　傭兵達を俺おれに近づけるな！」

　即座にそう指し示じを出す。

「あいつの狙いは俺だ！　傭兵がいても巻まき添ぞえにするだけだし、俺もかえって避よけにくくなる！　離れていろ！」

　そう声を張り上げながら、フェリオは抱いていたウルクを突き飛ばした。

「ディアメル、ウルクを頼む！」

　そう告げて、自らは彼女や傭兵達から離れる方向へと走る。

「フェリオ様!?」

　ウルクが悲鳴じみた声をあげた。その声を背にして、フェリオは刀の柄つかに手を添えた。

　指示を受けた女騎士は、すかさず倒れたウルクの傍そばに馬を寄せたが、同時にフェリオにも声を投げる。

「無む茶ちやです、フェリオ様！　ここは逃げるしか──」

「当たり前だ、すぐに逃げる。だけど、ウルクは先に安全なところへ連れて行ってくれ。俺は、あいつをひきつけるから──」

　指示を出す間にも、鳥の眼は上空からフェリオを狙っていた。フェリオはウルクから離れるために走り、充分な距離を稼かせいでから相手を見上げた。

　風が落ちてくる。狙いはフェリオから外はずれない。刀の柄を握ったまま、フェリオは襲われる瞬間を見さだめて、ぎりぎりまで引きつけてから横に転げた。

　風は体を叩たたいたが、爪つめや装そう具ぐの刃は空振りして、鳥は再び宙ちゆうに舞い上がる。フェリオの側に、反撃するだけの余よ裕ゆうはない。

　腰を据すえて正面から待ち受ければ、斬ざん鉄てつの要領でその脚くらいは斬きれるかもしれない。しかしその場合、腹についた刃などの装具によって、フェリオの身はずたずたに裂かれるはずだった。

　避ければ刀は届かず、避けなければ殺やられる──苦しい状況にある。

　玄げん鳥ちようの装具は、黒っぽい金属でできていた。あるいはあれが〝神しん鋼こう〟だとすれば、鉄よりもさらに斬りにくい。避けながらそれが為なせるとは、とても思えなかった。

　ライナスティの馬がそこへ走りこんだ。

「ディアメル、ウルク様をはやく馬に乗せてくれ！　フェリオ様は俺が！」

　ライナスティの声に、ディアメルはウルクを馬に乗せて走り出す。

　ウルクは一瞬だけ戸と惑まどう様子を見せたが、自分がいては、かえってフェリオの邪じや魔まになると察したらしい。不安げな眼まな差ざしを向けたまま、ディアメルに連れられて傭よう兵へい達の馬群と合流した。

　フェリオは玄げん鳥ちようを見上げながら、さきほどに迫ったその姿を脳のう裏りに思い浮かべた。低空を滑すべるように迫ってきて、地上を掠かすめて上昇していく──その動きはおそろしく速かった。

　周囲は夜で薄暗く、見切れる自信はなかったが──しかし、ふと思いついたことがある。

　頭上を警戒するフェリオに向けて、ライナスティが早口に声を張った。

「フェリオ様、乗ってください！　建物の影に逃げ込めば──」

「ライナスティ、先に行ってくれ。試してみたいことがある」

　フェリオはそう跳ねつけた。玄鳥は空を折り返そうとしている。

　ライナスティが眉まゆを寄せた。

「考え、って、あんなの相手に何をする気ですか！」

「とにかく離れていてくれ。傍そばにいると巻まき添ぞえになる。駄だ目めでもともと、やってみる価値はありそうだ」

　フェリオはライナスティに笑みを向けた。冷ひや汗あせ混じりの笑みだったが、この状況で自分が笑みを見せられることに、フェリオは自信を得た。

　ライナスティが息を飲む。

「……信じても、いいんですか？」

　それは真しん摯しな声だった。フェリオは笑みを返す。

「死ぬ気はない。試して駄目だったら、その後でどこかの建物に逃げ込むさ。だから、傍から離れろ」

「……ここでフェリオ様が死んだら、俺おれは団長の前で首くくって詫わびをいれますからね？」

「よしてくれ、縁えん起ぎでもない──」

　静かな声で言葉を返したフェリオは、道の真ん中に立ち、構えを取った。刀の柄つかを強く握って、その場に腰を据すえる。ライナスティは呻うめくように声を詰まらせて、馬を道の脇わきに寄せた。

　離れた場所から、ベルナルフォンが怒ど声せいをあげた。

「フェリオ様！　何をしておいでですか！　そんなところにいたら──」

「ベルナルフォン卿きよう！　あいつは俺一人を狙ねらっている！　それなら──」

　風が落ちてくる。ベルナルフォンに向けた言葉の続きを、フェリオは内心で呟つぶやいた。

〝せめて一度は、受けて立つ──〟

　空から向かってくる玄鳥を、フェリオは居い合あいの構えをもって迎えた。落ちてきて低空を滑り、上昇に転じるその瞬間が、フェリオを狙う爪つめがかすめる時である。

　ウルクの悲鳴が聞こえたが、しかしフェリオの気迫は揺るがない。

　道の中心、たった一人で刃を構えるその身に、低空を滑る巨鳥が一瞬で肉にく薄はくした。

　フェリオは──刃を抜き放つや、自ら大地を蹴って前に飛び出した。

　ひやひやと見守っていたベルナルフォンが眼めを剝むき、ライナスティらは啞あ然ぜんとして見つめる。

　馬の首を飛ばしたほどの鋭い刃が、フェリオの眼前にまで迫った。

　フェリオは横に転げもせず、斜めに角度をつけて飛び上がる。

　体の横を爪つめと刃が掠かすめるのと同時に、フェリオは跳びながら、大上段に構えた刀を大きく高く振り切った。

　土つち埃ぼこりが舞い、風が吹き抜けた。

　飛び上がったフェリオは風の勢いに煽あおられて、そのまま脇わきに吹っ飛んだ。すり抜けた鳥は上昇に転じ、再び刀の届かない遙はるかな高みに昇る。

　装そう甲こうに覆おおわれていない、翼の部分を斬きろうとしたが──あともう少し、背と跳ちよう躍やくの高さが足りなかった。風に[image: 煽]られたせいもあるが、ウィスタルほどの巨漢ならば、あるいは届いていたかもしれない。

　フェリオはライナスティに声を投げた。

「ライナスティ！　傭よう兵へいの誰だれかから槍やりを借りてくれ！　次は──」

「馬ば鹿かいわんでください、もう一度やる気ですか！　そんな無む茶ちやな戦い方、一度試せば充分でしょう！」

　馬を寄せてきたライナスティが、馬上からフェリオの腕を引っ摑つかんだ。その剣けん幕まくに肩を竦すくめて、フェリオは苦にがい顔を見せる。

「失敗はしたけど、方向性は間違ってなかっただろう？　羽根には装甲もなかったし──」

「方向性とやらはわかりましたが、二度目は無理ですよ。向こうも警戒するでしょうし、見たくもありません。早く！」

　ライナスティに急せかされて、フェリオは彼の馬に飛び乗った。

　眺めていたベルナルフォンが、引きつったような笑いを浮かべていた。

「──確かに無茶をする──だが──」

　その先は、言葉にはならない。

　固唾かたずを飲んで見守っていた傭兵部隊のほうから、大きな声が上がった。

　再び空から、玄げん鳥ちようが襲ってこようと睨にらみを利きかせていた。フェリオを捕まえるまで、攻撃をやめる気はないらしい。

　ライナスティが馬を走らせた。

　フェリオは声を張り上げる。

「ベルナルフォン卿きよう、傭兵部隊はそのまま行かせてくれ。ディアメルもそっちに──俺おれとライナスティは、どこかに隠かくれてあいつをやり過ごしてから合流する！」

　フェリオの指し示じに、ベルナルフォンは頷うなずいて、部隊を移動させ始めた。ディアメルとウルクも心配げな眼まな差ざしのまま、今は仕方なくその隊列に続く。

　ライナスティとフェリオを乗せた馬は、ただ一騎、部隊とは方向を変え、脇わき道みちに逸それた。

　玄げん鳥ちようは二人を目指して追ってくる。

　ライナスティがぼやいた。

「しつっこい奴やつですね。どこか、手近な建物へ──」

「中ちゆう途と半はん端ぱなところじゃ、あいつに崩くずされる。厄やつ介かいだな、空にいる奴ってのは……」

　フェリオは辟へき易えきしながら呟つぶやいた。

　ウルクや傭よう兵へい達を巻き込まぬようにと、彼らから分かれたまではよかったが、相手が空にいては容よう易いに追われ続けてしまう。朝になれば、諦あきらめて消えるかもしれないが──それまで逃げ続けられるとも限らない。

　脇道を駆け続けた馬が、別の大通りに出た。

　角を抜けた、その直後──

　空ばかりを警戒していたフェリオ達の前に、衛兵達の一団がいた。

　ライナスティが驚いて馬の手た綱づなを引く。驚いたのは相手の側も同様らしく、一瞬は啞あ然ぜんとして、その後に声を荒げた。

「いたぞ！　こいつらだ！」

　警戒にあたっていた部隊に、たまたま遭そう遇ぐうしてしまったらしい。十人ほどの小隊だったが、間まが悪いとしか言いようがない。

「うわ、やばい──」

　ライナスティが慌あわてて馬首を巡らそうとした。ちょうどそこをめがけて、空から玄鳥が降ってくる。フェリオは咄とつ嗟さにライナスティを突き飛ばして、馬から落ちるように降りた。

　そこを急降下してきた玄鳥の爪つめがかすめて、馬は道の脇にまで蹴り飛ばされる。

　やや離れた位置にいた衛兵達は、途と端たんに色めきたった。

　小隊長らしき年配の男が、一ひと際きわに大きく怒ど声せいに近い声を張る。

「げ、玄鳥？　一昨日、軍ぐん務む卿きようを襲った奴か!?」

　唐とう突とつな玄鳥の襲しゆう来らいに、衛兵達は驚いてこそいたが、それでもフェリオ達を見逃しはしなかった。

　道みち端ばたに転がったフェリオとライナスティが起き上がるのと同時に、その傍そばへと駆け寄ってくる。

　たちまち眼前に、幾本もの短たん槍そうが次々と突きつけられた。

　フェリオは態勢を整えきらぬままに刀を振るって、その穂ほ先さきを弾はじきながら身を引かせる。

　次々に迫る刃を必死にさばく中、その耳に再び風を切る音が聞こえた。

　しかし、行ったばかりの玄鳥が戻ったにしては早すぎる。

「フェリオ様！　新あら手てです！」

　ライナスティが悲鳴じみた声を上げた。視界の端で確認したフェリオは、星明かりの下に、漆しつ黒こくの翼をもつ別の玄鳥が近づいていることを察した。物ぶつ騒そうな装そう具ぐこそつけていないが、鋭い爪つめが見える。

　衛兵達を巻き込んで襲ってきそうなその勢いに、ついにここまでかと覚かく悟ごを決めかけた。

　逆に衛兵達は、迫るその鳥に怯おびえて浮き足だったが、彼らの反応は戸と惑まどうばかりで鈍にぶく、避よける動きさえとれずにいた。

　そのために、フェリオも退たい路ろがない。

「フェリオさん！　しゃがんでください！」

　甲かん高だかい娘の声が響いた。

　フェリオは耳を疑った。聞き覚えのある声だったが、その声の主が何故なぜ、ここにいるのか──それがまるでわからない。しかもその声は、玄鳥の背から発せられている。

　反射的にフェリオが屈かがむと、玄鳥がその上を低空ですり抜けた。

　その直後に、小さな人影がふわりと飛び降りる。

　高速の飛行物体から飛び降りたにも拘かかわらず、影は猫のような身のこなしで着地し、そこから弾はじかれるように跳ねた。

　高く高く──衛兵達の頭を越えて、細い影はフェリオの眼前に素早く降り立つ。

　背を向けたその細腕に、光を宿した白い腕うで輪わが見えた。

　腕輪の光はまとわりつくようにして手の先までを覆おおい、影の主はその手を大きく振るう。
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　長い黒髪がふわりとなびいた次の瞬間、囲んでいた衛兵達の槍やりの穂ほ先さきが、一いつ斉せいに地に落ちた。

「フェリオさん！　こんなところで、何をしているんですか！」

　少し怒ったような少女の声が響いた。

　フェリオが何かを言うよりも早く、彼女は並んだ衛兵達の側へ向き直り、光る手しゆ刀とうを再び振るう。手刀は、衛兵の一人の胸当てを縦にすっぱりと切り割った。

「ひ──」

　衛兵が腰を抜かして後ろへ倒れこむ。周囲にいた者達も、玄げん鳥ちようと、その背から突然に現れた少女の奇妙な技に慄おののき、すっかり腰が引けていた。

「退ひきなさい！　今なら命までは取りません。すぐに玄鳥が戻ってきます」

　少女が甲かん高だかく声を張った。

　十人ほどの衛兵達は悲鳴を上げて、転げるように逃げていく。

　フェリオは少女の背を見つめて、ただ呆ぼう然ぜんとしていた。

　今の彼女は、半はん袖そでの黒い上着に、タイトスカートを身につけていた。柱ピラーから出てきた際の珍妙な服装でも、またフェリオの前から消えた時の神しん官かんの衣ころもでもない。しかしその顔と声は、確かにフェリオの知る〝彼女〟のものである。

「リ、リセリナ……？　どうしてここに……」

　フェリオは頰ほおを引きつらせて、その名を呟つぶやいた。傍かたわらのライナスティも、言葉すらなく固まっている。

　その少女──来訪者ビジターの娘は、わずかに怒った表情でフェリオを振りかえった。

「──危なっかしい人だとは思っていましたけれど、それにしたって無む茶ちやすぎます。もう少し遅おそかったら、どうなっていたと──」

「いや、それは──じゃなくて、どうして君が玄鳥に……あ！」

　フェリオは驚きから立ち直り、慌あわてて王都の空を見上げた。

　そろそろ朝も近づきつつある空には、二羽の玄鳥がいた。

　一羽はフェリオを襲ってきた紅あかい羽の鳥、もう一羽はリセリナを乗せてきた、漆しつ黒こくの羽をもつ鳥である。

　二羽は上空ですれ違い、急降下と急上昇を繰り返しては、互いの嘴くちばしと爪つめを駆く使しして争っていた。どちらが優勢なのか、フェリオには見当もつかなかったが、空は少しずつ白しらみつつある。人々に見られることは、どちらにとってもあまりよいことではないはずだった。

　紅いほうは物ぶつ騒そうな装そう具ぐを身につけていたが、黒いほうにはたいした装備があるようには見えない。しかしその分、動きは軽快で速かった。

　二羽の鳥は、まるで舞ぶ踏とうのような接戦を繰り広げている。

　フェリオはじっと、まだ薄暗い朝の空を見上げた。
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　紅あかき翼の相あい棒ぼう、ホムラを空に駆りながら、シズヤは突然に現れたもう一羽の玄げん鳥ちようを見定めた。

　玄鳥は主に漆しつ黒こくの羽を持つため、遠目に個体を識別することは難しい。シズヤの操あやつるホムラのように、羽の色が特殊ならばまた別だが、現れた敵は黒一色で夜空に融とけている。

（味方じゃないことだけは確かだけど──）

　内心で呟つぶやきながら、シズヤは両手に手た綱づなを引き、ホムラの嘴くちばしを相手に向けた。

　玄鳥同士の戦いは滅めつ多たにない。そもそも、玄鳥を操ることができるのは北方民族だけで、彼らは基本的に団結している。一族から造ぞう反はんしたシズヤ達が、あくまで少数派なのだ。

　シズヤ自身、空中戦の経験はあまりない。相手にしてもそれは同様のはずだった。

　相手の出で方かたを、一瞬だけうかがう。

　敵の玄鳥はまともな装そう具ぐをつけていなかった。一見するとシズヤの側が有利だが、動きの軽さという点では不利にも働く。

　相手の鳥が滑すべるようにして接近してくる。シズヤはその嘴を避けるために、ホムラを若じやつ干かん、脇わきへと誘ゆう導どうした。

　攻撃をかわして、すれ違いの瞬間──

　漆黒の翼、その上に閃ひらめいた短い銀髪が、シズヤの視界に入った。

　驚いて振りかえるその鼻先を、相手の弓から放たれた矢が掠かすめた。外はずれた矢はそのまま、眼下の街まちへと落ちていく。

　シズヤは片手に短剣ダガーを握った。

　玄鳥を操る敵は──見知った娘だった。

（あの子がこの国に来ていたなんてね。あの王子様の手助けをしたってことは──）

　シズヤは薄く笑って鳥を旋せん回かいさせ、相手の後を追う。

（こっちのことも、ばらされてるかな──）

　レージクの背後に、タートムの国が関かん与よしている事実──その事実を、あの王子や外がい務む卿きようのラシアン・ロームが把は握あくしているとしたら、先だっての王宮騎士団を伴ともなったいち早い逃亡劇にも納なつ得とくがいく。

　シズヤ達は、かつての身み内うちだった北方民族を裏切って、タートムの側に雇やとわれている。昔の仲間達から命を狙ねらわれる立場であることは自覚していた。

　敵の玄鳥が大きく弧こを描いて旋回し、シズヤの背後に回り込もうとする。追いかけるシズヤもそれをさせぬようにと旋回し、円の形に追いかけ合う形となった。

　その円は、次し第だいに狭せばまっていく。

　爪つめと嘴をもって相手に傷を負わせる間ま合あいを測りながら、二羽の鳥とその繰くり手てたる二人は、接近を続けた。

　互いに狙ねらうは、もっとも脆もろい乗り手の身である。少しでも有利な相手の頭上を取ろうとして、二羽は飛び交った。

　相手の動きは速く、そして慎しん重ちようだった。またシズヤの側にしても、不用意な隙すきを見せれば命取りとなる。

　相手が矢を放ち、シズヤは返すようにして短剣ダガーを投げたが、空の強い風に煽あおられて互いに威い力りよくは殺そがれた。

　接近を繰り返しては離れるうちに、シズヤはじりじりと焦しよう燥そうを感じ始める。

　──薬が、切れかけている──

　数年前、ラトロアに潜せん入にゆうした折に、シズヤはその地で〝死の神霊アービタ・スピリット〟と呼ばれる力を盗ぬすみ出した。扱いに慣れるまでに散さん々ざんな苦労を重ね、今では実戦でも使えるほどに習しゆう熟じゆくしたが──しかし副作用として、特殊な薬に頼らなければ、日々を過ごすにも支し障しようをきたす体となってしまった。

　その薬は服用後に、猛もう烈れつな眠気をもたらす。切れかけているからといって、戦闘中に飲むのは自殺行為だった。

　せめて相手を仕し留とめてからここを去りたい──そう思い、シズヤは玄げん鳥ちようを疾はしらせた。

　急上昇で相手の眼めをくらまし、そこから急降下を仕し掛かける。

　──その瞬間。

　冷たい物が、頰ほおをかすめた。

　急降下の攻撃は相手に避よけられ、今度はシズヤの側が逃げることになる。

　ホムラを駆りながら、シズヤは片頰を手で拭った。

　紅あかい血が、べったりと頰についていた。シズヤのものではない。玄鳥の──ホムラの血である。

　相手の鳥とは、まだ一度たりとも接触はしていないはずだった。放たれた矢にも、まともには当たっていない。

　シズヤは驚きながら、旋せん回かいするホムラの翼を見つめた。

　やや明るくなってきた朝の空に、ぽつぽつと──その羽根から、滴したたって落ちる血が見えた。

　シズヤは愕がく然ぜんとした。

　翼の下の傷──思い当たる原因は、一つだけだった。

　眼下でこの戦いを見上げているはずの王子が、咄とつ嗟さの機き転てんで仕掛けてきた、跳ちよう躍やくによる斬ざん撃げき──届いていたとは、決して思えなかった。しかし、現に翼には傷がつき、血がこぼれている。

　おそらくは擦かすった程度の傷だったのだろう。だが、激しい空中戦で翼に負ふ担たんがかかり、その傷口が広がり始めているのだ。

　シズヤは眼を見開きながら、その口元に薄い笑みを浮かべた。

　──信じられない。

　そう思う。人間の身で地上に在ありながら、飛び続ける玄げん鳥ちように弓以外の武器で傷を負わせる──それがどんなにあり得ないことかは、玄鳥を扱い慣れているシズヤがもっともよく理解していた。

　このまま空中での戦いを続ければ、傷口はさらに広がりかねない。その怪け我がの状態も把は握あくせずに戦えるほど、相手は生なま易やさしくもなかった。

　この場は、逃げる──

　そう決断すると、シズヤは相手の脇わきをすり抜けざまに、そのまま直線的にホムラを飛ばせた。

　相手に追ってくる様子はない。背後から弓で狙ねらわれたが、矢は風に煽あおられて、見当違いの方向へと流れていった。

　シズヤは軽く振りかえって、敵の姿を見つめる。

　鳥の背から、銀髪の娘がひどく険けわしい眼まな差ざしを向けていた。

　逃げながら、シズヤはくすりと笑いを漏もらした。

（──大きくなったものね。あんなに小さかった子供が……）

　自らのことは棚に上げて、シズヤはそう思った。

　彼女が自分を今でも憎にくんでいることは、今の戦いでよくわかった。互いに仕し留とめ損そこなっただけに、いずれまた、やり合う機会もあるかもしれない。

　もちろん、眼下にいる、少し変わった王子とも──

　そのことを少しは楽しみに思いながら、シズヤは王都の上空を飛び去っていった。
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　地上から鳥達の戦いを見上げていたフェリオは、その戦いが引き分けに終わったことに気づくと、ほっと吐と息いきを漏もらした。

　紅あかい翼の側が、空を流れるような動きで一直線に滑すべり、フェリオ達の視界からたちまちに消えていく。

　それに合わせて、争っていたもう一羽の玄鳥が地上へと降りてきた。

　フェリオ達のすぐ眼前で、その玄鳥はふわりと翼をたたむ。

　降り立った鳥の背には、一人の女が手た綱づなを握っていた。

　玄鳥の首の影から、女はフェリオ達に声を飛ばした。

「早く乗れ！　じきに衛兵達が増ぞう援えんを引き連れて来る。いまさら、捕まりたいのか？」

　その澄すんだ声に、フェリオは眼めをしばたたかせた。リセリナと同様、こちらも知る声ではある。だが、彼女が玄鳥の背に乗っていることが信じられない。

　女は銀色の短い髪を手で搔かき上げながら、やや険しい眼差しをフェリオに向けた。

「ぼうっとしていないで急げ！　置いて行くぞ」

「シ、シルヴァーナ!?」

　頓とん狂きような声をあげながら、フェリオはその傍そばに駆け寄った。

　神しん域いきの街まちに住む錬金術師アルケミスト──

　つい先日には、レージクとタートムの関係をフェリオに示し唆さした不思議な娘──

　その彼女が、玄げん鳥ちようの背に乗っていた。フェリオの混乱はここに極まる。

「なんで、ここに──いや、それより、その鳥──」

　シルヴァーナは微笑も見せずに、鳥の背を親指で指差した。

「質問に答えている暇ひまはない。こっちも言いたい事は山やまほどあるが、とりあえず後回しだ。そこの騎士も、捕まりたくなかったら早くしろ。助けてやる」

　リセリナが、一足先に鳥の背に飛び乗った。フェリオはライナスティと顔を見合わせ、おっかなびっくり、その羽根に手を添そえる。鳥が身につけた革と金属の装そう具ぐには、手と足をかける場所があった。

　二人は慎しん重ちようにそこを昇って、鳥の背に乗る。

　背の上はさほど狭せまくもなかったが、それでも四人も乗ると窮きゆう屈くつだった。馬を持ち上げるほどの力があることからも、重量的にはまだ余よ裕ゆうがあるのだろうが、乗るための場所はもう一いつ杯ぱいである。

　リセリナが手馴れた様子で、二人に命いのち綱づなをつないだ。

「フェリオさん、これに摑つかまってください。上は風が強いから危ないですよ」

　装具とつながる持ち手を渡されてもなお、フェリオは困こん惑わくしていた。

「シルヴァーナ、これは──」

「摑まったな？　飛ぶぞ」

　問いを無視してあっさりと呟つぶやき、シルヴァーナが笛ふえを吹いた。音は出なかったが、鳥は勢いよく羽ばたいて空に舞い上がる。

　強い風が、フェリオの周囲を吹き抜けた。

　今までに味わったことのない奇妙な重みが体にかかり、次の瞬間──

　体が浮くような感覚とともに、眼下に王都が広がった。

　フェリオは眼めを剝むいて、その光景を見下ろした。

　王城がある。高い鐘しよう楼ろうがある。人々の家、貴族達の邸てい宅たく、教会、学校、森、山──さまざまなものの全すべてが、視界の下にあった。

　強い風が体の周りを過ぎていく中、フェリオの眼はその光景に釘くぎ付づけとなった。

　ライナスティが肩を竦すくめて、鳥の装具にぎゅっとしがみつく。

「う、うわっ……お、俺おれ、高いところは──」

　声が震えていた。臣下の騎士とは逆に、フェリオはその頰ほおに笑みが浮くのを覚えた。

　──何故なぜか、懐なつかしい気がした。

　ここに帰ってきた──そんな感覚を抱いたのだ。

　それはフェリオにとって、奇妙で不思議な感覚だった。

　生まれてこのかた、玄げん鳥ちようなどに乗ったことはないし、ここまで高いところに来たことももちろんない。しかしどうしたことか、感覚のうえでだけは、フェリオはこの空を知っていた。少なくとも、〝そんな気〟がしている。

　眠っていた血が騒ぎだし、本能が悦よろこぶ感覚──

　フェリオはその正しよう体たいもわからないまま、シルヴァーナに声を向けた。

「シルヴァーナ！　君は──」

「下の傭よう兵へい部隊は、お前の仲間か？」

　フェリオの問いを遮さえぎるようにして、シルヴァーナが声を返した。

　フェリオは頷うなずく。

「しばらく追っていって、合流させてやる。まったく──」

　銀髪の娘は、わざとらしく溜ため息いきを吐ついた。

「リセリナといい、おまえといい──向こう見ずにも程ほどがある。周りにいる側は気の休まる暇ひまがない。そうだろう、そこの騎士殿？」

　シルヴァーナの声はライナスティに向いていた。

「あ、は、はい。そっすね……」

　高さに怯おびえるライナスティは、まともに受け答えができない。その様さまを見て、シルヴァーナがくすりと笑った。

「だが、まぁ──どうにか生き残ったのは上出来か」

　安あん堵どしたような声だった。

　フェリオの前で、リセリナも頷うなずく。柔らかい笑みを見せて、来訪者ビジターの少女は、フェリオを眩まぶしそうに見つめていた。

「本当に──ご無事で、なによりでした。まさかフェリオさんの周りがこんなことになっているなんて、ちっとも知らなくて──」

　顔を伏せたリセリナは、衛兵達を圧倒したさきほどの様子が噓うそのように、か細い声で呟つぶやいた。

　フェリオは感謝を込め──それから、行方ゆくえ知れずだった彼女の無事を喜び、その手を強く握った。

「リセリナ、君も無事でよかった。ずっと気にしていたんだ。フォルナム神殿の人達も心配しているよ。早く戻ったほうがいい。あそこは、いい所だから」

　フェリオがそう告げると、リセリナはやや顔を曇くもらせた。

「私は──私──」

　鳥を操あやつりながら、シルヴァーナが声をよこす。

「リセリナ、はっきりと自分の口で言うことだ。でないと、そこの馬ば鹿かには通じない」

「シルヴァーナ、馬鹿って──」

　フェリオがひっそりと異議を申し立てると、シルヴァーナの険けわしい視線が返ってきた。

「賢かしこい奴やつは、自分を危険な目に遭あわせない」

　これには何も言い返せずに、フェリオは口を噤つぐんだ。

　リセリナが、握ったフェリオの手に力を込めた。大きく息を吸い、溜ためていたらしい言葉を吐き出す。

「──フェリオさん。私は、貴方あなたに恩おんがあります。お返しにもならないと思いますが──フェリオさんのお手伝いをさせてください。少しは、役に立てると思います」

　リセリナの声には、決して曲がりそうにない芯しんがあった。

　彼女なりに考え、そして決断したことらしい。

「……リセリナ」

　フェリオはその気迫に吞のまれ、彼女を見つめた。

　出会ったばかりの頃ころ、この黒髪の少女は、慣れない世界に不安げな様子を見せていた。

　今の彼女は、不安も持ちながら、しかし決然として自らの足で立とうとしている。

　手助けを申し出てくれた動どう機きは、彼女の厚こう意いに違いない。だが同時に、彼女は戦いに加わることで、自分なりのけじめを見出そうとしているように見えた。

　他の来訪者ビジター達が、王と皇太子を殺してしまったこと──そのことが、彼女には引っかかっているはずだった。同じ世界から来た人間達の所しよ業ぎように対して、彼女も責任を感じているのだ。

　リセリナは重ねて言い募つのる。

「こう見えても、戦いには慣れています。戦い方は、私のいた世界とは違うかもしれませんけれど──それでも、フェリオさんの背中を守ることはできるはずです」

　真剣味を帯びた彼女の言葉に、フェリオは胸が熱くなるのを感じた。

「ありがとう、リセリナ」

　彼女の申し出を、フェリオは感謝の言葉をもって受け止めた。

　リセリナばかりではない。

　ウルクやディアメル、ライナスティ、それにシルヴァーナ──

　兄のブラドーやベルナルフォン達に、フォルナム神殿の人々や、さらにはウィスタルと王宮騎士団の面々──

　様々な人々が、フェリオの身を案じ、そして同時に、この国の行く末を案じてくれていた。

　そのことが、改めて心に染しみてくる。

　ウィスタルとダスティアの救出には失敗した。しかし、まだ希望そのものが絶たれたわけではない。

　鳥の行く先を操あやつりながら、シルヴァーナが素そっ気けなく呟つぶやく。

「フェリオ、ラシアン卿きようと合流しろ。あの男は信用できるはずだ。レージクがタートムとつながっている以上、この国を護まもるには、もう全面的な戦いは避けられない」

　その声には、叱しかりつけるような響きも籠こもっていた。

　フェリオは頷うなずきを返し、[image: 拳]こぶしを強く握った。

　そして誓う。

　彼らのためにも、国のためにも、そして自分自身のためにも、諦めないことを。

　よりよい未来を得るために、自分を信じてくれる人々を護るために、平和な日がくるまで、戦い続けていくことを──

　誓いを無言のままに心に秘め、フェリオは生まれて初めて、空から王都を見渡した。

　遙はるかな山の頂いただきからは、朝日が昇り始めていた。

　夜明けを迎えた空は、急速に明るさを増していく。

　黒から紺こんへ、紺から青へ、青から空色へ──

　その空の色を、フェリオは誓いとともに、しっかりと心に焼きつけた。

　眼下の街まちが眼めを覚まし始める。

　正せい妃ひや皇太子の息子むすこの死は、たちまちに街中へ広がることだろう。

　アルセイフの王都が迎えたその新しい一日は、平和から戦乱への明確な転てん機きでもあった。
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　ウィータ神殿の深しん奥おうに、〝神しん姫き〟の起居する一いち隅ぐうがある。

　そこは地上において神の住まうとされる聖せい域いきであり、神殿でもごく一部の者だけにしか立ち入りが許されない。

　顔が映りこむほどに磨きぬかれた大理石の柱──

　常に澄んだ水を湛たたえ、刻ときに応じて光を変える噴ふん水すい──

　古今のさまざまな名工が、その技量を競きそうようにして整えた調ちよう度どの数々──

　神姫の住むその空間は、世界でもっとも豪ごう奢しやな宮殿とも言われている。

　司し教きようマディーン・ティグレーは、神姫の呼び出しに応じて、その宮殿内を足早に進んでいた。背後には、まるで護ご衛えいのようにして、屈くつ強きようの騎士と神しん官かんとが数人ほど付き従っている。

　騎士達は、それぞれに一ひと癖くせも二癖もありそうな容よう姿しをしていた。

　一人は、やけに長い戦せん斧ぷを背に負った巨きよ漢かん。

　一人は、左右の腰にそれぞれ大剣をさげた中肉中背の男。

　最後の一人は筋肉質の女で、両りよう[image: 拳]こぶしに神しん鋼こうの籠こ手てを嵌はめている。

　そんな彼らを、いたって温和な顔立ちの中年男、マディーン・ティグレーが引き連れている様さまは、どこか不自然な気配を漂わせていた。

　マディーンのすぐ傍そばには、さらにもう一人、司教の老人が付いていた。

　やや曲がりかけた背に樫かしの杖つえを携たずさえ、マディーン以上に温和な顔をにこにこと微笑ほほえませている。いかにも人の好さそうな表情ながら、しかしその眼めの奥は笑っていない。

　巨大な鉄てつ扉ぴの前で、一行は歩みを止めた。

　その目前に控えた女神官達が、ゆっくりと扉とびらを引き、神姫との謁えつ見けんの間まへ通じる道をあける。

　大広間、規則的に並んだ柱の先に、白いカーテンで遮さえぎられた空間があった。

　椅子に腰かけた女神官の影が、そこにそっと浮かび上がっている。

　一行はカーテンの数歩前まで歩を進め、そこで一いち様ように膝ひざをついた。

　カーテンの奥から、澄みきった娘の声が響く。

「よくおいでくださいました。マディーン司教」

「は──」

　労ねぎらいの声に、マディーンは顔を上げずに応こたえる。

　カーテン越しの神姫ノエルは、ほがらかな声を張った。

「ついさきほど、フォルナム神殿のカシナート司教から便りが届きました。予定よりも、少し滞たい在ざいが長引くそうですが──ウルク司し祭さいのことも書いてありましたよ」

　神姫のその言に、マディーンはぴくりと肩を震わせた。

「ウルクはあちらで、別行動を取りたいと申し出たそうです。カシナート司し教きようは仕方なく許可したそうですが、父として、不安ではありませんか？」

　その問いに、マディーンは声を殺して応こたえる。

「恐れながら、神しん姫き。ウルク司し祭さいも、まだ子供とはいえ〝司祭〟の身──親の私が、彼女の行動を制限することは理り不ふ尽じんというものでしょう」

「制限されるよう、お勧すすめしているわけではありません。親として〝不安〟か、そうでないのか、それをお尋たずねしているのです」

「……不安に決まっております」

　マディーンは、ひたすらに苦にがい声で応じた。

　神姫はくすりと笑った。清せい楚そに落ち着いた笑いである。

「初めからそう言えばいいのです。お父様──マディーン司教は、昔から変なところで頑がん固こなのですから──」

　からかわれたマディーンは、ますます顔を歪ゆがめた。

「……神姫、お言葉ですが、もとはといえば、貴方あなた様がウルクの我わが儘ままを……」

　神姫は穏おだやかな声で応える。

「ウルクも年とし頃ごろの娘です。いろいろと思うところがあるのでしょう。父親としてご不安に思われるのはわかりますが──あの子のことを、信じてあげてください。マディーン司教が思っているよりも、あの子は大人おとなです。きっと、自分のやるべきことを見つけつつあるのでしょう」

「……は」

　マディーンは低い声で応じ、頭こうべを垂たれた。

　神姫ノエルと司祭のウルクは、二人とも彼の実の娘である。だが、神姫であるノエルに対しては、マディーンも強く言うことができない。

　表向きは、二人の間に親子の縁は存在しないのだ。神姫は神の側に属する存在であり、形としては人の中から生まれるが、しかし人間としての血けつ縁えん関係を持たないというのが建たて前まえである。

　実の娘を前に畏かしこまって、マディーンは声を張った。

「神姫。カシナート司教からの手紙は、私の元にも届いております。アルセイフ国内で、国王と皇太子が〝来訪者ビジター〟によって殺されたことは、すでにお聞き及びですね？」

　薄いカーテンの向こう側で、神姫の影が頷うなずいた。

「はい。恐ろしいことです──」

「来訪者ビジターは逃亡中です。現在、カシナート司教の配下の者達が動いております。彼らへの対応も考えなければなりませんが──まず、アルセイフの件に絡からんで、ビランチャ司教より神姫への報告があります」

　マディーンの合図に応じて、その脇わきにいた老司教が、ゆっくりと前に一歩を踏み出した。

「神姫には、ご機き嫌げんうるわしく──ご無ぶ沙さ汰たですな？」

「司し教きよう様もお元気そうで、なによりです」

　そんな挨あい拶さつを交わした後に、老司教、ビランチャは掠かすれそうな声で話し始める。

「我が信しん教きよう監かん査さ院いんの主あるじ、カシナート様の留守中ではありますが、北のタートムが非公式の使者を送って参りました。つい、さきほどのことです」

「……タートムが？」

　神しん姫きは首を傾かしげる。

「はい。ご存知の通り、タートムは異い教きよう徒とである北方民族や西方のラトロアと戦う、我らの同どう盟めい者しやでございます。しかしその領土には荒地や砂さ漠ばくが多く、兵の糧りよう食しよくも豊富とは言い難い土地柄です。彼らは、ラトロアと北方民族の脅きよう威いに対たい処しよするため、アルセイフの肥ひ沃よくな土地を求めております」

　ビランチャの声は柔らかく優やさしいものだったが、その内容は危険な気配を孕はらんでいた。

「それは──タートムが、アルセイフ国王が不在の今に乗じて、侵しん略りやくを始めるということでしょうか？」

　神姫の声に不安な響きが宿った。

「その通りでございます。ただ、あの地には我らの同盟者たるフォルナム神殿もございます。タートムとしては、フォルナムに害を為なすつもりはないとのことで、我々に傍ぼう観かんを求めてきたようです」

　ビランチャの報告に、マディーンが口を挟はさんだ。

「ご存知のように、アルセイフと我がジラーハ、そしてウィータ神殿の関係は、さほど濃いものではございません。我々としても、早急に西のラトロアに対する防備を固めねばならぬ時期です。今、この時期にタートムが弱体化すれば、ラトロアの脅威は、我がジラーハにも直接及び始めることでしょう」

「……侵略を、傍観しろと？」

　神姫の問いに、マディーンとビランチャは揃そろって頷うなずいた。

　老司教、ビランチャがにこやかに声を紡つむぐ。

「これは、カシナート様の目もく算さんとも合がつ致ちするものでございます。カシナート様はタートムのために、〝北方民族を陰かげから支援する〟、フォルナム神殿の不ふ穏おん分子を排除すべく出向かれました。タートムと我が国がより強く結びつくことは、カシナート様の戦略と一致いたします。すでにシュタインベック大司教には報告を済ませましたが、大司教も同意見です。神姫にも、ご了りよう承しようを願いたく──」

「戦乱を起こすのですか？　西と北、南だけに飽あき足らず、東方にまでも──」

　神姫の沈んだ声に、ビランチャは首を横に振った。

「いいえ。今度のことは、むしろ戦乱を最小限にとどめるための措そ置ちなのです。タートムの食糧事情は深しん刻こくです。今はまだ戦う力がありますが、これから数年の内にもし凶きよう作さくが起きれば、その隙すきをラトロアは逃さないでしょう。フォルナムの産出する大地の輝石セレナイトとその肥ひ沃よくな土地は、今のタートムにこそ必要なものなのです。アルセイフの王族にも、この事を理解し、タートムと協力する者がおります。しばらくは彼を王として立て、アルセイフとタートムが同どう盟めいを結ぶ形になるかと思いますが、そのためには、アルセイフ内部の反タートム勢力を速すみやかに一いつ掃そうしなければなりません。タートムはそのための兵を出し、我々はそれを傍ぼう観かんしつつ、それとなく支える──たったそれだけのことです」

　ビランチャの言葉に、神しん姫きノエルはまた首を傾かしげる。そのシルエットは哀かなしげな雰囲気を放っていた。

「それは──結局のところ、アルセイフをタートムと我々との植民地とし、その民を奴ど隷れいとして扱う結果になりませんか？　タートムは輝石セレナイトだけでなく、その土地を食糧の生産地として、そしてその民を、兵士や労働力としても欲しているのでしょう？」

「神姫は心配性ですな」

　ビランチャがからからと笑った。

「そう悲観されるものではありません。アルセイフの土地は肥沃です。その繁はん栄えいを、困こん窮きゆうするタートムに、少し分けてもらおうということなのですよ。無む論ろん、アルセイフの民には、その分は今よりも生活が悪くなることを覚かく悟ごしてもらわねばなりませんが──」

「それならば、我々の側からフォルナム神殿に指し示じし、タートムに対する輝石セレナイトの供給を多少、融ゆう通ずうさせればいいのではありませんか？」

　神姫の提案に、ビランチャ司教は首を傾げた。

「おそらくそれは難しいでしょう。残念ながら、タートムとアルセイフとは、歴史的にも長く敵対関係にありました。フォルナム神殿はアルセイフと蜜みつ月げつの関係にありますので、波風を立てることは嫌がるはずです。なればこそ、大地の輝石セレナイトが少ないタートムは困窮しているわけですが──それに現在、国王と皇太子を失ったアルセイフの国は混乱しております。タートムと意を通じる第二王子のレージク様は、この機を逃せば大きな内乱が起きかねないとも危き惧ぐされておいでだそうで──今の混乱を早さつ急きゆうに収おさめるためにも、レージク様が即位なさるのを手伝い、アルセイフの繁栄をタートムに分ける必要があります。将来のことを思えば、これはもっとも理にかなった措そ置ちかと愚ぐ考こういたします」

　ビランチャの声は優やさしく穏おだやかだが、有う無むを言わせぬ響きがあった。

　神姫はカーテン越しに身を固くしている。

「──私が抵抗しても、もう無む駄だなのですね？」

　声は沈んでいた。

「そのような問いにお答えするだけの地位を、私は得ておりませぬ」

　ビランチャは困ったような顔を見せた。その表情には演技の様子が濃い。

　神姫は数すう瞬しゆんの沈黙を置いた。

「カシナート司し教きようは、なんと？」

「なにせ現地におられますので、まだこちらの連絡も届いておりませんが、おそらくは了りよう承しようされることでしょう。重ねて申し上げますが、これはあの方かたの狙ねらいと一致いたします」

　ビランチャは声をやや低くした。

「神しん姫き。ラトロアの脅きよう威いは、年々、増しております。彼かの国は強力な兵をもって、この大陸の西方をほぼ統一し、あちら側にはまともに抵抗できる勢力も残っておりません。このままでは、数年のうちにこのジラーハにもその兵が及ぶことでしょう。その勢いをとどめるためには、我々とタートムの同どう盟めい、そして、アルセイフやシビュラ、サージェス、ビリアナ、サンフェデル、タリク、ビスターク──ラトロアより東の我々、全すべての国の団結が不ふ可か欠けつなのです。どのみちラトロアがタートムや我々を滅ほろぼせば、アルセイフだけが繁はん栄えいと平和を貪むさぼることはできません。一時はつらくとも、これは将来的には、アルセイフの民を救う布ふ石せきともなるはずです」

　ビランチャの戦略を説く言葉は、神姫の謁えつ見けんの間まに掠かすれながら響いた。

　しばらくの間まが過ぎた後で、神姫ノエルは小さく頷うなずく。

「──カシナート司教の決断を待って、それから宣せん旨じを出したく思います。いまだ現地での様子がわかりません」

「御ぎよ意いに」

　ビランチャは一礼して杖つえをつき、一歩を退ひいた。

　そしてマディーンは、背後に控える騎士達を振りかえる。

「神姫。この者達は、この方針に添そって各方面の部隊を指揮する神殿騎士です。新任のものもおりますので、この機にご紹介を──」

　カーテン越しに神姫が頷いた。

　神姫への目通りは、神殿騎士にとっては出しゆつ世せの約束と同義である。紹介そのものに意味はない。彼らにとっては、この場で神姫に対して名乗ることを許された、その事実だけが重要だった。

　一人目の男が立つ。

　がっしりとした体たい軀くの中年男で、いかにも朴ぼく訥とつとした雰囲気をまとっていた。長大な戦せん斧ぷを背に軽々と負ったまま、彼は神姫に深く一礼をする。

「西のラトロアに対する防衛として、キャルニエ神殿騎士団を預かります。トーラス・カントフェリです。よしなに」

　抑よく揚ようのない声でぼそぼそと呟つぶやき、そのまま膝ひざをつく。田舎いなか者ものじみた、いかにも無ぶ愛あい想そうな男だったが、それがいかにも実戦では頼たよれそうな印象を醸かもしていた。

　入れ替わりに次の男が立ちあがる。

　こちらは中肉中背の体つきで、騎士の胸当てがよく似に合あっている。前の男などは傭よう兵へいをしていてもおかしくない雰囲気だが、彼に関してはまさに騎士の風ふう貌ぼうを得ていた。

「北方にてタートムとの連れん携けいを任されました、カルキノス・マリグと申します。ザカード神殿騎士団と合流し、任務にあたる予定でございます。未み熟じゆく者ものではございますが、一心に任務に励む所しよ存ぞんです」

　言葉遣づかいは丁てい重ちようで、発音もトーラスよりは明めい朗ろうだったが、その口調には感情がなかった。

　腰の左右に差した二振りの大剣は、それぞれ、通常なら単体で扱うべきものである。戦いにおいて二本の剣を使う者は稀まれにしか存在しないが、大剣をもってそれを為なす者はさらに珍しい。

　カルキノスが膝ひざをつくと、最後の一人が立ちあがった。

　まだ若い女である。細身ながら、盛り上がった肩の筋肉や割れた腹ふつ筋きんは、とても女性のものとは言い難い。一見して男と見まがうばかりだが、しかし顔の造りは整っており、長く伸びた金髪も娘らしく結ゆい上げている。

「お目にかかれて光こう栄えいです。レーヴェ・グレイスナイフと申します。先日まで、南方の内乱鎮ちん圧あつにあたっていましたが、このたびの動きに伴ともない、カシナート司し教きようの補ほ佐さとして、アルセイフに出向くこととなりました。神殿騎士の名に恥はじぬよう、全力をもって任にあたります」

　発せられた声は間違いなく女のものだった。やたらと筋肉質の手足を衣服で隠かくせば、街まち娘むすめにでも化ばけられそうな気配もある。

　彼女は武器らしい武器を携帯していなかったが、その両りよう[image: 拳]こぶしに、意い匠しようの凝こった神しん鋼こうの籠こ手てを嵌はめていた。肘ひじに程近い部分までを覆おおったその品は、ただの防具ではなく、そのまま殴なぐるための武器でもあるらしい。格かく闘とう術じゆつを得え手てとしていることは、その体つきからも推おして知れる。

　アルセイフに派は遣けんされているカシナート・クーガ──彼の目的は、北方民族に協力するフォルナム神殿の勢力を叩たたくことにある。

　北方民族への支援に関しては、フォルナムでも高位の神しん官かん達が関かかわっているらしい。

　タートムの動きに対応して、異国の地に在あるカシナートの元では、これから手が足りなくなることも予想できた。レーヴェの派遣は、それに対する措そ置ちである。

　カーテンの向こう側で、神しん姫きが小さく頷うなずいた。

「ウィータの加か護ごは、皆様と共にあります──神姫として、御ご武ぶ運うんをお祈いのりしております」

　型通りの祝福の言葉が添そえられて、短い謁えつ見けんは終了した。

　一行は、ぞろぞろと謁見の間を退出していく。

　そしてマディーン・ティグレーは、御ご前ぜんを退出後すぐに、深ふか々ぶかと嘆たん息そくした。

　大理石の廊下を歩きながら、人生の先輩でもある老齢の司教に問いかける。

「……ビランチャ司教。アルセイフのことは、本当にタートムの好きにさせてもよろしいのでしょうか──？」

　砂を嚙かむが如ごとき声だった。

　老司教は温顔を和なごませ、ゆっくりと頷いた。

「私はそのように思います。マディーン司教は確か、アルセイフに滞たい在ざいされていた時期がございましたな。向こうに、友人でもおられましたか？」

「友人と呼べるほどの交こう誼ぎがある方かたはいませんが、知人はいくらか──ラバスダン王は、聡そう明めいで穏おだやかな王でした。あの方が国を治めている限り、アルセイフは安あん泰たいかと思っておりましたが──正しよう体たい不明の来訪者ビジターに殺されるとは、残念なことです」

　マディーンの言葉に、ビランチャが眼めを細めた。

「なるほど──もし特に助けたい方がおいででしたら、レーヴェにお伝えおきください。あれでなかなか、細こまやかな気の利きく騎士です」

「いえ、そのような──」

「我々自身は、アルセイフに対して特に含むところはございません。ただ、タートムとの同どう盟めいを為なすにあたって、彼かの国の存在が一つの鍵かぎとなっているだけのこと。無む闇やみに人命をとる気もございません」

　ビランチャはにっこりと皺しわ顔がおを笑えませた。

「──彼らが、我々の方針におとなしく従う限りは、ですが……」

　マディーンの背に、ぞくりと悪お寒かんが走った。

　老ろう司し教きようビランチャ・カラムナフスは、その外面こそ柔らかいが、若い時分には直接に拷ごう問もん吏りを束たばねていたこともある曲者くせものだった。神殿の影の部分を一手に担になってきた彼の経歴は、凄せい惨さんな血ち生なま臭ぐささを伴ともなっている。

　その貼はりついたような微笑の下に、冷れい酷こく非情な一面が隠かくれていることを、マディーンはよく知っていた。

　ビランチャは世間話をするように穏やかに笑った。

「なに、あれだけ平和を貪むさぼっていた国において、我々やタートムに歯向かうほど気き骨こつのある者もいないでしょう。仮かりにいたとしても数えるほど──タートムと当方の勢力からすれば、軽く蹴け散ちらせる程度のものです。彼らは剣を抜かぬまま、まともに抵抗することもなく、軍門にくだるはずです」

　ビランチャの言葉はある意味で楽観的に過ぎたが、仮にそう上手うまく事が運ばずとも、彼はまた別の策をも持っているはずだった。油ゆ断だんという言葉からは縁遠い老人である。

　アルセイフに赴おもむいているカシナート・クーガは、そんなこの老人の眼に適かなった、数少ない司教の一人だった。俊しゆん才さいと名高い彼には、神しん姫きノエルも絶大な信頼を置いている。

　マディーンはその脳のう裏りに、かつて暮らしたアルセイフの豊かな大地を思い返していた。

　娘のウルクとほんの一年ほど滞在したその地には、愛あい着ちやくというほどのものはない。だが、あの平和な地がこれから乱世に巻き込まれるかと思うと、少なからず心が痛んだ。

　せめて──

　せめて、彼の国が抵抗して被害が広がらぬよう、迅じん速そくに──

　その地に執しゆう心しんがあるらしき娘のことを危き惧ぐしながら、マディーン・ティグレーはようやくに覚かく悟ごを決めようとしていた。





───続















　あとがき







　いつぞや、「あとがきを書くのは苦にが手てです」と、白状したような記憶があります。

　書くことを決めている時は、するりと簡単に書けたりもするのですが──今回のように何も考えていなかった場合、けっこうピンチです。

　いろんな作家さんの本を見てみると、なるほど、うまくネタを仕込んでいる方かたや、作品に関連して興味深いことを書いている方、あるいは自分のように近況報告中心の方と、いくつかパターンがありました。

　ついでに、それこそ今回の自分のように「あとがきは苦手！」と公言されている方もちらほらと見受けられて、なんだか少しばかり親近感を抱いたり……そんな情けないことで親近感なんぞ持たれても迷めい惑わくでしょうが（汗）

　さて、自分の場合、ややこしいのですが──あとがきというものに苦手意識はあれど、実は決して嫌いではありません。もし仮かりに〝あとがきなくてもいいよー〟と担当さんに言われたとしても、よほどに切せつ羽ぱ詰つまってる時でもない限り、「あ、いえ、書かせてくださいオネガイシマス」と、頭を下げて書かせてもらうはずです。

〝下手へたの横好き〟という言葉があるように、下手なことを自覚していても嫌いではない──自分にとっての〝あとがき〟はそういう場のようです。

　そういう〝苦にが手てだけど好き！〟というものは、誰だれでも一つや二つ以上はありそうです。音おん痴ちだけどカラオケ好き、美味おいしくないけど料理が好き、絵は下手だけど描くのは好き、カメラは苦手だけど撮とるのは好き、馬券は当たらないのに競馬は好き、とか。

　それと同じような感覚で、自分は〝小説を書く〟ことに対しても根強い苦手意識を持っています。間違っても〝嫌い〟なわけではなくて、小説は読むのも書くのも本気で大好きですし、たとえ本が出なくても、執しつ筆ぴつだけはしつこく続けるだろうとも思うのですが……「じゃあ得とく意いか？」と聞かれると、ちょっと素直には頷うなずけません。昔よりも今のほうが、より苦手意識は強くなっている気がします。書くたびに悩みが出てきて、漠ばく然ぜんとした不安に迷って、首を傾かしげながら一頁ずつ一頁ずつ──いつもそんな感じの手探りです。

　当然、〝だからこそ楽しい〟という部分もかなりありまして──もしもなんの障害もなく、すらすらと思うように傑けつ作さくが書けたら、きっと今ほど真面目まじめには書き続けていないだろうとも思います。

　苦手だからこそ楽しめる、という部分は、どんなことにも少なからずあるものです。よく、苦手＝嫌いと直結しがちですが、むしろ苦手＝頑がん張ばる価値がある、下手＝これから上達する楽しみがある、というぐらいのほうが、より建設的で、最終的にはいい結果が残せるんじゃないかなぁ、と思う次し第だいです。それにそのほうが、きっと得られる充実感も大きいものになります。

　特に学生さんなどは、苦手な科目もいろいろあるでしょうけれども、そこは一つ堪こらえて、逆に苦しむことを楽しむぐらいの勢いで──

　ちなみに自分の学生時代、苦手だった数学と英語の成績は、それはもう惨さん憺たんたるものでした。

　……書いてることと現実がなんだか微妙に食い違っていますが、まぁ、世間ではよくあることです。（先生方、お馬ば鹿かな生徒でごめんなさい……）

　幸か不幸か、三角関数や英会話が必要とされる事態にはご無ぶ沙さ汰たでして、今は安心して、苦手で大好きな執筆に全力で打ち込んでいます。

　さて、唐とう突とつに作品の話に立ち戻りまして、この三巻──フェリオはようやく「全力で打ち込める何か」を見つけつつあるのかなぁ、という印象がありそうです。彼にとっては、その道はあるいは「苦手」なことが多いかもしれませんが……是非とも、頑張って欲しいところです。

　他人ひと事ごとみたいにそんなことを言いながら、それではまた、次巻にてお会いできることを祈りつつ──





２００４年　春　渡瀬草一郎
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渡わた瀬せ草そう一いち郎ろう

昭和五十三年型横浜製。デジカメを新調しました。安い機種だったのですが、使ってみてびっくり、以前のより写りがいいです。まずは盆栽をパチリ。時代の流れと性能の進歩を実感しました。撮影技術の方は依然として進歩してませんが──カメラって難しい……。
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イラスト／岩いわ崎さき美み奈な子こ

新潟出身。埼玉在住。この名前にして性別は不明……らしい。５年間のゲーム会社勤務を経て、フリーのイラストレーターになり、現在あちこちで活躍中。
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